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宇宙・太陽・地球・生命・社会が織りなす 

複雑でダイナミックな環境を 

包括的な視点で探る。 

国際共同利用・共同研究拠点として 

私たちはその役割を果たします。 

 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

宇宙地球環境研究所は 2015 年 10 月に発足し、宇
宙地球環境研究に関する全国で唯一の共同利用・共
同研究拠点として認可されました。宇宙と地球を結
び付け、そこに生起する多様で複雑な現象のメカニ
ズムと相互関係の解明を通して、地球環境問題の解
決と宇宙に広がる人類社会の発展に貢献することを
ミッションとしています。文部科学省によって行わ
れた共同利用・共同研究拠点の第 3 期中期目標期間
（2016–2021 年度）の期末評価、および、第 4 期中
期目標期間の中間評価（2022–2023 年度）では、共に
最高位である S 評価を受けています。 

第 4 期中期目標期間においては、特に 2 つの重点

項目について活動を強化しています。一つ目は、国
際的に活躍できる若手研究者の育成です。このため
に共同研究のカテゴリとして「若手国際フィールド
観測実験」、「国際技術交流」、「国際スクール開催支
援」、「若手国際派遣支援」の 4 種類を新設し、これ
までのカテゴリと合わせて 17 種類、約 200 件の共
同利用・共同研究プログラムを毎年実施しています。
このうち 10 種類は国際的に公募され、海外の研究
者の派遣・招聘や国際ワークショップの開催が行わ
れています。これらの広範な国際活動が認められ、
2025 年度から本研究所は、国際共同利用・共同研究
拠点として新たに認可されました。リーダーシップ
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を持って、さらに広く国際共同利用・共同研究を推
進していくことが期待されています。 

2つ目の重点項目は、分野を超えた融合研究の強化
です。このために、2022 年 8 月、「融合研究戦略室」
を所内に新設しました。国立大学法人東海国立大学
機構（名古屋大学・岐阜大学）内の他部局と連携して、
2023年度は 10 件、2024 年度は 13 件の融合研究戦略
課題を公募・推進しています。これらの課題では、宇
宙科学と地球科学の融合だけでなく、人工衛星デー
タを活用した人文社会科学の調査や、図書館との連
携によるデータベース構築の手法開拓など、新たな
文理融合の萌芽的な研究を開始しています。また、本
研究所では若手教員からの提案に基づき、所長リー
ダーシップ経費を活用して 4件の「融合研究プロジェ
クト」を実施しています。これらの融合研究の強化は
さらに発展し、2024 年度には文部科学省による共同
利用・共同研究システム形成事業～学際領域展開ハ
ブ形成プログラム～「宇宙地球環境科学と歴史学・考
古学を結ぶ超学際ネットワーク形成」が採択・開始さ
れることになりました。このプログラムでは、国立歴
史民俗博物館、山形大学、九州大学、情報・システム
研究機構、名古屋大学デジタル人文社会科学研究推
進センターの 5参画機関と連携して、「宇宙地球環境
科学」と「歴史学・考古学」を融合する新しい超学際
ネットワークを創成します。これにより、激甚太陽嵐
の現代文明への影響の評価、新しい正確な年代決定
による歴史学・考古学の新展開を進め、宇宙に拡大す
る持続的な発展型社会の形成と宇宙災害や地震火山
災害への備えに貢献するとともに、次世代を担う国
際人材を育成していきます。 

2024 年度には、これらの活動を通して多くの国際
共同研究・融合研究を実施することができました。
例えば本研究所の総合解析研究部の草野完也教授ら
は、独自に開発した太陽フレアの精密予測スキーム
によって、日本・米国・欧州・韓国などがロケット、

気球、大型地上望遠鏡を用いて行った 3 つの国際共
同太陽観測プロジェクトに協力し、太陽フレアの待
ち受け観測の成功に貢献しました。これらは太陽フ
レア発生機構の解明につながる重要な研究として注
目されています。また、太陽極大期に伴って本研究所
の北海道母子里・陸別観測所では、2024 年度中に 7回
の低緯度オーロラ観測に成功しています。このうち、
2024年 5月 11日の大磁気嵐に伴う低緯度オーロラで
は、電気通信大学・スウェーデン宇宙物理学研究所の
研究者と共同で、赤だけではなく青い発光が顕著に
表れている様子を同定し、その高度や緯度を推定し
ました。この青い発光は日本付近の低緯度まで、オー
ロラに伴う高エネルギープラズマが侵入しているこ
とを示唆しており、大磁気嵐における宇宙空間の環
境を知るうえで重要な成果です。 

これらの成果にもあるように、現在、第 25 太陽周
期は活動の極大を迎えつつあり、大きな宇宙嵐も頻
発しています。宇宙開発と情報化が急速に進む現代
において、宇宙天気災害の潜在的なリスクは、かつ
てないほど大きくなっています。また、全地球的な
温暖化傾向が続く中で、これまで見られなかった環
境変動と災害が世界各地で現れつつあります。この
ために、地球環境問題の解決と宇宙に広がる人類社
会の発展に貢献する宇宙地球環境研究所の役割は、
一段と重要性を増しています。国内外の共同研究者
の皆さんと協力し、研究を通して未来を切り開く活
動をさらに発展させたいと考えています。この年報
を通して本研究所で行っている様々な活動をご理解
頂ければ幸いです。今後とも、宇宙地球環境研究所
に対する多くの皆様のご支援とご協力をお願い申し
上げます。 

       宇宙地球環境研究所 所長 

        塩川 和夫
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2024 年度 ISEE Award（宇宙地球環境研究所賞） 
 

本研究所の共同利用・共同研究に基づく優れた研究活動を表彰する「ISEE Award」の第 6 回目の授賞式および記念講演

会を名古屋大学野依記念学術交流館カンファレンスホールで開催した。 

 

本研究所は宇宙科学と地球科学を結びつける唯一の共同利用・共同研究拠点としての役割を担い、様々な共同研究を推進し
ている。これらの共同研究を通して、宇宙地球環境研究の発展、宇宙地球環境研究分野の融合および新分野開拓の振興に大き
く貢献した個人または研究チームの功績をたたえるために、「ISEE Award（宇宙地球環境研究所賞）」を 2018年度に創設した。 
第 6 回目にあたる 2024 年度は、太陽フレアの予測と理解に関する宇宙地球環境研究への多大な貢献を行った KD Leka 博士
（ノースウェスト・リサーチ・アソシエイツ、上級科学研究員）、Sung-Hong Park博士（韓国天文研究院、研究員）に ISEE Award
を授与した。2025年 3月 6日、本賞の授賞式および両博士による記念講演会（題目： “Grounding and Rebounding: Establishing 
some Hard Truths [about Solar Flare Forecasting] so that Progress can be (is being) Made!” 「グラウンディングとリバウンディング： 
[太陽フレア予測に関する] 真の真実を確立することこそ進歩をもたらす（これからも）！」）を開催した。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

受賞者を囲んで。授賞式および記念講演会（2025 年 3 月 6 日）。  

 
 
 
 

 
 

受賞者：  KD Leka 博士 （ノースウェスト・リサーチ・アソシエイツ（NWRA：米国）、 
   上級科学研究員） 

  Sung-Hong Park 博士 （韓国天文研究院（KASI）、研究員） 

受賞理由： 太陽フレアの予測と理解に関する宇宙地球環境研究への     
多大な貢献 

KD Leka 博士と Sung-Hong Park 博士は ISEE International Workshop（2017 年度）を主催し、世界各国で運用されている太陽フレア

予測モデルを初めて共通した方法で定量的に比較し、フレア予測の時系列を評価する新たな指標を開発するなど優れた成果を生みだ

した。この報告論文は国際的に高い評価を受けている。また、KD Leka 博士主催の ISEE International Workshop（2022 年度）では、太

陽面爆発の前兆としての磁気フラックス・ロープを特定する新たな方法論の開発を進めた。これらの活動を通して数多くの研究成果を

生み出すと共に、大学院生育成にも大きく貢献している。 

受賞者の略歴： 

Dr. KD Leka： 1995 年にハワイ大学にて博士号を取得。1997 年まで米国大気研究センター (NCAR) ポストドクトラル研究員、その後、米国海洋大気局 （NOAA）

の Space Environment Center （現：Space Weather Prediction Center） でリサーチ・アソシエイツ（1997–1998 年）、ノースウェスト・リサーチ・アソシエイツでリサー

チ・サイエンティスト（1998–2003 年）を務めた後、2003 年より現職。2017 年より 2025 年 3 月まで ISEE 特任教授を併任。 

Dr. Sung-Hong Park： 2010 年に New Jersey Institute of Technology にて博士号を取得。その後、韓国天文研究院 （2010–2014 年）、アテネ国立天文台 （2014- 

2015 年）、トリニティ・カレッジ・ダブリン（2015–2017）でポストドクトラル研究員を務め、その後 ISEE 特任助教（2018–2021 年）、スタンフォード大学のリサーチ・

サイエンティスト（2021–2022 年）を経て 2022 年より現職。 

 

Dr. KD Leka     Dr. Sung-Hong Park 

ISEE Award 2024  
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太陽フレア精密予測により国際共同太陽観測へ貢献 
 

本研究所の草野完也教授らが開発した太陽フレアの精密予測スキームを用いることにより、観測ロケット、気球、大型地

上望遠鏡などによる複数の国際共同太陽観測プロジェクトチームがこれまで困難であった太陽フレアの待ち受け観測に成

功した。いずれも太陽フレア発生機構の解明につながる重要な研究として注目されている。 

 

地球環境や社会経済基盤にも影響を与える大型太陽フレアはまれに発生す
る突発現象であるため、短時間しか観測できない観測ロケットや視野の限ら
れた精密観測装置によって捉えることはこれまで困難だった。一方、本研究所
の草野教授らが開発したκ-スキームは大型太陽フレアの規模と位置を高い精
度で予測できるため、新たなフレア観測への応用が期待されていた。 

2024 年度に実施された日米共同太陽フレア X 線観測ロケット実験 FOXSI-4、
日米欧共同太陽気球観測実験 SUNRISE-III、韓米日共同による Goode 太陽望遠
鏡（GST:米国ビッグ・ベア天文台）による太陽観測チームは、それぞれ κ-スキー
ムによるフレアの規模と位置の予測情報をもとに、観測領域を事前に設定する
ことで大型太陽フレアの観測に成功した。これらの観測は太陽コロナの X 線ス
ペクトル画像やフレア前後の彩層磁場等これまでにない貴重なデータをもたら
しているため、太陽フレアの発生機構の解明につながる重要な成果として注目
されている。 
 
 
 
 

図 1: 太陽フレア X 線観測ロケット実験 FOXSI-4
（左）がフレア観測に成功した活動領域 13643

（中央：SDO/AIA 観測画像）とκ-スキームに
よる 3 次元コロナ磁場モデル（右）。 

図 2: 太陽気球観測実験 SUNRISE-III。 

図 3: 米国ビッグ・ベア天文台（右）でフレア観測に

成功した活動領域 13777（左：SDO/HMI）。 

 

太陽フレア精密予測 κ-スキームについて：  
Kusano et al. 2020, "A physics-based method that can predict imminent large 
solar flares," Science, DOI: 10.1126/science.aaz2511 

日米共同太陽フレア X 線観測ロケット実験 FOXSI-4 について：  
https://xray-sun.jp/foxsi-4 

日米欧共同太陽気球観測実験 SUNRISE-III について（国立天文台）：  
https://solarwww.mtk.nao.ac.jp/sunrise-scip/index.html 

Goode太陽望遠鏡（米国ビッグ・ベア天文台）について： https://www.bbso.njit.edu/  

https://commons.wikimedia.org/
wiki/File:GST_dome.jpg 
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暗黒物質探索実験 XENONnT による 
太陽ニュートリノの初観測 

 

宇宙線研究部の風間慎吾准教授らが参加する XENONnT 実験は、太陽内部で生成されたニュートリノとキセノン原子核と

の散乱を世界で初めて観測した。この成果は、低エネルギー領域でのニュートリノ物理など、新たな天文学の開拓につな

がる重要な一歩である。 

 

XENONnT 実験は、イタリアのグランサッソ国立研究所
の地下施設で稼働する国際共同実験で、8.6 トンの液体キ
セノンを用いて暗黒物質探索を行っている。宇宙線などの
放射線を遮蔽する水タンクや、キセノン中に含まれる放射
性不純物を常時除去する装置を備えた検出器は、世界最高
水準の低バックグラウンド環境を実現している。今回、
2021 年 7 月から 2023 年 8 月までの約 3.5 トン年に相当す
るデータを解析した結果、太陽の核融合で生成された B-8

（ホウ素の同位体）由来のニュートリノによる原子核反跳
を、2.7 シグマ（背景事象である確率 0.35％）の有意度で
初めて観測することに成功した。この現象は「コヒーレン
ト弾性ニュートリノ原子核散乱（CEvNS）」と呼ばれ、宇宙
起源ニュートリノによる観測は世界初の成果である。本成
果は、今後の暗黒物質探索における「ニュートリノの霧」
時代の到来を象徴する重要な一歩となる。 

 
 
 

 
 

図 1: 太陽から飛来するニュートリノ。

credit: APS/Alan Stonebraker 

図 2: 太陽ニュートリノの到来頻度に対す

る制限。 

論文情報 

雑誌: Phys. Rev. Lett., 133, 191002, 2024 

著者: Aprile, E., J. Aalbers, K. Abe et al. (Y. Itow, S. Kazama, M. Kobayashi) 
論文タイトル: First Indication of Solar 8B Neutrinos via Coherent Elastic Neutrino-Nucleus 

Scattering with XENONnT 
DOI: 10.1103/PhysRevLett.133.191002 

図 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

図 2 
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超稠密 GNSS 観測網を用いた電離圏擾乱の 
三次元トモグラフィー 

 

電磁気圏研究部の JSPS 外国人特別研究員 FU Weizheng 博士と大塚雄一准教授らは、ノルウェー・オスロ大学との共同

研究により、日本の超稠密 GNSS（全球測位衛星システム）観測から得られた全電子数データを活用し、従来よりも高い空

間分解能（緯度・経度方向 30 km、高度方向 10 km）で電離圏電子密度変動の三次元構造を高精度に再構できるトモグラ

フィー手法を開発し、伝搬性電離圏擾乱の発達過程を明らかにした。 

 

GNSS 信号を利用することで、電離圏の全電子数
（TEC）を求めることができるが、TEC は電子密度の積
分値であり、高度ごとの詳細な情報を取得できないとい
う欠点がある。電離圏トモグラフィーは、TEC データを
用いて三次元構造を推定する先進的な手法であり、従来
の二次元観測では捉えきれなかった擾乱の鉛直構造を
明らかにできる。本研究では、国土地理院の GNSS 観測
網（GEONET）に加え、民間企業（SoftBank）の観測デー
タを活用することで、電離圏の微小な電子密度変動の再
現に成功した。これにより、広範囲かつ高分解能での電
離圏擾乱構造の復元が可能となった。今後、本手法を用いることで、電離圏中のプラズマ不安定や、中性大気の影響など
異なる要因による電離圏擾乱の三次元構造を統一的に解析でき、超高層大気研究の新たな展開が期待される。 

図 1: 中規模伝搬性電離圏擾乱の立体構造を初

めて高空間分解能で再構成することに成功
し、夜間における伝搬性電離圏擾乱が磁力線

に沿った構造を持つことを明らかにした。図中
の黒破線は、磁力線の向きを表す。 

図 2: GNSS-TEC で観測された昼間（左）と夜間

（右）における伝搬性電離圏擾乱。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

論文情報 
雑誌：Earth Planets Space, 76, 102, 2024 

著者：Fu, W., Y. Otsuka, and N. Ssessanga 

論文タイトル：High-resolution 3-D imaging of electron density perturbations using ultra-
dense GNSS observation networks in Japan: an example of medium-scale traveling 
ionospheric disturbances 

DOI：10.1186/s40623-024-02051-2 

 

図 1 

図 2 
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航空機から台風の眼に投下する気象測器を開発 
統合データサイエンスセンター・金田幸恵特任准教授、坪木和久教授らは、明星電気株式会社、国立研究開発法人防災

科学技術研究所の共同研究グループとともに台風の航空機観測のための投下型気象観測測器「ドロップゾンデ」を日本で

は初めて開発し、この気象測器が気象庁の高層気象観測で用いられている気象測器ラジオゾンデとほぼ同等の気温と風を

測定できることを明らかにした。 

 

台風は大きな災害を引き起こす最大の自然の脅威であるにもかかわらず、生涯の大半を
陸地からはるか離れた海上で過ごすため観測が難しく、その発生・発達メカニズムの理解
は不十分なままである。そこで、坪木和久教授が航空機観測プロジェクトを立ち上げて、日
本国内で唯一の台風の航空機観測を実施している。名古屋大学グループは、明星電気株式
会社とともに、この航空機観測のために投下型気象測器「ドロップゾンデ」を日本では初め
て開発した。さらに、国立研究開発法人防災科学技術研究所を加えた共同研究グループで、
2024 年 3 月、独自の投下型検証システム（図 2）を用いて、ドロップゾンデの性能を定量
的に評価した。その結果、この気象測器が気象庁の高層気象観測で用いられている気象測
器ラジオゾンデとほぼ同等の気温と風を測定できることを明らかにした。 

2024 年 10 月には台風第 19 号を対象にこの気象測器の最新型を用いた航空機観測が
実施された。測定値は世界気象機関の全球通信システムを介して準リアルタイムで世
界中に配信され、世界各国の気象機関の数値予報システムに組み込まれた。台風の中心
付近の測定値を得ることで台風の進路や強度の予測精度の一層の向上が期待される。 

 
 
 
 
 
      
                       

図 1 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

図 1: ドロップゾンデを用いた航空

機観測のイメージ図。 

図 2: ドロップゾンデ投下型検証

システムの概要及び飛揚実験
風景。 

論文情報 

雑誌：SOLA, 20, 378-385, 2024 
著者： Kanada, S., M. Kato, K. Tsuboki, T. Ohigashi, S. Hirano, K. Shimizu, R. Nozawa, 

A. Yoshimura, Y. Goto, and K. Tsukagoshi 
論文タイトル： Evaluation of newly developed dropsonde for aircraft observation 
DOI: 10.2151/sola.2024-050 

Credit: Reiko Matsushita 

図 2 
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海洋内部の「遅い波動」が紡ぐエルニーニョの謎 
～エネルギー輸送の視点で読み解く気候変動メカニズム～ 

 

陸域海洋圏生態研究部・相木秀則教授らの研究グル―プは、これまで海面水温の偏差を用いて説明されてきたエルニー

ニョ現象・ラニーニャ現象の仕組みを、海洋内部の遅い波動によるエネルギーの輸送量という新たな視点で理解できるよ

うにし、赤道上の風による波動生成の強さや波動の回り込みの強さをそれぞれ海面水温から見積もる経験式を構築した。 

 

本研究では、海洋研究開発機構と気象研究所との共同研究で、エルニーニョ現象やラニーニャ現象のメカニズムにおいて重
要な役割を果たす海洋内部の「遅い波動」に注目し、そのエネルギー伝達の全体像を示すことに成功した。本研究グループで
は、赤道という数学的な特異点の問題を
解決することで、独自の診断手法を開発
した。これにより、海面水温の偏差を用
いて説明されてきたエルニーニョ現象・
ラニーニャ現象の仕組みを、海洋内部の
遅い波動によるエネルギー輸送という
新たな視点で捉えることが可能になっ
た。これらの進展により、エルニーニョ
現象やラニーニャ現象のメカニズムを
より精緻に理解し、気候予測の精度向上
や、今後の気候変動に対する適応策の策
定に貢献することが期待される。 

 
 
 
 
 

図 1 

 
 
 
 
 

                           

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1: 本研究の診断手法によって明らかになった海洋表層の経年波動によるエネル

ギー循環の生消成分（コンター：実線が生成、破線が消滅の強さ）と回り込み成分

（赤色が時計回り、青色が反時計回り）。 

図2:    熱帯太平洋東部の海面水温の偏差（左上：単位は℃）、風による海洋内部波

動の生成の強さ（左下：単位はギガワット）の時系列。1959 年から 2010 年まで
毎月の水温偏差（横軸）と波動生成の強さ（ギガワット）の軌跡とその近似関数（右

上）。海洋表層の経年波動によるエネルギー伝達の生消成分（右下：橙色が生
成、緑色が消滅の強さ）。 

論文情報 
雑誌： Clim. Dyn., 63, 84, 2025 

著者： Wu, B., H. Aiki, T. Toyoda, T. Ogata, 
and M. Nagura 

論文タイトル：  Energy circulation associated 
with interannual waves in the tropical-
subtropical Pacific 

DOI： 10.1007/s00382-024-07530-6 
 

図 2 

熱帯太平洋東部の海面水温 

風による波動生成の強さ 
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宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ 
 

本研究所は令和 6 年度 共同利用・共同研究システム形成事業〜学際領域

展開ハブ形成プログラム〜（宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学

際ネットワーク形成）に採択された。本プログラムにおいて、本研究所は中

核拠点としての役割を担い、5 つの参画機関と連携しながら、自然科学と人

文科学を融合する新たな超学際ネットワークの構築に取り組む。 

 

本研究所は、国立歴史民俗博物館、山形大学高感度加速器質量分析センター、
九州大学アジア埋蔵文化財研究センター、データサイエンス共同利用基盤施設、
名古屋大学デジタル人文社会科学研究推進センターと連携し、宇宙地球環境科
学と歴史学・考古学を結びつける超学際ネットワークの創成に取り組み始めた。
本プログラムでは、「激甚災害と年代測定」「考古地磁気研究」「太陽地球環境史」
「文理融合データベース研究開発」の 4 つの研究グループを中心に、激甚宇宙
嵐が現代文明に及ぼす影響の評価や、高精度年代決定を通じて、宇宙地球環境科
学と歴史学・考古学を結ぶ融合研究の推進を図る。超学際ネットワークの形成に
より、持続可能な発展型社会の実現、宇宙災害や地震火山災害への備えに資する
とともに、次世代を担う国際人材を育成することを目的としている。本事業は令
和 6 年度から最長 10 年間のプログラムである。分野横断的な知の融合を通じ
て、学術の新たな地平を切り拓く。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
   
                         

  
 

 
 

文部科学省 共同利用・共同研究システム形成事業〜学際領域展開ハブ形成プログラム
〜（宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際ネットワーク形成） 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
TranSEHA 学際ハブ 

超学際ネットワーク形成ホームページ  

https://transeha.isee.nagoya-u.ac.jp/                  
  
                              

 
  
 

 
 
 

 
   
 

図 1 

図 1：TranSEHA学際ハブプログラムの概要図。 

図 2： 2025年 2月 27日に、名古屋大学研究所共同館 II 

3階ホールにてキックオフ研究会を開催した。 

図 3：令和 6年度に導入したデータベース構築のための

大容量ストレージシステム。文理融合データベー

ス研究開発を推進する。 

図 3 

図 2 

https://transeha.isee.nagoya-u.ac.jp/
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教職員数一覧 2025 年 3 月 31 日現在 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

教職員一覧 

 

所長 塩川 和夫 

副所長 檜山 哲哉 

副所長 南  雅代 

 

総合解析研究部 
   

 
教授 草野 完也 

 
教授 堀田 英之 

 
教授 三好 由純（兼） 

 
准教授 増田 智 

 
准教授 飯島 陽久（兼） 

 
助教 家田 章正 

 
特任助教 早川 尚志（兼）* 
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合計 75 67 142 

*素粒子宇宙起源研究所所属 
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技術員 新妻 亮子 

融合研究戦略室 
   

 
室長・教授 塩川 和夫（兼） 

 
教授 草野 完也（兼） 

 
教授 髙橋 暢宏（兼） 

 
教授 檜山 哲哉（兼） 

 
教授 南 雅代（兼） 

 
教授 三好 由純（兼） 

 
教授 持田 陸宏（兼） 

 
特任教授 
（クロスアポイントメント） 

石井 守 

 
准教授 Claudia Martinez（兼） 

 
特任准教授 菊地 亮太 

 
学術主任専門職 森 康則  

  

超学際ネットワーク形成推進室 
   

 
室長・教授 南 雅代 

 
教授 北川 博之（兼） 

 
教授 塩川 和夫（兼） 

 
教授 三好 由純（兼） 

 
准教授 三宅 芙沙 

 
准教授 大塚 雄一（兼） 

 
准教授 Claudia Martinez（兼） 

 
特任助教 早川 尚志 * 

 
学術主任専門職 森 康則（兼） 

 
技術補佐員 伊藤 康子 

 
技術員 太田 象三 

 
*高等研究院所属  

 
  

豊川分室 
   

 
室長・准教授 岩井 一正（兼） 

 
技術員 淺野 かよ子 

 
技術補佐員（研究支援推進員） 加藤 泰男 

 

 



 
3. 教職員 

  
 

18 Institute for Space–Earth Environmental Research 

 

招へい教員 
   
 客員教授 伊藤 好孝  
 客員教授 今田 晋亮 
 客員教授 梅田 隆行  
 客員教授 海老原祐輔  
 客員教授 小川 泰信 
 客員教授 笠原 禎也 
 客員教授 黒田 能克  
 客員教授 光田 千紘  
 客員教授 小林 隆久  
 客員教授 塩田 大幸 
 客員教授 篠原 育 
 客員教授 関 華奈子 
 客員教授 朴 昊澤 
 客員准教授 阿部 文雄 
 客員准教授 池盛 文数 
 客員准教授 市原 大輔  
 客員准教授 加藤 裕太  
 客員准教授 齊藤 慎司 
 客員准教授 津田 卓雄  
 客員准教授 水落 裕樹 
 客員准教授 宮田 喜久子 
 客員准教授 横田 勝一郞 
 客員准教授 若木 重行 
 名古屋大学名誉教授 松見 豊 
 招へい教員 大石 俊 
   

外国人共同研究員 
   

 
2024.3.14－4.16 Jih-Hong Shue 

 
2024.5.1－7.31 Dessalegn Ayehu Mekuriaw 

 
2024.5.7－8.4 Luiz Fillip Rodrigues Vital 

 
2024.6.1－7.2 Kishore Kumar Grandhi 

 
2024.6.21－7.24 Viswanathan Lakshmi 

Narayanan 

 
2024.7.11－9.9 HajiHossein Azizi 

 
2024.7.7－11.30 Prayitno Abadi 

 
2024.9.30－12.27 Ayushi Nema 

 
2024.9.30－12.27 Moheb Yacoub Saad 

 
2024.10.15－2025.1.10 Jaeyoung Kwak 

 
2024.10.18－11.18 Jyrki Kalervo Manninen 

 
2024.10.31－12.2 Jih-Hong Shue 

 
2024.10.31－12.2 Pai-Sheng Wang 

 
2024.10.31－12.2 Wun-Jyun Lin 

 
2024.11.14－2025.11.13 Lu Sheng 

 
2024.12.23－2025.3.22 Dipjyoti Patgiri 
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（研究事業課・研究所総務課勤務命） 

技術部（全学技術センター所属） 
   

 
主任技師 池田 晃子 

 
主任技師 川端 哲也 

 
主任技師 児島 康介 

 
主任技師 民田 晴也 

 
技師 岡本 渉 

 
技師 瀨川 朋紀 

 
技師 濱口 佳之 

 
技師 藤森 隆彰 

 
技師 丸山 益史 

 
技師 山﨑 高幸 

 
技師 山本 優佳 

 
副技師 足立 匠 

 
副技師 久島 萌人 
   

研究所事務部 
   

 
事務部長 伊藤 誠 

 
総務課  

 
総務課長 山盛 正雄 

 
人事係長 長谷川 由里 

 
専門職員 大澤 莉紗 

 
総務グループ係長 
（環境医学研究所） 
（未来材料・システム研究所） 

近藤 文子 

 
総務グループ係長 
（環境医学研究所） 
（未来材料・システム研究所） 

佐藤 孝政 

 
総務グループ係長 
（宇宙地球環境研究所） 

鎌田 恭子 

 
総務グループ係長 
（宇宙地球環境研究所） 

登内 紀晶 

 
予算企画係長 原田 直亮 

 
主任 塚崎 絢子 

 
主任 林 美穂子 

 
事務職員 石﨑 穂波 

 
事務職員 柴田 朋香 

 
事務職員 田邉 智紘 

 
事務職員 西 香歩里 

 
事務職員 元土肥 晃成 

 
特任主幹 古橋 悟志 

 
課長補佐 横井 利行 
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学内委員会 
本研究所の教員は、名古屋大学内で以下に挙げる学内委員会の委員として、それぞれの委員会の扱う重要事項の

審議／討論に参加している。2024 年度は、60 件に対して延べ 62 名の教員が参加した。 
 

委員会等の名称 

教育研究評議会 執行会議 将来構想分科会 

総務分科会 研究戦略・社会連携推進分科会 国際戦略分科会 

国際戦略分科会 国際化推進部会 計画・評価部会 男女共同参画部会 

全学教育企画委員会 全学人事プロセス委員会 女性 PI 選考委員会委員 

女性研究者増員策検討ワーキング
グループ 

ホームカミングデイ実行委員会 
防災推進本部会議 
災害対策専門委員会 

環境安全衛生推進本部会議 
全学技術センター 
運営委員会 

全学技術センター 
運営委員会人事委員会 

全学技術センター 
運営委員会運営専門委員会 

全学技術センター運営専門委員会 
計測・制御技術支援室委員会 

全学技術センター運営専門委員会 
設備・機器共用推進委員会 

ハラスメント防止対策委員会 ハラスメント部局受付窓口担当員 ハラスメント調停専門委員 

学術研究・産学官連携推進本部会議 原子力委員会 放射線安全委員会 

情報連携推進本部会議 
情報連携推進本部会議 
全国共同利用システム専門委員会 

情報セキュリティ組織責任者 

情報セキュリティ組織担当者 附属図書館図書館委員会 理学研究科教育委員会 

理学研究科物理学教室教育委員会 
工学研究科 
学部・大学院非常勤講師担当 

工学研究科 
大学院推薦入試広報委員会 

工学研究科 G30 担当 
工学研究科附属フライト総合工学
教育研究センター運営委員会 

環境学研究科 
情報室運営委員 

環境学研究科 
地球水循環科学講座主任 

環境学研究科 
地球水循環科学講座教務担当 

環境学研究科 
地球惑星科学教室研究委員会 

環境学研究科 
地球惑星科学教室教育委員会 

環境学研究科 
地球惑星科学教室図書委員会 

環境学研究科 
地球惑星科学教室広報委員会 

環境学研究科 
地球惑星科学教室車両運営委員会 

フューチャー・アース研究センター 
運営委員会 

未来材料・システム研究所 
運営協議会 

シンクロトロン光研究センター 
運営委員会 

素粒子宇宙起源研究所 
運営委員会 

素粒子宇宙起源研究所基礎理論部門
理論計算物理室管理委員会 

素粒子宇宙起源研究所現象解析部門
実験観測機器開発室管理委員会 

素粒子宇宙起源研究所現象解析部門
タウレプトンデータ解析室管理委員会 

低温プラズマ科学研究センター 
運営協議会 

低温プラズマ科学研究センター 
外部評価委員会 

低温プラズマ科学研究センター 
運営委員会 

総合保健体育科学センター 
運営委員会 

教養教育院統括部「データ科学科目
部会」委員 

数理・データ科学教育研究センター
教育専門委員会 

名古屋大学情報連携推進本部研究
情報環境将来構想ワーキンググル
ープ 
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学外委員会（国内） 
本研究所の教員が委員等の委託を受けている学外委員会（国内）は、以下の表のとおりである。2024 年度は、123

件に対して延べ 156 名の教員が参加した。 
 

機関・組織名 委員会・役職等の名称 

EPS 誌運営委員会  会計監査委員 

IAGA 第 5 分科会 V-OBS 作業部会  KAKIOKA2026 組織委員（LOC） 

JAL 財団  航空機による地球環境観測推進委員会委員 

愛知県  愛知県環境審議会委員 

愛知県立小坂井高等学校  学校評議員 

宇宙航空研究開発機構  宇宙科学評議会評議員 
 宇宙科学運営協議会運営協議員 
 評価委員（JAXA 第４回地球観測研究公募委員会） 
 外部審査委員（JAXA 第 4 回地球観測研究公募提案査読） 
 外部審査委員（温室効果ガス・水循環観測技術衛星(GOSAT-GW)における 

AM3R3 に係る開発完了結果の妥当性についての審査） 
 査読者（JAXA 第 4 回地球観測研究公募 提案 査読） 
 科学衛星運用・データ利用ユニット 科学データ利用委員会委員 

宇宙航空研究開発機構 
宇宙科学研究所 

 スペースチェンバー専門委員会委員長 

宇宙航空研究開発機構 
第一宇宙技術部門 

 EarthCARE/CPR プロジェクトチーム定常運用移行審査会の外部審査委員 
 衛星利用運用センター CONSEO マイクロ波放射観測ワーキンググループ

主査 

宇宙航空研究開発機構 
第一宇宙技術部門 
地球観測研究センター 

 地球観測に関する科学アドバイザリ委員会分科会メンバー 
 地球観測研究公募評価委員 

応用物理学会放射線分科会  放射線分科会幹事 

大阪大学核物理研究センター  運営委員会委員 
 研究計画検討専門委員会委員 

科学技術振興機構  未来社会創造事業 研究開発運営会議委員 

河川情報センター  レーダ雨量計活用による河川情報高度化検討会委員 

株式会社三菱総合研究所 
社会インフラ事業本部 

 令和 6 年度 気候変動による災害激甚化に関する影響評価検討委員会の委員 

気象庁  異常気象分析検討会委員 
 異常気象分析作業部会委員 
 線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ委員 
 気象研究所評議委員会委員 
 数値予報モデル開発懇談会委員 
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機関・組織名 委員会・役職等の名称 

京都大学  生存圏研究所 
 運営委員会委員 
 MU レーダー／赤道大気レーダー共同利用・共同研究拠点専門委員会

委員 
 生存圏未来開拓研究センター運営会議委員 
 共同利用・共同研究拠点委員会プロジェクト型共同研究専門委員会

委員 
 防災研究所協議会委員 

高エネルギー加速器研究機構  B ファクトリー実験専門評価委員会委員 
 量子場計測システム国際拠点評価委員会委員 

国立環境研究所  温室効果ガス・水循環観測技術衛星温室効果ガス観測ミッション有識者会
議委員 

 温室効果ガス・水循環観測技術衛星温室効果ガス観測ミッション有識者会
議ワーキンググループ（WG３：吸排出量推定・排出インベントリワーキン
ググループ）委員 

静岡県 富士山世界文化遺産協議会  富士山世界文化遺産学術委員会委員 

自然科学研究機構 核融合科学研究所  運営会議ユニット等評価委員会委員 

自然科学研究機構 国立天文台  プロジェクト評価委員会委員 
 科学戦略委員会委員 
 サイエンスロードマップ策定委員会委員 

情報・システム研究機構 
国立極地研究所 

 運営会議委員 
 運営会議共同利用審議委員会委員 
 南極観測審議委員会委員 
 南極昭和基地大型大気レーダー共同利用審査員 
 南極昭和基地大型大気レーダー共同利用委員 
 南極観測アドバイザー 
 二次イオン質量分析研究委員会委員 
 編集委員会委員 
 EISCAT レーダー運営委員会委員 
 EISCAT レーダー運営委員会特別実験審査部会委員 

情報通信研究機構  研究活動等に関する外部評価委員会委員（電磁波先進技術分野委員） 
 電磁波研究所 ひまわりの高機能化研究技術開発運営委員会委員 

水文・水資源学会  理事 

青少年科学技術振興会  審査員（FIRST LEGO League（FLL）2024-2025 名古屋予選大会） 

総務省  委託研究開発評価検討委員 

地球電磁気・地球惑星圏学会  会長 
 運営委員 
 フロンティア賞候補者推薦委員会委員 
 SGEPSS 論文賞選考委員会委員 

千葉大学 
環境リモートセンシング研究センター 

 拠点運営委員会委員 
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機関・組織名 委員会・役職等の名称 

東京大学  宇宙線研究所運営委員会委員 
 宇宙線研究所協議会委員 
 宇宙線研究所共同利用研究運営委員会委員 
 次世代ニュートリノ科学連携研究機構運営委員会委員 

名古屋市  区政協力委員 
 区政協力委員兼災害対策委委員 
 天白区天白保健福祉センター天白区地域環境審議会委員 

日本温泉科学会 
 理事・代議員・編集委員・温泉分析法研究会代表 
 第 79 回大会委員長 

日本温泉気候物理医学会  学術委員・将来構想委員・評議員 

日本海洋学会  評議員 

日本学術会議  地球惑星科学委員会 
 地球・惑星圏分科会 地球観測衛星将来構想小委員会委員 
 地球・人間圏分科会 社会水文学小委員会委員 
 地球惑星科学国際連携分科会 COSPAR 小委員会委員 
 地球惑星科学国際連携分科会 SCOSTEP-STPP 小委員会委員長／ 

副委員長／幹事／委員 
 地球惑星科学国際連携分科会副委員長 
 地球惑星科学国際連携分科会 IASC 小委員会委員 
 IUGG 分科会 IAHS 小委員会委員 
 IUGS 分科会 ICS 小委員会 

 環境学委員会・地球惑星科学委員会合同 FE･WCRP 合同分科会 
 iLEAPS 小委員会委員 
 GEWEX 小委員会委員 
 IGAC 小委員会副委員長 
 SOLAS 小委員会委員 
 CliC 小委員会委員 

 情報学委員会 国際サイエンスデータ分科会 WDS 小委員会委員 
 総合工学委員会 原子力安全に関する分科会 原発事故の環境影響に関する

検討小委員会委員 
 電気電子工学委員会 URSI 分科会 

 電離圏電波伝搬小委員会委員長 
 プラズマ波動小委員会委員 

 連携会員 
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機関・組織名 委員会・役職等の名称 

日本気象学会  第 42 期理事 
 学術委員会委員 
 気象集誌編集委員会副委員長 
 気象集誌編集委員会委員 
 気象研究ノート編集委員会委員 
 SOLA 編集員会委員 
 中部支部理事 
 中部支部幹事 
 松野賞候補者推薦委員会委員 
 学術委員会データ利用部会部会委員 
 学術委員会航空機観測に関する検討部会部会員 
 学術委員会委員地球観測衛星部会部会長 
 気象研究コンソーシアム委員会委員 
 気象災害委員会委員 

日本気象協会  部外表彰等推薦委員会委員 

日本大気化学会  幹事 
 運営委員 

日本鉱物科学会  2024 年年会現地運営委員 
 JMPS 編集委員会委員 

日本地球化学会  理事 
 欧文誌 Geochemical Journal 副編集長 

日本地球惑星科学連合  大会運営委員会委員 
 宇宙惑星科学セクションバイスプレジデント 

日本水文科学会  学会賞選考委員会委員 

日本天文学会  代議員 

農林水産・食品産業技術振興協会  農林水産省「中小企業イノベーション創出推進事業」プロジェクトリーダー 

北海道大学低温科学研究所  共同利用・共同研究拠点運営委員会委員 

北極環境研究コンソーシアム  第 7 期運営委員 

文部科学省  国際統括官日本ユネスコ国内委員会科学小委員会調査委員 
 科学技術・学術政策研究所 科学技術予測・政策基盤調査研究センター   

専門調査員 
 研究開発局南極地域観測統合推進本部委員 
 研究振興局国立大学法人評価委員会臨時委員 
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学外委員会（国際） 
本研究所の教員が委員等の委託を受けている学外委員会（国際）は、以下の表のとおりである。2024 年度は延べ

34 名の教員が参加した。 
 

担 当 職 位 機関・組織名 役職・委員会等の名称 

北川 浩之 教授 Geosciences Editor 

塩川 和夫 教授 Scientific Committee on Solar-Terrestrial 
Physics (SCOSTEP)  President  

髙橋  暢宏 教授 National Aeronautics and Space 
Administration (NASA) 

Member, Global Precipitation Measurement (GPM) 
Joint Precipitation Science Team (JPST)  

髙橋  暢宏 教授 National Aeronautics and Space 
Administration (NASA) 

Member, Aerosol and Cloud, Convection and 
Precipitation (ACCP) Science and Application 
Transition Team (SATT)  

髙橋  暢宏 教授 National Aeronautics and Space 
Administration (NASA) 

Member, Aerosol and Cloud, Convection and 
Precipitation (ACCP) Algorithm Working Group 
(AWG)  

髙橋  暢宏 教授 European Space Agency (ESA) 
Member, Joint Mission Advisory Group for 
EarthCARE 

田島 宏康 教授 Institute of Particle and Nuclear Studies, 
KEK Member, B-factory Programme Advisory Committee  

田島 宏康 教授 Progress of Theoretical and Experimental 
Physics Executive Editor 

田島 宏康 教授 The Scientific World Journal Member, Editorial Board  

檜山 哲哉 教授 International Arctic Science Committee 
(IASC) Member, Terrestrial Working Group (TWG) 

水野   亮 教授 
Network for the Detection of Atmospheric 
Composition Change 

Member, Steering Committee (Japanese Co-
Representative) 

三好 由純 教授 EISCAT Scientific Association Council Member, Strategy Group on the Future of 
EISCAT  

三好 由純 教授 Committee on Space Research (COSPAR) Chair, Panel on Radiation Belt Environment 
Modeling 

三好 由純 教授 Committee on Space Research (COSPAR) Member, Task Group on Establishing a Constellation of 
Small Satellites (TGCSS) Sub-Group for Radiation Belt 

三好 由純 教授 Scientific Committee on Solar-Terrestrial 
Physics (SCOSTEP) Council Member 

三好 由純 教授 National Science Foundation/ Geospace 
Environment Modeling (NSF/GEM) Member, Steering Committee 

三好 由純 教授 Annales Geophysicae Editor 

三好 由純 教授 Earth and Planetary Physics Editor 

三好 由純 教授 Scientific Reports Member, Editorial Board 

三好 由純 教授 Frontiers in Astronomy and Space Sciences Associate Editor 

持田 陸宏 教授 International Commission on Atmospheric 
Chemistry and Global Pollution (iCACGP) Member 



 
4. 学内委員会・学外委員会 

 
  
 

26 Institute for Space–Earth Environmental Research  
 
 

担 当 職 位 機関・組織名 役職・委員会等の名称 

持田 陸宏 教授 Atmospheric Environment Member, Editorial Advisory Board  

大塚 雄一 准教授 Committee on Space Research (COSPAR) Chair, Sub-Commission C1: The Earth’s Upper 
Atmosphere and Ionosphere 

大塚 雄一 准教授 AGU: Geophysical Research Letters Editor 

大塚 雄一 准教授 Journal of Astronomy and Space Sciences Editor 

西谷  望 准教授 Super Dual Auroral Radar Network 
(SuperDARN) Vice Chair, Executive Council 

野澤 悟德 准教授 EISCAT Scientific Association Council Member 

増永 浩彦 准教授 
World Climate Research Programme 
(WCRP) Global Energy and Water cycle 
Exchanges (GEWEX) 

Co-Chair / Member, GEWEX Data and Analysis 
Panel (GDAP)  

増永 浩彦 准教授 National Aeronautics and Space 
Administration (NASA) 

Member, Atmosphere Observing System (AOS), 
Science and Applications Team (SAT), Algorithm 
Working Group (AWG) 

増永 浩彦 准教授 National Aeronautics and Space 
Administration (NASA) and JAXA 

Member, Joint Precipitation Measurement Mission 
Science Team  

増永 浩彦 准教授 Sorbonne Université Member, Ph.D. Monitoring Committee 

藤波  初木 講師 
Climate and Ocean: Variability, Predictability 
and Change (CLIVAR)/ Global Energy and 
Water cycle Exchanges (GEWEX) 

Member, Monsoons Panel Asian-Australian 
Monsoon Working Group  

藤波  初木 講師 
World Meteorological Organization (WMO)/ 
World Weather Research Programme 
(WWRP) 

Member, Working Group on Tropical Meteorology 
Research (WG-TMR) 

早川 尚志 特任助教 International Association of Geomagnetism 
and Aeronomy (IAGA) Co-Chair, Interdivisional Commission on History 
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本研究所は 2021 年 10 月 29 日付で、文部科学省より共同利用・共同研究拠点「宇宙地球環境研究拠点」とし
て認定されました。この拠点の活動期間は、2022 年度から 2027 年度までの 6 年間（第 4 期中期目標期間）です。
この間、我々は宇宙科学と地球科学の融合を通して地球・太陽・宇宙を一つのシステムとして捉え、そこに生起
する多様な現象のメカニズムと相互関係を解明することで、人類が直面する地球環境問題の解決と宇宙にひろが
る人類社会の発展に貢献するための宇宙地球環境研究を多様な分野をつなぐ国際的なハブとして推進します。こ
のため、地上・海洋・航空機・衛星観測、室内実験、データ解析、数値シミュレーションなどを利用した共同利
用・共同研究を、国内および国外の大学やその他の研究機関に所属する研究者、関連する研究コミュニティー、
また将来の研究を担う大学院生をも対象として多様な形で支援しています。そしてこうした幅広い共同利用・共
同研究を通して、地球温暖化、台風・集中豪雨などの極端気象災害、人工衛星・通信・測位・電力・航空システ
ムに対する宇宙天気災害などに関する課題の解決に貢献します。 

ISEE 共同利用・共同研究は 2021 年度まで公募カテゴリーとして 00）ISEE Symposium、01）国際共同研究、02）
ISEE International Joint Research Program、03）国際ワークショップ、04）一般共同研究、05）奨励共同研究、06）研
究集会、07）計算機利用共同研究、08）データベース作成共同研究、09）加速器質量分析装置等利用（共同利用）、
10） 加速器質量分析装置等利用（委託分析）、11）SCOSTEP Visiting Scholar (SVS) Program を進めてきました。2022
年度には新たに 12）航空機観測共同利用（ドロップゾンデ）、13）若手国際フィールド観測実験、14）国際技術交
流、15）国際スクール開催支援、16）若手国際派遣支援（海外発表・海外滞在）を追加し、現在は全 17 公募カテゴ
リーで推進しています。第 4 期中期目標期間においては、特に、若手研究者の育成、国際共同研究の推進、宇宙科
学と地球科学の異分野融合の強化に重点を置いて、多様な分野をつなぐ国際共同研究拠点の構築を目指しています。
これらのうち、01）、02）、03）、11）、13）から 16）については国際連携研究センターが全面的に協力・推進し、07）
と 08）については統合データサイエンスセンターがサポートしています。また、09）と 10）については、年代測定
研究部が、12）については飛翔体観測推進センターが所外研究者との共同研究を進めています。融合研究に関して
は、2021 年に所内公募で４つの融合研究プロジェクトを新たに設定し、研究所主導の融合研究を開始したことに加
え、2022 年度からは共同利用・共同研究の申請者側からのボトムアップ的な提案型の融合研究および萌芽研究の申
請も受け付けることとしました。 

2024 年度、ISEE Symposium は 2 回開催されました。一回目は第 7 回 ISEE Symposium「太陽地球環境の歴史記録の
データレスキューと科学的応用」で、本研究所/高等研究院の早川尚志特任助教を中心に Space Climate Symposium 9 と
共主催し、2024 年 10 月 1 日から 4 日にかけて本学の坂田平田ホールにて開催しました。25 ヶ国から 161 名の参加登
録があり、太陽活動とその地球への影響について、特に激甚現象、長期変動、データの観点を中心に議論が行われま
した。また、太陽地球環境変動をより多角的に捉えることで、隣接分野間での将来的な共同研究の萌芽となり得るよ
うな議論もなされました。二回目の第 8 回 ISEE Symposium「Frontier of Space-Earth Environmental Research as Predictive 
Science（予測の科学としての宇宙地球環境研究のフロンティア）」は、広島大学の三好隆博助教を中心に 2025 年 3 月
5 日から 7 日にかけ名古屋大学野依記念学術交流館において完全対面形式にて開催されました。民間を含む国内 21、
国外 19 の機関から 97 名が参加し、宇宙地球環境予測を多角的な視点から議論し、新たな研究の方向性を探るため、
高度な予測手法と今後必要な研究開発などについて幅広い議論がなされました。また、同シンポジウムにおいて第 6
回 ISEE Award の授与式も行われました。「太陽フレアの予測と理解に関する宇宙地球環境研究への多大な貢献」に対
し、K. D. Leka 博士と Sung-Hong Park 博士に贈呈され、授与式後に両博士による記念講演 “Grounding and Rebounding: 
Establishing some Hard Truths [about Solar Flare Forecasting] so that Progress can be (is being) Made!” 「グラウンディングと
リバウンディング： [太陽フレア予測に関する]真の真実を確立することこそ進歩をもたらす（これからも）！)」が行
われました。 

また、毎年１回開催されている共同利用・共同研究コミュニティーミーティングを、2024 年度は 11 月 8 日に
オンラインで開催しました。所内外から 72 名の参加をいただき、例年行っている宇宙地球環境分野での相互理
解に向けた研究成果の発表に加え、2022 年度から開始し若手育成と国際共同研究推進を掲げた 13)から 16)のカ
テゴリーから 3 件の研究をピックアップして成果を発表する場を設け、同カテゴリーに対する要望や意見を伺い
ました。また、2022 年に設置された融合研究戦略室の活動や新たに文科省の「学際領域展開ハブ形成プログラム」
に採択が決まった「宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際ネットワーク形成（TRAN SEHA）」の事業
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計画について紹介し、意見交換を行いました。そして 2025 年度から国際共同研究・共同利用拠点として新たに
認定されたことを受け、具体的な施策について所長から説明がなされました。 

公募および申請方法に関しては、2024 年度から申請書をワード形式に変更し、申請書情報を自動的に読み込むプ
ログラムを開発したことで、申請書を確認・整理する際の事務作業の効率を格段に高めることができました。また、
2025 年度の申請においては、JROIS2-ISEE 申請書/報告書 Web 提出システム内で所内担当研究者をリストから選択
できるようにし、操作の簡素化と入力ミスの低減を図ることができました。 
 
 
採択件数一覧 

公募カテゴリー 採択件数 
提案型融合/萌芽研究

（内数） 

融合研究 萌芽研究 

00) ISEE Symposium（2024・2025 年度） 2 （注） 2 0 

01) 国際共同研究 20 10 2 

02) ISEE International Joint Research Program  23 － － 

03) 国際ワークショップ 3 － － 

04) 一般共同研究 54 10 2 

05) 奨励共同研究 4 0 0 

06) 研究集会  49 32 3 

07) 計算機利用共同研究 6 － － 

08) データベース作成共同研究 4 － － 

09) 加速器質量分析装置等利用（共同利用） 13 2 2 

10) 加速器質量分析装置等利用（委託分析）  8 － ― 

11) SCOSTEP Visiting Scholar (SVS) Program 8 ― ― 

12) 航空機観測共同利用（ドロップゾンデ） 3 ― ― 

13) 若手国際フィールド観測実験 4 － － 

14) 国際技術交流  4 － － 

15) 国際スクール開催支援 2 － － 

16) 若手国際派遣支援 （海外発表・海外滞在） 7（前期：3、後期：4） － ― 

合計 214 56 9 

（注）： 2023 年度採択 2024 年度開催課題を含む 
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採択課題一覧 
 00) ISEE Symposium（2024・2025 年度）                    計：2（注） 

*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究 

シンポジウム名 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

太陽地球環境の歴史記録のデータレスキューと科学的応用
（2023 年度採択、2024 年度開催）◆  早川尚志（名古屋大学・特任助教） 三宅 芙沙 

三好 由純 

予測の科学としての宇宙地球環境研究のフロンティア 
（2024 年度採択、2024 年度開催）◆ 三好 隆博（広島大学・助教） 三好 由純 

（注）：2024年度開催分の合計 

 01) 国際共同研究                                                 計：20  
  *所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

BepiColombo フライバイ運用を利用したイオン質量分析器のデー
タ評価 ◆ 

横田 勝一郎（大阪大学・准教授） 平原 聖文 

第 25 太陽活動立ち上がり期における極域から低緯度までの大気
中宇宙線生成核種の濃度変動の観測研究 ◆ 

門叶 冬樹 （山形大学・教授） 三宅 芙沙 

赤道周回 MeV ガンマ線観測衛星 COSI による雷ガンマ線観測の
デザイン 

中澤 知洋（名古屋大学・准教授） 田島 宏康 

改良された汎世界的宇宙線観測ネットワークによる宇宙天気の
観測 II ◆ 

加藤 千尋（信州大学・教授） 岩井 一正 

電離圏における電磁流体波動捕捉現象の解明：南北両半球の広い
緯度範囲における地上と人工衛星の微小磁場変動観測 

能勢 正仁（名古屋市立大学・教授） 塩川 和夫 

短波長赤外分光器・イメージャと EISCAT Svalbard radar を組み合
わせた昼側オーロラの精密計測 

西山 尚典（国立極地研究所・助教） 野澤 悟德 

東南アジアにおける雷放電とグローバルサーキットとの関連性
の解明 ◆ 

大矢 浩代（千葉大学・助教） 塩川 和夫 

国際共同観測ネットワークによる有機エアロゾルの分解および
生成過程の解明 

島田 幸治郎（琉球大学・助教） 持田 陸宏 

地上ライダーネットワークと衛星観測を融合した南米スモーク
の観測研究 

西澤 智明（国立環境研究所・室長） 水野 亮 

インドネシア広域地磁気観測網の展開：赤道・低緯度領域の超高
層・内部電磁気学現象の解明 

阿部 修司（九州大学・学術研究員） 大塚 雄一 

プラズマ波動による高エネルギー電子降込みと下部電離圏への
影響評価の実証的研究 

土屋 史紀（東北大学・教授） 三好 由純 

LAMP-2 ロケット搭載カメラ AIC の観測最適化のためのシーボト
ムにおける地上オーロラ観測 ◆ ◇ 

坂野井 健（東北大学・准教授） 三好 由純 

ディープラーニングによる新しい磁気圏擾乱プロセスモデルの
構築 ◆ 

尾花 由紀（九州大学・学術研究員） 塩川 和夫 

国際的短波ドップラー観測網を用いた電離圏擾乱現象の観測的
研究 ◆ 

細川 敬祐（電気通信大学・教授） 西谷 望 
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  *所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

ALMA と実験室分光による太陽系内天体大気の物理化学プロセ
スの解明 ◆ 

平原 靖大（名古屋大学・准教授） 水野 亮 

シアー構造を伴う高速熱圏風の生成機構の研究 ◆ ◇ 藤原 均（成蹊大学・教授） 野澤 悟德 

自動気象観測装置（AWS）の観測方法及びデータ品質の改良の
研究 

平沢 尚彦（国立極地研究所・助教） 栗田 直幸 

Lu-Hf 法を用いた三波川変成帯石英エクロジャイトの変成ピーク年
代の推定 

纐纈 佑衣（名古屋大学・講師） 加藤 丈典 

多様な水文気候学的地域特性が駆動するアジアモンスーン変動の
予測可能性の研究 

寺尾 徹（香川大学・教授） 藤波 初木 

日米共同・太陽フレア X 線・集光撮像分光観測ロケット実験 
FOXSI-4  ◆  

成影 典之（国立天文台・助教） 田島 宏康 

 02) ISEE International Joint Research Program               計：23  
  *所属職名・機関は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（職名*, 所属機関*） 所内担当教員 

Dating and chemical analysis of garnet in S-type granites for discriminating 
magma sources in western Iran 

HajiHossein Azizi (Professor, University of 
Kurdistan, Iran) Masayo Minami 

Reconstruction of intense ENSO variability from dendrochronological 
records from Peru 

Andrzej Rakowski (Professor, Silesian 
University of Technology, Poland) Masayo Minami 

Magnetoseismic investigation of heavy ions in the inner magnetosphere 
Kazue Takahashi (Principal Professional 
Staff, The Johns Hopkins University 
Applied Physics Laboratory, USA) 

Yoshizumi Miyoshi 

Dynamics & Heating of the Solar Corona at the Sites of Small Scale 
Features (Campfires and Bright Points) Observed from Solar Orbiter/EUI 
and SDO/HMI 

Rangaiah Kariyappa (Former Professor, 
Indian Institute of Astrophysics, India) Satoshi Masuda 

Evaluation of different techniques for deriving 3D wind fields from the 
PAWR observations and deriving precipitation from satellite observations 

Chih-Chien Tsai (Associate Researcher 
National Science and Technology Center for 
Disaster Reduction (NCDR), Taiwan)  

Nobuhiro Takahashi 

Identification of Avian Dietary Change and Its Implications Using Isotopic 
Technology 

Xueqiang Lu (Professor, Nankai University, 
China) Hiroyuki Kitagawa 

Comparative studies on Earth’s and Mercury’s dynamic magnetospheres Jih-Hong Shue (Professor, National Central 
University, Taiwan) Masafumi Hirahara 

Effects of Ionospheric Scintillation on the Precision of GNSS Precise Point 
Positioning (PPP) Technique at Lowlatitude region 

Prayitno Abadi (Researcher, Indonesian 
National Research and Innovation Agency 
(BRIN), Indonesia) 

Yuichi Otsuka 

Vortical plasma and magnetic structures in the solar atmosphere and 
beyond 

Gary Verth (Senior Lecturer, The University 
of Sheffield (TUoS), UK) Hideyuki Hotta 

Estimation of quasi 2-day wave Momentum flux in the high latitude middle 
atmosphere 

Grandhi Kishore Kumar (Assistant 
Professor, University of Hyderabad, India)  Satonori Nozawa 

Nightside auroral outflows as source of the warm plasma cloak Jing Liao (Adjunct Research Scientist, 
University of New Hampshire, USA)  Yoshizumi Miyoshi 



 
5. 共同利用・共同研究拠点 
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  *所属職名・機関は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（職名*, 所属機関*） 所内担当教員 

Solar and terrestrial effects in the 70-year long tritium and beryllium-10 
record from the Dome Fuji in East Antarctica 

Stepan Poluianov (Senior Researcher, 
University of Oulu, Finland) Naoyuki Kurita 

Relationship between Gamma-Ray Flares and White Light Flares Seiji Yashiro (Researcher, The Catholic 
University of America, USA) Satoshi Masuda 

Feasibility study of in situ and remote observations of the heliosphere and the 
Sun at the L4 point 

Yukinaga Miyashita (Principal Researcher, 
Korea Astronomy and Space Science 
Institute, Korea) 

Yoshizumi Miyoshi 

Investigation of electromagnetic waves in the Earth’s magnetosphere using 
spacecraft and ground-based measurements 

Ondrej Santolik (Head of the Department, 
Institute of Atmospheric Physics of the 
Czech Academy of Sciences (IAP), Czech 
Republic)  

Yoshizumi Miyoshi 

On the impact of geomagnetic disturbances in the gravity wave and tidal 
dynamics of the mesosphere in the auroral region 

Viswanathan Lakshmi Narayanan (Assistant 
Professor, Krea University, India) Satonori Nozawa 

Conjugate observations of magnetospheric whistler-mode waves by KAN, 
PWING, and ERG/ARASE 

Jyrki Manninen (Deputy Director, 
University of Oulu, Finland) Claudia Martinez-Calderon  

Comparing Remote Observations, InSitu Measurements and Simulations 
of the Variation of the Properties of Coronal Mass Ejections Over 1–10° in 
Longitude 

Noé Lugaz (Research Professor, University 
of New Hampshire, USA) Kanya Kusano 

Reconstruction of physical properties of historical solar energetic particle 
events 

Sergey Koldobskiy (Postdoctoral Researcher, 
University of Oulu, Finland） Fusa Miyake 

EISCAT – Arase study of energetic electron precipitation Neethal Thomas (Postdoctoral Researcher,  
University of Oulu, Finland) Yoshizumi Miyoshi 

Investigating Helicity Transformation in Coronal Mass Ejections using 
Numerical Simulations 

Nada Al-Haddad (Research Assoc. Professor, 
University of New Hampshire, USA) Kanya Kusano 

Linking Coronal Mass Ejections Observed Near the Sun and at 1 AU 
Nariaki Nitta (Senior Staff Physicist, 
Lockheed Martin Solar and Astrophysics 
Laboratory, USA) 

Kazumasa Iwai 

Analysis of radial propagation of the solar wind in the inner heliosphere 
with multi space missions and SUSANOO propagation model 

Sae Aizawa (CNRS Researcher, Laboratory 
of Plasma Physics, National Centre for 
Scientific Research (CNRS), France) 

Yoshizumi Miyoshi 

 03) 国際ワークショップ                                            計：3  
*所属職名・機関は申請時のとおり 

ワークショップ名 研究代表者（所属職名*・機関*） 所内担当教員 

Next Scientific Program (NSP) Committee meeting of the Scientific 
Committee on Solar-Terrestrial Physics (SCOSTEP)  

Monica Laurenza (Research Scientist, 
Istituto Nazionale di Astrofisica (INAF), 
Italy) 

Kazuo Shiokawa  

Multi-satellite Observations and Modeling of the Earth’s Radiation Belts 
(MOMERB 1) 

Jean Francois Ripoll (Director of 
Research, Commissariat à l’Energie 
Atomique (CEA), France)  

Yoshizumi Miyoshi 

Chemical Aeronomy in the Mesosphere and Ozone in the Stratosphere 
(CHAMOS) 2024 Workshop 

Pekka T. Verronen (Professor, Finnish 
Meteorological Institute / Oulu University, 
Finland)  

Tac Nakajima 



 
5. 共同利用・共同研究拠点 
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 04) 一般共同研究                                                 計：54  
*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

石英の内部構造と微量含有元素が示すアダカイト質マグマの貫入・
定置プロセス 湯口 貴史（熊本大学・教授）  加藤 丈典 

太陽中性子を用いた太陽高エネルギー粒子加速機構の研究 松原 豊（中部大学・客員准教授） 毛受 弘彰 

古代 DNA による近代以前の日本の生物多様性の解明 ◆ 岸田 拓士（日本大学・教授） 北川 浩之 

ポストエクサ時代に向けた革新的プラズマシミュレーション技術
の開発 梅田 隆行（名古屋大学・准教授） 三好 由純 

327 MHz 電波望遠鏡の観測データを用いた太陽風速度予測モデル
の改良 德丸 宗利（名古屋大学・名誉教授） 藤木 謙一 

福島県浜通り地域における降水の水素酸素安定同位体比 赤田 尚史（弘前大学・教授）  栗田 直幸 

電離圏イオン流出機構の解明を目指した超熱的イオン質量分析器
の開発 浅村 和史（宇宙航空研究開発機構・准教授） 三好 由純 

宇宙線ミューオン強度と高層大気変動の相関研究 ◆ ◇ 村木 綏（名古屋大学・名誉教授） 毛受 弘彰 

衛星シミュレータを利用した global storm-resolving model の比較
実験 佐藤 正樹（東京大学・教授） 増永 浩彦 

IPS スペクトル解析－異なる観測所データの比較 小島 正宜（名古屋大学・名誉教授） 藤木 謙一 

あらせ搭載 MEP-i 質量分析データからの窒素イオン抽出手法の
開発 横田 勝一郎（大阪大学・准教授） 平原 聖文 

Arase 衛星 DC・低周波電場波動による衛星帯電・内部磁気圏の研
究促進：その 3 笠羽 康正（東北大学・教授） 三好 由純 

外部駆動系におけるプラズマ不安定性の非線形発展 天野 孝伸（東京大学・准教授） 三好 由純 

宇宙線観測データの解析による宇宙天気研究 宗像 一起（信州大学・特任教授） 岩井 一正 

高感度・高速オーロラ撮像データ解析によるフリッカリングオーロ
ラの特性の統計解析 栗田 怜（京都大学・准教授） 三好 由純 

フーリエ変換型分光計を用いた地上分光観測によるメタン同位体
導出手法の開発 村田 功（東北大学・准教授） 長濵 智生 

豊川・野辺山強度偏波計の観測データベースによる恒星磁気活動の
研究 下条 圭美（国立天文台・准教授） 増田 智 

外洋域における海上波しぶき光学粒子計を用いた渦相関法による
海塩粒子放出量の直接評価 ◆ 近藤 文義（海上保安大学校・准教授） 相木 秀則 

高校生とともに行う都市大気中 CO2 濃度の継続測定方法の開発 河野 光彦（関西学院大学・研究員） 長濵 智生 

大起伏山地における大規模斜面崩壊の発達過程解明に向けた高精
度年代測定 苅谷 愛彦（専修大学・教授） 北川 浩之 

稠密観測に基づく冬季石狩平野の筋状対流雲下の大気場変動の把
握とその人体への影響についての研究 ◇ 馬場 賢治（酪農学園大学・教授） 篠田 太郎 

ひまわり 8 号/9 号雲プロダクトの高度化 伊達 謙二（気象衛星センター・課長） 増永 浩彦 
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*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

稠密地磁気観測ネットワークによる宇宙プラズマ環境マップの
作成 能勢 正仁（名古屋市立大学・教授） 平原 聖文 

フーリエ変換赤外分光器を用いた地上分光観測による HFC-134a の
解析 中島 英彰（国立環境研究所・主席研究員） 長濵 智生 

Ｘ線天文衛星で探る 2022 年トンガ海底火山の大噴火による超高層
大気密度の変動 ◆ 勝田 哲（埼玉大学・准教授） 三好 由純 

東南極地域における宇宙線中性子観測とその解釈 ◆ 保田 浩志（広島大学・教授） 栗田 直幸 

グローバル・素過程モデル連成計算と科学衛星観測による地球内
部磁気圏での波動粒子相互作用の研究 ◆ 加藤 雄人（東北大学・教授） 三好 由純 

衛星軌道データ(TLE)の解析による CME を含む宇宙天気現象の
解明 野澤 恵（茨城大学・教授） 岩井 一正 

次世代マルチビームシステム Phased Array Feed の基礎開発 宮本 祐介（福井工業大学・教授） 岩井 一正 

海藻資料を用いた北海道周辺海域 14C 量の分布と変遷の把握 谷水 雅治（関西学院大学・教授） 南 雅代 

台風付近を飛行する飛行機の位置情報を用いた気象情報の抽出 ◆ 森澤 征一郎（沖縄工業高等専門学校・准教授） 髙橋 暢宏 

太陽周期活動予測に関する研究 今田 晋亮（東京大学・教授） 草野 完也 

SI 時の中緯度 SuperDARN ground/sea backscatters と FLR の関係 河野 英昭（九州大学・准教授） 西谷 望 

UAV 空撮画像による森林伐採後の植栽・生育状況 AI 診断技術の
開発 山本 一清（名古屋大学・教授） 檜山 哲哉 

積雪が卓越している山地上流域における水貯留および流出プロセ
ス解明：流出観測および安定同位体比分析 ◆ 五味 高志（名古屋大学・教授） 栗田 直幸 

流星による VLF 帯電波放射の観測的研究 渡邉 堯（茨城大学・名誉教授）  塩川 和夫 

宇宙線で探る内部太陽圏 IMF 磁場擾乱の空間構造 小島 浩司（中部大学・客員教授） 毛受 弘彰 

あらせ衛星と SuperDARN レーダーを用いた地磁気脈動の観測研究 寺本 万里子（九州工業大学・准教授）  西谷 望 

半導体光検出器 SiPM の 20 GeV 帯域ガンマ線観測への応用と紫外
分光性能の評価 山本 常夏（甲南大学・教授）  奥村 曉 

高分解電波スペクトルと太陽大気画像解析に基づく太陽高エネル
ギー粒子生成起源の究明 三澤 浩昭（東北大学・准教授） 増田 智 

低周波超長基線電波干渉計観測における電離圏の影響評価 土屋 史紀（東北大学・教授） 岩井 一正 

映像 IoT 技術とインフラサウンド観測によ る火山（桜島）モニタ
リング技術開発 

西村 竜一（情報通信研究機構・研究マネー
ジャー） 塩川 和夫 

長時間持続ガンマ線イベント（Sustained gamma-ray emission）の太
陽大気応答 ◆ 浅井 歩（京都大学・准教授） 増田 智 

南極における第四紀の海成化石と堆積物を用いた古環境復元  佐々木 聡史（群馬大学・講師） 北川 浩之 

「ひので」太陽極域磁場 ISEE データベースを用いた極域近傍の磁
場の研究 久保 雅仁（国立天文台・助教） 増田 智 
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*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

沖積層に含まれる砕屑物を用いた堆積年代の高精度解析 中西 利典（ふじのくに地球環境史ミュージ
アム・准教授） 北川 浩之 

あらせ衛星による 6 年間の観測で得られた低周波プラズマ波動の
網羅的解析 松田 昇也（金沢大学・准教授） 三好 由純 

太陽模型構築と日震学理論に基づく太陽ニュートリノを用いた太
陽 g-mode 振動探索 ◆ 中野 佑樹（東京大学・特任助教） 堀田 英之 

横須賀太陽電波強度偏波計で行う宇宙天気研究 渡邉 恭子（防衛大学校・准教授） 増田 智 

太陽圏における銀河宇宙線伝播の研究 中村 亨（高知大学・教授） 毛受 弘彰 

北極域の中層大気から熱圏大気への大気重力波エネルギー・運動
量輸送の定量評価 堤 雅基（国立極地研究所・教授） 野澤 悟德 

実証的グルーバルモデリングに基づく固有磁場強度と領域間結合
が内部磁気圏ダイナミクスに与える影響の研究 関 華奈子（東京大学・教授） 三好 由純 

無人航空機を用いた雲・エアロゾル・水 蒸気の時空間分布観測 林 政彦（福岡大学・教授） 篠田 太郎 

あらせ磁場長期データの精度評価と特性改善の検討 松岡 彩子（京都大学・教授） 三好 由純 

 05) 奨励共同研究                             計：4 
*所属機関・学年は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・学年*） 所内担当教員 

エネルギーフラックス解析の海洋大循環モデルへの適用 寺田 雄亮 （東京大学・博士後期課程 3 年） 相木 秀則 

太陽フレア放射による地球電離圏への影響評価と地球大気電離
モデルの構築 北島 慎之典（防衛大学校・博士後期課程 2 年） 増田 智 

太陽におけるライマン線放射の特徴とその地球電離圏への影響 大窪 遼介（防衛大学校・博士前期課程 2 年） 増田 智 

多層膜技術を用いた半導体検出器 SiPM の光検出性能向上の研究 溝手 雅也（甲南大学・博士後期課程 2 年） 奥村 曉 

 06) 研究集会                                計：49  
*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究集会名 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

将来の衛星地球観測に関する研究集会 ◆ 本多 嘉明（千葉大学・准教授） 髙橋 暢宏 

統合陸域生態系―大気プロセス研究計画（iLEAPS）―諸過程の統
合的理解にむけて― 佐藤 永（海洋研究開発機構・副主任研究員） 檜山 哲哉 

衛星による高精度降水推定技術の開発とその利用の研究企画のた
めの集会 ◆ 

久保田 拓志（宇宙航空研究開発機構・研究領
域主幹） 増永 浩彦 

科学データ研究会 ◆ 村山 泰啓（情報通信研究機構・研究統括、
ナレッジハブ長（兼）） 三好 由純 
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*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究集会名 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

実験室・宇宙プラズマにおける波動粒子相互作用の運動論効果 ◆ 永岡 賢一（核融合科学研究所・教授） 三好 由純 

第 36 回（2024 年度）名古屋大学宇宙地球環境研究所年代測定研究
部シンポジウム ◆ 南 雅代（名古屋大学・教授） 南 雅代 

第 26 回 惑星圏研究会 ◆  三澤 浩昭（東北大学・准教授） 三好 由純 

地上赤外分光観測による大気組成変動検出に関する研究集会 ◆ 村田 功（東北大学・准教授） 長濵 智生 

第 29 回大気化学討論会  ◆ 金谷 有剛（海洋研究開発機構・センター長） 持田 陸宏 

ＭＵレーダー40 周年記念国際シンポジウム ◆ 山本 衛 （京都大学 ・所長、教授） 大塚 雄一 

太陽地球環境と宇宙線モジュレーション ◆ 加藤 千尋（信州大学・教授） 岩井 一正 

山岳氷河の融解を加速する光吸収性不純物に関する研究集会 ◆ 坂井 亜規子（名古屋大学・准教授） 大畑 祥 

太陽研連シンポジウム 2024 ◆ 鳥海 森（宇宙航空研究開発機構・准教授） 堀田 英之 

EISCAT 研究集会 野澤 悟德（名古屋大学・准教授） 野澤 悟德 

次期極域探査衛星計画研究集会 浅村 和史（宇宙航空研究開発機構・准教授） 三好 由純 

脈動オーロラ研究集会 ◆ 細川 敬祐（電気通信大学・教授） 三好 由純 

実験室における統計加速を利用した新しい共同研究体制構築の
検討 ◆ 小林 進二（京都大学・准教授） 三好 由純 

CO2 除去に関わる海の生物炭素ポンプ研究の現状と将来展望 本多 牧生（海洋研究開発機構・上席研究員
（シニア）） 三野 義尚 

第 25 回ミリ/テラヘルツ波受信機技術に関するワークショップ ◆ ◇ 前澤 裕之（大阪公立大学・准教授） 中島 拓 

太陽地球環境データ解析に基づく超高層大気の空間・時間変動の
解明 ◆ 今城 峻（京都大学・助教） 三好 由純 

情報科学技術との融合による太陽圏物理学の新展開 ◆ ◇ 飯田 佑輔（新潟大学・准教授） 堀田 英之 

太陽地球惑星圏の研究領域における将来衛星計画検討会  齋藤 義文（宇宙航空研究開発機構・教授） 三好 由純 

極域・中緯度 SuperDARN 研究集会 ◆ 西谷 望（名古屋大学・准教授） 西谷 望 

インド洋/太平洋域における海洋循環/環境応用に関する研究集会 ◆ 尾形 友道（海洋研究開発機構・研究員）  相木 秀則 

超小型衛星を利用した超高層大気研究の将来ミッション検討  寺本万里子（九州工業大学・准教授）  三好 由純 

海洋波および大気海洋相互作用に関するワークショップ 田村 仁（海上・港湾・航空技術研究所・上
席研究官） 相木 秀則 

宇宙プラズマと高強度レーザー実験における非線形波動とプラズ
マの相互作用  ◇  諌山 翔伍（九州大学・助教） 三好 由純 

モンスーン研究集会 藤波 初木（名古屋大学・講師） 藤波 初木 

STE 研究連絡会現象報告会および現象解析ワークショップ（第二回：
磁気圏・電離圏プラズマ、超高層大気変動の相互作用） 阿部 修司（九州大学・学術研究員） 西谷 望 
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*所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究集会名 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

水素同位体の環境挙動と計測および同位体分離技術に関する研究
集会 ◆ 田中 将裕（核融合科学研究所・准教授） 栗田 直幸 

大気海洋相互作用に関する研究集会 ◆ 富田 裕之（北海道大学・准教授） 相木 秀則 

シンポジウム－太陽地球環境研究の現状と将来 ◆ 岩井 一正（名古屋大学・准教授） 塩川 和夫 

中間圏・熱圏・電離圏研究会 ◆ 新堀 淳樹（名古屋大学・特任助教） 大山 伸一郎 

太陽圏・宇宙線関連の共同研究成果報告会 ◆  岩井 一正（名古屋大学・准教授） 岩井 一正 

ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会 ◆ 尾花 由紀（九州大学・学術研究員） 三好 由純 

BepiColombo が拓く太陽圏システム科学の新展開  村上 豪（宇宙航空研究開発機構・助教）  三好 由純 

STE シミュレーション研究会：次世代太陽地球惑星系探査に向けて ◆ 寺田 直樹（東北大学・教授） 堀田 英之 

宇宙素粒子若手の会 第 9 回 秋の研究会 鷲見 貴生（国立天文台・特任助教） 毛受 弘彰 

STE 研究連絡会現象報告会および現象解析ワークショップ（第一
回：宇宙天気現象の予測精度向上に向けて）  

久保 勇樹（情報通信研究機構・グループ
リーダー）  西谷 望 

陸別・母子里観測所ユーザーズミーティング 2025 水野 亮（名古屋大学・教授） 水野 亮 

2020 年代の太陽圏システム科学における「あらせ」の観測 ◆ 篠原 育（宇宙航空研究開発機構・教授） 三好 由純 

多地点観測による内部磁気圏プラズマ波動の観測と将来構想検討会 ◆ 松田 昇也（金沢大学・准教授） 三好 由純 

SOLAR-C 時代およびその先の次世代太陽圏研究の検討（その 2） ◆ 今田 晋亮（東京大学・教授） 三好 由純 

太陽地球圏環境予測のためのモデル研究の展望 ◆ 塩田 大幸（情報通信研究機構・研究マネー
ジャー） 草野 完也 

太陽地球惑星圏の研究領域における将来衛星計画検討会 齋藤 義文（宇宙航空研究開発機構・教授） 三好 由純 

衛星・地上観測とモデル・シミュレーションによる内部磁気圏波動
粒子相互作用の統合研究検討 ◆ 加藤 雄人（東北大学・教授） 三好 由純 

日本鉱物科学会年会 2024 名古屋大会 纐纈 佑衣（名古屋大学・講師） 加藤 丈典 

航空機観測による気候・地球システム科学研究の推進  篠田 太郎（名古屋大学・准教授）  篠田 太郎 

グローバルシステムとしての近地球磁気圏ダイナミクスおよび将
来多点観測に関する研究会   桂華 邦裕（東京大学・助教） 三好 由純 

宇宙プラズマにおける粒子加速ワークショップ ◆ 田島 宏康（名古屋大学・教授） 田島 宏康 
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 07) 計算機利用共同研究                              計：6  
*所属機関・職名は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

ポスト富岳に向けたプラズマシミュレーション手法の開発 梅田 隆行（名古屋大学・准教授） 三好 由純 

非 MHD 効果を扱う新たな電磁流体力学によるグローバル地
球磁気圏シミュレーション 関戸 晴宇（名古屋大学・博士前期課程 2 年） 三好 由純 

プラズマ波動による放射線帯電子の散乱に関するシミュレー
ション研究 齊藤 慎司（情報通信研究機構・主任研究員） 三好 由純 

宇宙機による電波掩蔽観測と数値シミュレーションの比較によ
る、太陽コロナとコロナ質量放出中の磁場擾乱の研究 千葉 翔太（名古屋大学・特任助教） 三好 由純 

スードストリーマに関する 1 次元太陽風シミュレーション 戸頃 響吾（東京大学・博士前期課程１年） 飯島 陽久 

太陽近傍における CME の伝播シミュレーション 鈴木 亮（東京大学・博士前期課程１年） 飯島 陽久 

 08) データベース作成共同研究                         計：4  
 *所属機関・職名は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

アナログ時代に遡る高時間分解能地磁気デジタルデータベース 山崎 貴之（気象庁・主任研究官） 三好 由純 

超稠密 GNSS 受信機網を用いた電離圏イメージング観測に向けて
のデータベース構築 青木 陽介（東京大学・准教授) 大塚 雄一 

横須賀太陽電波強度偏波計データベース構築 渡邉 恭子（防衛大学校・准教授） 岩井 一正 

MAGDAS/CPMN データのデータベース化 ギルギス キロロス（九州大学・学術研究員） 塩川 和夫 

 09) 加速器質量分析装置等利用（共同利用）                        計：13  
  *所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

温暖化アナログとしての縄文海進最盛期の北海道沿岸部の水温・
栄養塩循環・海流の定量的復元 ◇  窪田 薫（海洋研究開発機構・研究員）  南 雅代 

近代以前の生物の遺伝的多様性の解明のための解析試料の年代
測定 ◆  岸田 拓士（日本大学・教授） 北川 浩之 

湖沼堆積物を用いた最終氷期以降のモンゴル高原の古環境復元 勝田 長貴（岐阜大学・准教授） 南 雅代 

赤石山脈における大規模斜面崩壊の発達過程解明に向けた高精度
年代測定 苅谷 愛彦（専修大学・教授） 北川 浩之 

水試料の放射性炭素濃度測定における生物活動の影響除去に関す
る新手法開発 ◇  髙橋 浩（産業技術総合研究所・主任研究員） 南 雅代 

14C を用いた大気エアロゾル中元素状炭素の発生起源解析 池盛 文数（名古屋市環境科学調査センター・ 
研究員） 南 雅代 

海藻資料を用いた北海道周辺海域 14C 量の分布と変遷の把握 谷水 雅治（関西学院大学・教授） 南 雅代 
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  *所属機関・職名は申請時のとおり、◆：融合研究申請 ◇：萌芽研究申請 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

福井県三方五湖周辺の遺跡の編年 北川 淳子（福井県年縞博物館・学芸員） 北川 浩之 

鍾乳石の放射性炭素年代測定前処理の検討 植村 立（名古屋大学・准教授） 南 雅代 

湿地堆積物の堆積過程の高精度復元 奥野 充（大阪公立大学・教授） 南 雅代 

火山噴火史を高精度化する年代学的研究 奥野 充（大阪公立大学・教授） 南 雅代 

南極域における第四紀の海成化石と堆積物を用いた古環境復元 佐々木 聡史（群馬大学・講師） 北川 浩之 

沖積層に含まれる砕屑物を用いた堆積年代の高精度解析 ◆  中西 利典（ふじのくに地球環境史ミュージ
アム・准教授） 北川 浩之 

 10) 加速器質量分析装置等利用（委託分析）                  計：8  

   リスト省略 

 11) SCOSTEP Visiting Scholar (SVS) Program                 計：8  
*職名・所属機関は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（職名*, 所属機関*） 所内担当教員 

To Investigate the Role of Storm/Substorm time Penetrated Electric Fields 
on Triggering Mechanism of Nighttime Electrified MSTIDs 

Dipjyoti Patgiri （ Graduate-course Student, 
Indian Institute of Technology Roorkee, India） Yuichi Otsuka 

SAR Arc Dynamics during High Intensity Long Duration Continuous AE 
Activity (HILDCAA) 

Ayushi Nema (Graduate-course Student, 
Sardar Vallabhbhai National Institute of 
Technology Surat, India) 

Kazuo Shiokawa  

A Machine Learning Approach to Predict Equatorial Plasma Bubble 
Parameters Using All-Sky Imager and C/NOFS 

Moheb Yacoub Saad (Graduate-course 
Student, Egypt-Japan University of Science 
and Technology (EJUST), Egypt) 

Kazuo Shiokawa 

Research on Magnetospheric Processes Corresponding to Special Dayside 
Auroral Structures 

Huiting Feng (Graduate-course Student, 
Tongji University, China and GFZ, 
Germany) 

Yoshizumi Miyoshi 

Study on the Generation and Evolution of Equatorial Plasma Bubbles Under 
Extreme Weather, Space Weather, and Natural Hazard Events and Their 
Connections to the Mid-latitude Processes 

Dessalegn Ayehu (Graduate-course Student, 
Bahir Dar University, Ethiopia): declined Yuichi Otsuka 

Modeling the Earth’s Magnetic Field Using Physics-Informed Neural 
Networks  

Ryoma Matsuura (Graduate-course Student, 
UCLA, USA): declined Yoshizumi Miyoshi 

Pre-flare Conditions of Active Regions and Dynamics of the Solar Flares 
Karla Franchesca Lopez Araujo (Graduate-
course Student, Mackenzie Presbyterian 
University, Brazil) 

Kanya Kusano 

Investigation of Post-midnight Equatorial Plasma Bubbles: Observation and 
Simulation 

Luiz Fillip Rodrigues Vital (Graduate-
course Student, National Institute for Space 
Research, Brazil) 

Yuichi Otsuka 
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 12) 航空機観測共同利用（ドロップゾンデ）                       計：3  
*所属機関・職名は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・職名*） 所内担当教員 

台風の北東側に存在する前線の構造 平野 創一朗（京都大学・特任助教） 坪木 和久 

ドロップゾンデ観測による黒潮から台風への水蒸気輸送の評価・検証 川村 隆一（九州大学・教授） 坪木 和久 

ドロップゾンデ観測のアンサンブル同化 榎本 剛（京都大学・教授） 坪木 和久 

 13) 若手国際フィールド観測実験                              計：4  
*所属機関・学年は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・学年*） 所内担当教員 

カナダ・アサバスカにおけるカラー全天カメラによるサブオーロラ帯
オーロラ発光の二地点同時観測 Liwei Chen （名古屋大学・博士後期課程 3 年） 塩川 和夫 

ノルウェー、シーボトンにおけるファブリ・ペロー干渉計を用いた窒
素分子イオンの発する 427.8 nm の波長のドップラーシフトを利用し
たイオン上昇流の分光観測 

菊池 大希（名古屋大学・博士前期課程 2 年） 塩川 和夫 

ノルウェーにおける全天カメラ、EISCAT レーダー、あらせ衛星を
用いた脈動オーロラ発生時の電離圏 – 磁気圏同時観測 

伊藤 ゆり（総合研究大学院大学・博士後期課
程１年） 三好 由純 

ハワイ・ハレアカラ東北大望遠鏡における木星赤外オーロラのファース
トライト観測 木下 凌太（東北大学・博士前期課程 2 年） 三好 由純 

 14) 国際技術交流                                     計：4 
  *職名・所属機関は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（職名*・所属機関*） 所内担当教員 

Development of High Temporal Resolution TEC Database and Plasma 
Bubble Detection Method 

Siti Aminah Binti Bahari (Research Officer, 
Universiti Kebangsaan, Malaysia) 大塚 雄一 

Exchange Program in Technicalknowledge and Expertise in the Field of 
Digital Phase Array and Signal Processing 

Shin’ichiro Asayama (SKAO System Scientist, 
SKA Observatory, UK) 岩井 一正 

粒子分析器開発のための低エネルギーイオン・中性ビームライン
の技術開発と特性試験 

Manabu Shimoyama (Senior Scientist, Swedish 
Institute of Space Physics (IRF), Sweden) 平原 聖文  

岩石・堆積物試料の高精度同位体分析のための化学前処理技術およ
び測定技術に関する国際交流 

Yoshihiro Asahara (Associate Professor, Nagoya 
University, Japan) 南 雅代 
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15) 国際スクール開催支援                            計：2  
*所属機関・職名は申請時のとおり 

スクール名 研究代表者（職名*, 所属機関*） 所内担当教員 

School on Technical and Scientific Aspects of iMST Radar and Lidar Jorge L. Chau (Head of Department, Leibniz 
Institute of Atmospheric Physics, Germany) Kazuo Shiokawa 

International Colloquium on Equatorial and Low Latitude Ionosphere 
(ICELLI) 

Babatunde Rabiu (Professor/Executive Director, 
United Nations African Regional Centre for 
Space Science and Technology Education 
(UNARCSSTEE), Nigeria) 

Kazuo Shiokawa 

 16) -Ⅰ(前期)若手国際派遣支援 （海外発表・海外滞在）              計：3  
*所属機関・学年は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・学年*） 所内担当教員 

雲降水に関する国際会議における固体降水粒子の粒径差推定に関する
ポスター発表及び雲微物理学とレーダ観測に関する短期講習への参加 後藤 悠介（名古屋大学・博士後期課程 2 年） 篠田 太郎 

第 21 回アジア・大洋州地球科学学会 (AOGS) における四国東部で
発生した地形性線状対流系維持機構に関する研究発表 西井 章（名古屋大学・博士後期課程 3 年） 篠田 太郎 

太陽観測ロケット FOXSI-4 搭載 X 線望遠鏡の詳細地上較正試験のた
めの NASA/GSFC 滞在 作田 皓基（名古屋大学・博士後期課程 2 年） 三好 由純 

 16) -Ⅱ(後期)若手国際派遣支援 （海外発表・海外滞在）              計：4  
*所属機関・学年は申請時のとおり 

研究課題 研究代表者（所属機関*・学年*） 所内担当教員 

AGU24 Annual Meeting における太陽フレアによる下部電離圏の電
子密度変動の再現・評価についての発表 北島 慎之典（防衛大学校・博士後期課程 2 年） 増田 智 

American Geophysical Union annual meeting 2024 における「フォーブッ
シュ減少の多点比較で迫る ICME の時空間発展に関する研究」の発表 木下 岳（東京大学・博士前期課程 2 年） 三好 由純 

エルニーニョおよびラニーニャ現象時における太平洋中西部の赤
道外域の深層に届く波動エネルギーフラックスの考察 Borui Wu （名古屋大学・博士後期課程 2 年） 相木 秀則 

AGU Fall Meeting 2024 における「孤立型サブストーム時の全球電磁
場応答」の発表 林 萌英（九州大学・博士後期課程 3 年） 塩川 和夫 
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共同利用機器等                              計：53 

ソフトウェア／データベース（計：19） 担当教員 

太陽圏サイエンスセンター（ひので、ERG 等） 草野 完也／三好 由純 

磁気圏総合解析データベース（THEMIS 衛星他） 三好 由純 

磁気圏 MHD シミュレーション 三好 由純 

惑星間空間シンチレーションデータ 岩井 一正 

太陽風速度データ 岩井 一正 

れいめい衛星観測データベース 平原 聖文 

ISEE 磁気計ネットワーク観測データ（国内・海外の多点観測） 塩川 和夫 

超高層大気イメージングシステムデータ（国内・海外の多点観測） 塩川 和夫 

観測・分析機器（計：24） 担当教員 

多方向宇宙線ミューオン望遠鏡（東山） 毛受 弘彰 

多地点 IPS 太陽風観測システム（豊川、富士、木曽） 岩井 一正 

ELF/VLF 帯電磁波観測ネットワーク（国内・海外の多点観測） 塩川 和夫 

ISEE 磁力計ネットワーク（国内・海外の多点観測） 塩川 和夫 

ISEE リオメータネットワーク（海外の多点観測） 塩川 和夫 

超高層大気イメージングシステム（国内・海外の多点観測） 塩川 和夫 

ナトリウム温度・風速ライダー（トロムソ） 野澤 悟德 

MF レーダー（トロムソ） 野澤 悟德 

5 波長フォトメータ（トロムソ） 野澤 悟德 

流星レーダー（アルタ） 野澤 悟德 

SuperDARN 北海道-陸別第 1・第 2 短波レーダー（陸別） 西谷 望 

ゾンデ観測システム（2 式） 坪木 和久 

Ｘ-band マルチパラメータレーダー（2 式） 坪木 和久 

Ka-band 雲レーダー 坪木 和久 

HYVIS/ビデオゾンデ受信機 坪木 和久 

大気組成赤外干渉分光器（陸別） 長濵 智生 

海上波しぶき光学粒子計 相木 秀則 

低バックグラウンドベータ線計数装置 栗田 直幸 

水の安定同位体分析装置（Picarro L2130-i） 栗田 直幸 

元素分析計・質量分析計 三野 義尚 

エアロゾル質量分析計 持田 陸宏 

CHNS 元素分析装置（vario MICRO cube, Elementar） 南 雅代 

蛍光エックス線分析装置 加藤 丈典 

エックス線回折装置 加藤 丈典 
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ソフトウェア／データベース 担当教員 

ELF/VLF 帯電磁波観測ネットワークデータ（国内・海外の多点観測） 塩川 和夫 

ISEE リオメータネットワークデータ（海外の多点観測） 塩川 和夫 

オーロラ全天カメラデータ（カナダ、アラスカ、シベリア） 塩川 和夫／三好 由純 

VHF レーダー／GPS シンチレーション（インドネシア） 大塚 雄一 

EISCAT レーダーデータベース 野澤 悟德／大山 伸一郎 

SuperDARN 北海道-陸別第 1・第 2 短波レーダーデータ 西谷 望 

雲解像モデル（CReSS） 坪木 和久 

大気組成赤外観測データ（母子里、陸別） 長濵 智生 

二酸化窒素・オゾン観測データ（母子里、陸別） 長濵 智生 

衛星データシミュレータ（SDSU） 増永 浩彦 

大気海洋中の波動エネルギー伝達経路解析コード 相木 秀則 

施設等（計：10） 担当教員 

統合データサイエンスセンター計算機システム（CIDAS システム） 増田 智／三好 由純 

機器較正用イオン・電子ビームライン 平原 聖文 

飛翔体搭載機器開発用クリーンルーム環境 平原 聖文 

タンデトロン加速器質量分析装置 北川 浩之／南 雅代 

CHIME 年代測定装置 加藤 丈典 

母子里観測所 持田 陸宏 

陸別観測所 水野 亮 

富士観測所 岩井 一正 

木曽観測施設 岩井 一正 

鹿児島観測所 大塚 雄一 

ISEE Award（宇宙地球環境研究所賞） 

共同利用に関する出版 

受賞者（職名・所属機関） 受賞理由 授賞式 

KD Leka (Senior Research Scientist, NorthWest Research Associates, USA) 

Sung-Hong Park (Researcher, Korea Astronomy and Space Science Institute, 
Korea) 

太陽フレアの予測と理解に関する宇宙地球環
境研究への多大な貢献 

2025.3.6

タイトル 発行年月日 

iLEAPS-Japan 研究集会 2024「大気－陸面プロセスの研究の進展：観測とモデルによる統合的理解」要旨集 2024.9.26 

第 29 回大気化学討論会 講演要旨集 2024.10 
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委員の年度内途中交代：就任〇／退任▲ 

運営協議会  学外 15名／学内 14名 

     
学 外 梶田 隆章 東京大学宇宙線研究所 卓越教授 

 勝川 行雄 自然科学研究機構 国立天文台 
太陽観測科学プロジェクト 

教授・プロジェクト長 

 金谷 有剛 海洋研究開発機構 
地球表層システム研究センター 

上席研究員・センター長 

 三枝 信子 国立環境研究所 地域システム領域 領域長 

 関 華奈子 東京大学大学院理学系研究科 教授 

 陀安 一郎 人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 副所長・教授 

 津川 卓也 情報通信研究機構 電磁波研究所 
電磁波伝搬研究センター 

室長 

 土屋 史紀 東北大学大学院理学研究科 
附属惑星プラズマ・大気研究センター 

教授 

 中北 英一 京都大学防災研究所 教授 

 原田 尚美 東京大学大気海洋研究所 
附属国際・地域連携研究センター 

教授 

 中村 卓司 情報・システム研究機構 国立極地研究所 教授 

 藤本 正樹 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 教授 

 山本 衛 京都大学生存圏研究所 所長・教授 

 横山 央明 京都大学大学院理学研究科附属天文台 教授 

 Simon Wallis 東京大学大学院理学系研究科 教授 

    

学 内 角皆 潤 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

 藤井 俊彰 名古屋大学大学院工学研究科 教授 

 渡邉 智彦 名古屋大学大学院理学研究科 教授 

 伊藤 好孝 ▲ 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 北川 浩之 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 草野 完也 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 髙橋 暢宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 田島 宏康 〇 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 檜山 哲哉 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 平原 聖文 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 堀田 英之 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 水野 亮 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 南 雅代 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 三好 由純 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 持田 陸宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 
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共同利用・共同研究委員会 所外 16名／所内 14名 

     
所 外 笠原 禎也 金沢大学学術メディア創成センター 教授 

 加藤 千尋 信州大学理学部 教授 

 加藤 雄人 東北大学大学院理学研究科 教授 

 門倉 昭 情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 
極域環境データサイエンスセンター 

センター長・特任教授 

 北 和之 茨城大学大学院理工学研究科 教授 

 久保 勇樹 情報通信研究機構 電磁波研究所 グループリーダー 

 國分 陽子 日本原子力研究開発機構 東濃地科学センター 研究主幹 

 坂野井 健 東北大学大学院理学研究科 准教授 

 笹 公和 筑波大学数理物質系物理学域研究基盤総合センター 准教授 

 関 華奈子 東京大学大学院理学系研究科 教授 

 花岡 庸一郎 自然科学研究機構 国立天文台 准教授 

 樋口 篤志 千葉大学環境リモートセンシング研究センター 教授 

 松清 修一 九州大学大学院総合理工学研究院 教授 

 簑島 敬 海洋研究開発機構 付加価値情報創生部門 副主任研究員 

 森本 昭彦 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 教授 

 山田 広幸 ▲ 琉球大学理学部 教授 

 市井 和仁 〇 千葉大学環境リモートセンシング研究センター 教授 

    

所 内 相木 秀則 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 岩井 一正 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 大塚 雄一 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 加藤 丈典 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 塩川 和夫 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 篠田 太郎 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 長濵 智生 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 野澤 悟德 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 檜山 哲哉 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 増田 智 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 水野 亮 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 南 雅代 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 三宅 芙沙 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 持田 陸宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 
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共同利用・共同研究委員会専門委員会 

総合解析専門委員会 所外 6名／所内 5名 

     
所 外 浅井 歩 京都大学大学院理学研究科 准教授 

 勝川 行雄 自然科学研究機構 国立天文台 教授 

 加藤 雄人 東北大学大学院理学研究科 教授 

 篠原 育 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 教授 

 関 華奈子 東京大学大学院理学系研究科 教授 

 吉川 顕正 九州大学大学院理学研究院 教授 

    
所 内 飯島 陽久 〇 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 草野 完也 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 堀田 英之 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 増田 智 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 三好 由純 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 
 
太陽圏宇宙線専門委員会 所外 6名／所内 3名 

     
所 外 加藤 千尋 信州大学理学部 教授 

 小井 辰巳 中部大学工学部 教授 

 中川 朋子 東北工業大学工学部 教授 

 成行 泰裕 富山大学学術研究部教育学系 准教授 

 花岡 庸一郎 自然科学研究機構 国立天文台 准教授 

 松清 修一 九州大学大学院総合理工学研究院 教授 

    
所 内 伊藤 好孝 ▲ 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 岩井 一正 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 田島 宏康 〇 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 三宅 芙沙 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

    
 

電磁気圏専門委員会 所外 4名／所内 3名 

     
所 外 笠原 禎也 金沢大学学術メディア創成センター 教授 

 土屋 史紀 東北大学大学院理学研究科 准教授 

 中田 裕之 千葉大学大学院工学研究院 准教授 

 能勢 正仁 名古屋市立大学データサイエンス学部 教授 

    
所 内 大塚 雄一 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 西谷 望 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 野澤 悟德 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 
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大気陸域海洋専門委員会 所外 5名／所内 5名 

     
所 外 五藤 大輔 国立環境研究所地域環境保全領域 主任研究員 

 高橋 けんし 京都大学生存圏研究所 教授 

 樋口 篤志 千葉大学環境リモートセンシング研究センター 教授 

 広瀬 正史 名城大学理工学部 准教授 

 森本 昭彦 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 教授 

    
所 内 相木 秀則 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 長濵 智生 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 藤波 初木 名古屋大学宇宙地球環境研究所 講師 

 水野 亮 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 持田 陸宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

    
 
年代測定専門委員会 所外 5名／所内 3名 

     
所 外 門脇 誠二 名古屋大学博物館 教授 

 國分 陽子 日本原子力研究開発機構 東濃地科学センター 研究主幹 

 笹 公和 筑波大学数理物質系物理学域研究基盤総合センター 准教授 

 壷井 基裕 関西学院大学生命環境学部 教授 

 道林 克禎 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

    
所 内 加藤 丈典 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 北川 浩之 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 南 雅代 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

    
 
航空機利用専門委員会 所外 5名／所内 3名 

     
所 外 市井 和仁 千葉大学環境リモートセンシング研究センター 教授 

 浦塚 清峰 情報通信研究機構 電磁波研究所 統括 

 北 和之 茨城大学大学院理工学研究科 教授 

 小池 真 東京大学大学院理学系研究科 准教授 

 山田 広幸 ▲ 琉球大学理学部 教授 

 伊藤 耕介 〇 京都大学防災研究所 准教授 

    
所 内 篠田 太郎 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 髙橋 暢宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 田島 宏康 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 
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国際連携研究センター運営委員会 所外 4名／所内 3名 

     
所 外 入江 仁士 千葉大学環境リモートセンシング研究センター 教授 

 奥野 充 大阪公立大学大学院理学研究科 教授 

 久保 勇樹 情報通信研究機構 電磁波研究所 グループリーダー 

 齊藤 昭則 京都大学大学院理学研究科 准教授 

    
所 内 持田 陸宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 センター長・教授 

 塩川 和夫 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 西谷 望 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

    

    
統合データサイエンスセンター運営委員会 所外 9名／所内 4名 

     
所 外 井手 一郎 名古屋大学大学院情報学研究科 教授 

 今田 晋亮 東京大学大学院理学系研究科 教授 

 梅田 隆行 北海道大学情報基盤センター 教授 

 齊藤 義文 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 太陽系科学研究系主幹・教授 

 島 伸一郎 兵庫県立大学大学院情報科学研究科 准教授 

 能勢 正仁 名古屋市立大学データサイエンス学部 教授 

 日高 洋 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

 吉川 顕正 九州大学大学院理学研究院 教授 

 渡部 潤一 自然科学研究機構 国立天文台 上席（特任）教授 

    
所 内 三好 由純 名古屋大学宇宙地球環境研究所 センター長・教授 

 草野 完也 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 坪木 和久 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 加藤 丈典 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

    

    
飛翔体観測推進センター運営委員会 所外 4名／所内 3名 

     
所 外 沖 理子 宇宙航空研究開発機構 第一宇宙技術部門 

地球観測研究センター 
センター長 

 笠原 彗 東京大学大学院理学系研究科 准教授 

 北 和之 茨城大学大学院理工学研究科 教授 

 山田 広幸 ▲ 琉球大学理学部 教授 

    
所 内 髙橋 暢宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 センター長・教授 

 田島 宏康 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 平原 聖文 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 
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融合研究戦略室運営委員会 所外 10名／所内 14名 

     
所 外 井手 一郎 名古屋大学大学院情報学研究科 教授 

 大野 哲靖 名古屋大学大学院工学研究科 教授 

 笠原 次郎 名古屋大学未来材料・システム研究所 教授 

 門脇 誠二 名古屋大学博物館 教授 

 須藤 健悟 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

 田中 幸恵 名古屋大学附属図書館 係長 

 中村 卓司 情報・システム研究機構 国立極地研究所 教授 

 森本 昭彦 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 教授 

 渡邊 誠一郎 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

 渡邉 智彦 名古屋大学大学院理学研究科 教授 

    
所 内 石井 守 名古屋大学宇宙地球環境研究所 特任教授 

 岩井 一正 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 菊地 亮太 名古屋大学宇宙地球環境研究所 特任准教授 

 北川 浩之 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 草野 完也 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 塩川 和夫 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 髙橋 暢宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 田島 宏康 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 檜山 哲哉 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 南 雅代 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 三好 由純 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 森 康則 名古屋大学宇宙地球環境研究所 学術主任専門職 

 持田 陸宏 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 Claudia Martinez 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 
超学際ネットワーク形成推進室運営委員会 所外 5名／所内 4名 

     
所 外 大野 正夫 九州大学 教授 

 門倉 昭 情報・システム研究機構 データサイエンス共同利用基盤施設 
極域環境データサイエンスセンター 

センター長・特任教授 

 川本 悠紀子 デジタル人文社会科学研究推進センター 准教授 

 坂本 稔 国立歴史民俗博物館 教授 

 門叶 冬樹 山形大学 教授 

    
所 内 南 雅代 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 三好 由純 名古屋大学宇宙地球環境研究所 教授 

 三宅 芙沙 名古屋大学宇宙地球環境研究所 准教授 

 早川 尚志 名古屋大学宇宙地球環境研究所 特任助教 
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国際アドバイザリーボード 所外 10名 

     
所 外 Chaoxia Yuan  南京信息工程大学（中国） 教授 

 Clare Murphy ウーロンゴン大学（オーストラリア） 教授 

 Claudia Stolle ロストック大学（ドイツ） 教授 

 David Gustafsson スウェーデン気象・水文研究所（スウェーデン） 主任研究者 

 Emi Ito ミネソタ大学（米国） 教授 

 Guosheng Liu フロリダ州立大学（米国） 教授 

 Ilya Usoskin オウル大学（フィンランド） 教授 

 Monika A. Kusiak ポーランド科学アカデミー地磁気研究所（ポーランド） 教授 

 Rene Ong カリフォルニア大学（米国） 教授 

 Rumi Nakamura オーストリア科学アカデミー宇宙研究所（オーストリア） 教授 
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2024 年度予算額 
 

 

 

 

  

 

   

 

科学研究費補助金応募および採択状況 

合計
継続帰国発展研究 新規

0

330,400
継続 30 99,120
新規 52 13 25.0% 429,520

13,400
継続 3 4,020

海外連携研究（国際共同研究強化（B）） 新規 2 0.0% 17,420

継続国際共同研究強化（国際共同研究強化（A）） 新規
0

82,000
継続 1 24,600

国際先導研究 新規
106,600

継続特別研究促進費 新規
0

継続研究成果公開促進費 新規
0

1,400
継続 1 420

研究活動スタート支援 新規 3 1 33.3% 1,820

継続若手研究（B） 新規
0

継続若手研究（A） 新規
0

3,600
継続 2 1,080

若手研究 新規 6 1 16.7% 4,680

7,900
継続 4 2,370

挑戦的研究（萌芽） 新規 9 1 11.1% 10,270

3,700
継続 1,110

挑戦的研究（開拓） 新規 1 1 100.0% 4,810

7,000
継続 6 2,100

基盤研究（C） 新規 10 3 30.0% 9,100

21,500
継続 4 6,450

基盤研究（B） 新規 7 3 42.9% 27,950

65,400
継続 6 19,620

基盤研究（A） 新規 8 2 25.0% 85,020

108,200
継続 2 32,460

基盤研究（S） 新規 2 1 50.0% 140,660

継続学術変革領域研究（B） 新規 2 0.0% 0

16,300
継続 1 4,890

学術変革領域研究（A） 新規 2 0.0% 21,190

下：間接経費

継続新学術領域研究（研究領域提案型） 新規
0

特別推進研究 新規

件数
採択率

金額（千円）

区分
応募 採択 合計

（千円）

上：直接経費

0継続

件 件 ％

 

運営費交付金（人件費含む） 
4 億 2669 万（32.4％） 

 
大学運営費 
2 億 9676 万（22.5％） 

 

機能強化経費、学内プロジェクト経費 
1 億 2992 万（10％） 

 

科学研究費補助金 
5 億 4257 万（41.2％） 

 

寄付金 
8982 万（6.8％） 

 

受託事業 
2153 万（1.6％） 

 

共同研究費 
1 億 601 万（8％） 

 

受託研究費 
6828 万（5.2％） 

 

外部資金 
8 億 9069 万（67.6％） 

 

総 額 
 

政府補助金 
6247 万（4.7％） 

 

※前年度繰越金額を含む 

総額 13 億 1737 万円 
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外部資金および産学官連携 

 
 科学研究費補助金（2024 年度分） 

事業名 研究課題名 代表者 職位 交付額（円） 

学術変革領域研究(A) 多粒子宇宙観測技術の開発による新たな「眼」の獲得 奥村 曉 講師 23,113,958 

基盤研究(S) 
航空機観測によるスーパー台風の力学的・熱力学的構造と強
化プロセスの解明 

坪木 和久 教授 79,667,307 

基盤研究(S) 革新的電波観測による太陽嵐予測の実現 岩井 一正 准教授 123,401,000 

基盤研究(S) 過去 1 万年間の太陽活動 三宅 芙沙 准教授 34,060,000 

基盤研究(A) 
XENONnT 実験での暗黒物質探索と次世代大型液体キセノン
実験への展開 

伊藤 好孝 教授 12,610,000 

基盤研究(A) 
恒星対流層から惑星間空間までを包括した太陽面爆発現象
の理解と先進予測の実現 

草野 完也 教授 7,280,000 

基盤研究(A) 
地上多点ネットワークに基づく超高層大気変動の緯度間結
合の観測的研究 

塩川 和夫 教授 7,800,000 

基盤研究(A) 宇宙ガンマ線観測におけるエネルギーフロンティアの開拓 田島 宏康 教授 7,930,000 

基盤研究(A) 
南北オーロラ帯からの観測とモデルに基く高エネルギー降
下電子の環境影響に関する研究 

水野 亮 教授 28,450,000 

基盤研究(A) 
火葬骨のヒドロキシアパタイトのマルチ同位体分析による
食性解析 

南 雅代 教授 7,800,000 

基盤研究(A) 大気有機エアロゾルの吸湿性を表現する新指標の探索 持田 陸宏 教授 9,750,000 

基盤研究(A) 
大気と海洋の波動エネルギー循環のシームレス解析による
熱帯・中緯度相互作用の解明 

相木 秀則 准教授 8,450,000 

基盤研究(B) 大規模数値計算を用いた太陽 11 年周期の物理機構の解明 堀田 英之 教授 1,560,000 

基盤研究(B) 
不均一場を伝搬する電磁波による電子降り込み時空間発展
の観測/モデル実証研究 

三好 由純 教授 2,600,000 

基盤研究(B) 中赤外レーザーを用いた携帯型の同位体分光装置の開発 栗田 直幸 准教授 6,370,000 

基盤研究(B) 
中緯度大型短波レーダーを活用した高時間分解能ジオスペ
ース観測網の構築 

西谷 望 准教授 2,210,000 

基盤研究(B) 
極域熱圏加熱の起源の解明：光と電波を用いた統合高解像度
イメージング観測 

大山伸一郎 講師 2,470,000 

基盤研究(B) LHC 陽子－酸素原子核衝突の超前方生成粒子の測定 毛受 弘彰 助教 11,310,000 

基盤研究(C) 
衛星データによる有明海における基礎生産の長期変動とそ
の要因解析 

石坂 丞二 教授 390,000 

基盤研究(C) 二周波レーダ観測等による大気鉛直流の定量的推定 高橋 暢宏 教授 1,820,000 
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事業名 研究課題名 代表者 職位 交付額（円） 

基盤研究(C) 
新世代の多波長連携観測で明らかにする太陽フレア粒子加
速領域 

増田 智 准教授 910,000 

基盤研究(C) 
地球磁気圏尾部における酸素イオン観測に着目したオーロ
ラ爆発現象の解明 

家田 章正 助教 780,000 

基盤研究(C) 
波動粒子相互作用直接解析手法を用いた電磁サイクロトロ
ン波動と粒子の相互作用の研究 

北村 成寿 特任助教 1,040,000 

基盤研究(C) 
地上―衛星観測と物理モデルを組み合わせた磁気嵐時の電
離圏―熱圏結合過程の解明 

新堀 淳樹 特任助教 910,000 

基盤研究(C) 
非平衡電離プラズマからの極端紫外線放射で解き明かす太
陽風・コロナ加熱問題 

松本 琢磨 特任助教 910,000 

基盤研究(C) 
海洋炭素リザーバー効果の精密測定による先史アリュート
の移入・定住過程の高精度編年 

中村 俊夫 名誉教授 910,000 

挑戦的研究（開拓） 
テラヘルツ波天文学の開拓に向けた超伝導導波管回路を用
いた高感度受信機の開発 

中島 拓 助教 4,810,000 

挑戦的研究（萌芽） 
新考案による分析原理と検出応答信号の革新的処理法で探
求する惑星圏プラズマ計測技術 

平原 聖文 教授 2,340,000 

挑戦的研究（萌芽） 
古代鉄試料の炭素 14 年代測定と無機元素・同位体分析を一
度に可能にする新手法の開発 

南 雅代 教授 2,080,000 

挑戦的研究（萌芽） 
宇宙版気象レーダーとデータ同化シミュレーションによる
月面気象予報への挑戦 

岩井 一正 准教授 1,560,000 

挑戦的研究（萌芽） 水月湖年縞堆積物による過去の太陽スーパーフレアの研究 三宅 芙沙 准教授 2,860,000 

挑戦的研究（萌芽） 
青銅器を直接試料とする炭素 14 年代測定の実現に向けた試
料調製法の開発 

小田 寛貴 助教 1,430,000 

若手研究 
Investigating the conditions of ELF/VLF wave propagation from 
space to the ground. 

Claudia 
Martinez 

准教授 1,560,000 

若手研究 
太陽内部の磁気対流からコロナ・太陽風形成までの包括的描
像の構築 

飯島 陽久 特任助教 780,000 

若手研究 
恒星重力波モードの準解析的研究に基づく中間質量主系列
星の内部混合過程探査 

八田 良樹 
学振特別研
究員(PD) 

2,340,000 

研究活動スタート支援 
惑星磁気圏の比較に向けた水星における圧縮性 MHD 波動の
励起機構の解明 

山本 和弘 特任助教 1,040,000 

研究活動スタート支援 
Study of electrified post-sunset medium-scale traveling ionospheric 
disturbances at mid-latitudes: a multi-layer model and a multi-
source data investigation 

傅 維正 
研究機関研

究員 
780,000 

国際共同研究加速基金
（国際先導研究） 

国際地上観測網と人工衛星観測・モデリングに基づくジオス
ペース変動の国際共同研究 

塩川 和夫 教授 106,600,000 

国際共同研究加速基金
（国際共同研究強化(B)） 

北欧における宇宙と地上からの総合観測と数値実証による
オーロラ降下電子特性の解明 

三好 由純 教授 4,550,000 

国際共同研究加速基金
（海外連携研究） 

地上観測・リモートセンシング・雲解像モデルを駆使したヒ
マラヤ降水系研究の新展開 

藤波 初木 講師 4,940,000 

国際共同研究加速基金
（海外連携研究） 

LHC 陽子－酸素原子核衝突を用いた高エネルギー宇宙線相
互作用の研究 

毛受 弘彰 助教 7,930,000 

特別研究員奨励費 
新たな信号解析手法と複合的観測による太陽風駆動機構の
解明 

千葉 翔太 特任助教 900,000 
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事業名 研究課題名 代表者 職位 交付額（円） 

特別研究員奨励費 星震学とシミュレーションから迫る太陽型星の差動回転 八田 良樹 
特別研究員

(PD) 
1,300,000 

特別研究員奨励費 
人類拡散史の高精度年代学研究に向けた超微量同位体年代
測定法の開発 

仁木 創太 
特別研究員

(PD) 
5,200,000 

特別研究員奨励費 
観測と数値実験に基づく内部磁気圏の環電流イオンによる
ULF 波動の励起機構の研究 

山川 智嗣 
特別研究員

(PD) 
5,070,000 

合計 542,572,265 

 
 受託研究 

研究課題名 相手方名称 代表者 職位 金額（円） 

日本列島の沿岸平野および周辺海域の堆積物コアの微量試料の
放射性炭素年代測定 

国立研究開発法人産業技術
総合研究所 

北川 浩之 教授 2,132,287 

DPR アルゴリズム改良および偏波レーダと DPR による雲物理
プロセスの推定 

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

髙橋 暢宏 教授 2,072,148 

領域数値実験による台風への介入模擬実験 
国立研究開発法人科学技術
振興機構 

坪木 和久 教授 18,200,000 

高解像度データセットと力学的・統計的情報を統合した予測手
法の開発 

一般財団法人気象業務支援
センター 

坪木 和久 教授 11,973,000 

陸域課題：陸域生態系と凍土・周氷河環境の統合観測による物質
循環過程の解明 

大学共同利用機関法人情
報・システム研究機構 

檜山 哲哉 教授 6,032,800 

コンクリートにおける CO2 固定量評価の標準化に関する研究開
発 

国立大学法人東京大学 南 雅代 教授 2,646,000 

大気課題：北極大気環境研究 
大学共同利用機関法人情
報・システム研究機構 

持田 陸宏 教授 500,000 

渦鞭毛藻種を分光特性から判定するアルゴリズムの開発業務 
地方独立行政法人北海道立
総合研究機構 

石坂 丞二 特任教授 500,000 

IUGONET メタデータデータベースの保守・更新、及び、システ
ムの改良 

大学共同利用機関法人情
報・システム研究機構 

大塚 雄一 准教授 1,800,000 

海上豪雨生成で実現する集中豪雨被害から解放される未来 
国立研究開発法人科学技術
振興機構 

増永 浩彦 准教授 3,900,000 

光合成による CO2 直接利用を基盤とした日本発グローバル産業
構築 

株式会社ちとせ研究所 菊地 亮太 特任准教授 17,369,000 

大気課題：北極大気環境研究 
大学共同利用機関法人情
報・システム研究機構 

大畑 祥 助教 500,000 

合 計 67,625,235 
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 受託事業 

研究課題名 相手方名称 代表者 職位 金額（円） 

LHC 陽子－酸素原子核衝突による超高エネルギー宇宙線の反応
の研究 

独立行政法人日本学術振興
会 

伊藤 好孝 教授 1,966,792 

東南アジア・アフリカの国際連携に基づく地球電磁気圏・超高層
大気の変動の研究 

独立行政法人日本学術振興
会 

塩川 和夫 教授 6,647,850 

内部磁気圏の粒子加速の地上衛星共役観測 
独立行政法人日本学術振興
会 

塩川 和夫 教授 1,200,000 

有機エアロゾルによる大気汚染の診断：有機霞の時代を迎える
中での大気質管理に向けて 

独立行政法人日本学術振興
会 

持田 陸宏 教授 10,105,149 

東アジアにおける電離圏擾乱の研究：中・低緯度における GNSS
測位への影響 

独立行政法人日本学術振興
会 

大塚 雄一 准教授 1,500,000 

合 計 21,419,791 

 
 政府補助金 

研究課題名 相手方名称 代表者 職位 金額（円） 

宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際ネットワーク
形成 

文部科学省 塩川 和夫 教授 50,000,000 

シミュレーションと AI の融合で解明する宇宙の構造と進化 国立大学法人筑波大学  堀田 英之 教授 2,477,230 

惑星における水資源探査を目指した宇宙機搭載用中性子・ガン
マ線センサの開発 

公益財団法人 JKA 山岡 和貴 特任准教授 10,000,000 

合 計 62,477,230 

 
 共同研究および産学官連携 

研究課題名 相手方名称 代表者 職位 金額（円） 

月面での安全確保に向けた宇宙天気予報シミュレーションの高
度化 

富士通株式会社 草野 完也 教授 15,400,000 

ひので衛星による太陽観測を中心とした天文学及び宇宙地球環
境科学の研究 

大学共同利用機関法人自然
科学研究機構国立天文台 

草野 完也 教授 2,500,000 

説明可能な AI 技術を活用した月・火星探査に向けた太陽放射線
事前予測技術の開発 

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

草野 完也 教授 無償契約 

Observations and Modelling Research on Space and Earth Environment 
National Research and 
Innovation Agency（インド
ネシア） 

髙橋 暢宏 教授 無償契約 

災害をもたらす気象現象に関する研究および河川流出、氾濫関
連の研究 

株式会社東京海上研究所 坪木 和久 教授 8,272,728 

衛星・探査機および地上観測データの解析と数値シミュレーシ
ョン・モデリングの連携による太陽圏システム科学の融合研究 

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

三好 由純 教授 29,000,000 

月面利用の拡大に向けた超小型・高機能な宇宙放射線環境の計
測技術とリアルタイム被ばく線量評価システムの構築 

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

三好 由純 教授 26,000,000 
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研究課題名 相手方名称 代表者 職位 金額（円） 

GCOM-C 沿岸プロダクトの検証と応用研究 
国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

石坂 丞二 特任教授 2,275,000 

Observations and researches of ionosphere and upper atmosphere Chiang Mai University（タイ） 大塚 雄一 准教授 無償契約 

衛星降水アルゴリズム改良に資する全球降水データセット相互
比較研究 

国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

増永 浩彦 准教授 7,527,873 

カーボンニュートラル実現に向けたプラントモデル化技術の適
用性評価 

JFE エンジニアリング株式
会社 

菊地 亮太 特任准教授 5,850,000 

人工ダイヤモンドを用いた小型軽量放射線モニタの開発 
国立研究開発法人宇宙航空
研究開発機構 

山岡 和貴 特任准教授 2,600,000 

第四紀火山の活動年代への制約に向けた年代測定手法の整備に
関する共同研究 

国立研究開発法人日本原子
力研究開発機構 

仁木 創太 特別研究員 629,361 

合 計 100,054,962 

 
 寄附金 

研究課題名 相手方名称 代表者 職位 金額（円） 

Development of photon sensors and related electronics for Cherenkov 
Telescope Array 

The University of Adelaide 
School of Physical Sciences 
Prof. Gavin Rowell（オースト
ラリア） 

田島 宏康 教授 51,304,000 

国際シンポジウム「Frontier of Space-Earth Environmental Research 
as Predictive Science(予測の科学としての宇宙地球環境研究のフ
ロンティア)」の開催 
開催地：名古屋大学野依記念学術交流館 
開催期間：2025 年 3 月 5 日～2025 年 3 月 7 日 

公益財団法人大幸財団 三好 由純 教授 250,000 

石坂丞二 特任教授に対する研究助成 石坂 丞二 石坂 丞二 特任教授 100,000 

国際学会「American Geophysical Union (AGU) Fall Meeting 2024
（アメリカ地球物理学連合秋季年会 2024）」における招待講演 
開催地：アメリカ合衆国ワシントン 
開催期間：2024 年 12 月 8 日～2024 年 12 月 13 日 

公益財団法人大幸財団 大塚 雄一 准教授 200,000 

第 9 回宇宙気候シンポジウム・ISEE 共催シンポジウム（2024 年
10 月 1～10 月 4 日：名古屋大学）の開催支援 

International Association of 
Geomagnetism and Aeronomy 
/ 国際地磁気・航空学会（フ
ランス） 

早川 尚志 特任助教 390,425 

合 計 52,244,425 
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蔵書 
 第一図書室 

図書 

種 別 冊 数 
和 書 3,292 

洋 書 11,171 

雑誌 

種 別 種類数 
和雑誌 47 

洋雑誌 207 

 第二図書室 

図書 

種 別 冊 数 
和 書 4,552 

洋 書 8,832 

雑誌 

種 別 種類数 
和雑誌 281 

洋雑誌 241 

土地・建物 

 

地区 名称 土地 (m2) 建物 (m2) 所在地 

東山地区   - 8,442 名古屋市千種区不老町  

豊川地区 豊川分室 94,212 1,461 愛知県豊川市穂ノ原 3-13 

北海道地区 母子里観測所 110,534 325 北海道雨竜郡幌加内町字母子里北西 3 

 陸別観測所 - （117） 北海道足寄郡陸別町宇遠別 345 

    （28,146） 50 北海道足寄郡陸別町字ポントマム 58-2、78-1、 78-5、129-1、129-4 

鹿児島地区 鹿児島観測所 2,383（85） 267 鹿児島県垂水市本城字下本城 3860 の 1 

  (アンテナ) 10,820（389） 20 鹿児島県垂水市大字浜平字山角 

  佐多岬観測点 （37）  鹿児島県肝属郡南大隅町馬籠 349 

山梨地区 富士観測所 
3,500

（16,426） 
174 山梨県南都留郡富士河口湖町富士ケ嶺 1347 の 2 

長野地区 木曽観測施設 （6,240） 66 長野県木曽郡上松町大字小川字才児山 

計  
221,449 

（51,323） 
10,805 

（117） 
 

※土地、建物の欄の（ ）内の数字は、借入分 
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宇宙地球環境研究所のミッションは、地球・太陽・宇宙を一つのシステムとして捉え、そこに生起する多様で
複雑な現象のメカニズムや相互関係の解明を通して、地球環境問題の解決と宇宙に広がる人類社会の発展に貢献
することです。そのため、7 つの研究部（総合解析、宇宙線、太陽圏、電磁気圏、気象大気、陸域海洋圏生態、
年代測定）からなる基盤研究部門と、これらの基盤研究を分野横断的につなげて新たな展開につなげる「融合研
究戦略室」を整備し、若手教員からの提案に基づく以下の 4つの融合研究プロジェクトを推進するなどして包括
的な研究を進めています。  

1）Energetic Particle Chain－高エネルギー荷電粒子降り込みが中層・下層大気に及ぼす影響－ 
2）パレオディテクターによる暗黒物質の直接探索 
3）過去の太陽地球環境のアナログ観測記録のデータレスキュー 
4）東南極の氷床内陸域における気候復元と宇宙環境変動に対する影響評価 
そして本年度、これらの融合研究をさらに発展させる文部科学省の共同利用・共同研究システム形成事業～学際
領域展開ハブ形成プログラム～「宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際ネットワーク形成」に採択され
ました。これに伴い、参画 5機関との連携を推進する中核的役割を担うべく、本研究所内に「超学際ネットワーク
形成推進室」を新設し、活動をスタートさせました。 

7つの研究部門については「8. 1. 基盤研究部門」で、融合研究戦略室とその融合研究プロジェクトについては「8. 
3. 融合研究戦略室」、超学際ネットワーク形成推進室については「8.4. 超学際ネットワーク形成推進室」で紹介い
たします。また、本研究所では、国内 4つの附属観測所（母子里、陸別、富士、鹿児島観測所）と国際的なネッ
トワーク観測網を有機的に利用した観測研究を進めると共に、国内および国外の研究者と共同・協力して多彩な
国際共同研究を推進する「国際連携研究センター」、大規模データの解析および先端的なコンピュータシミュレー
ション等に基づいて宇宙太陽地球システムの高度な研究を実現するための基盤整備と開発研究を推進する「統合
データサイエンスセンター」、航空機、気球、ロケット、人工衛星などの飛翔体を用いた観測研究の計画策定とそ
の実施に必要な技術開発を全国的なネットワークを通して推進する「飛翔体観測推進センター」の 3つの附属セン
ターを設置し、基盤研究部門と連携しながら国内外の関連分野の発展に貢献しています。「8. 2. 附属センター」に
詳細を掲載しました。 

 

 

 

 

 

本研究所における研究対象 
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研究テーマ・キーワード 

 太陽フレア・コロナ質量放出 

 内部磁気圏・放射線帯 

 オーロラサブストーム 

 宇宙天気・宇宙嵐 

 宇宙気候・太陽活動長期変動 

 宇宙プラズマ 

 数値シミュレーション 

 データ同化 

 

 

総合解析研究部では、太陽から惑星間空間と地球へのエネルギーと物質の流れのなかで発生する様々な現象の
包括的な理解と変動予測を目指した研究を、最新の数値シミュレーションや観測データの総合的な解析を通して
進めている。特に、非線形過程や領域間相互作用の結果として起こる諸現象（太陽黒点周期活動、太陽フレア、
コロナ質量放出（coronal mass ejection：CME）、磁気嵐、オーロラなど）の機構解明につながる研究を推進すると
ともに、これらの現象が社会に及ぼす様々な影響を定量的に予測する研究を、国内外の研究者との幅広い共同研
究を通して展開している。また、宇宙航空研究開発機構（JAXA）宇宙科学研究所や自然科学研究機構国立天文台
と協力し、太陽地球環境を観測する衛星ミッション（あらせ衛星、ひので衛星）の科学プロジェクトの拠点とし
ての活動も担っている。総合解析研究部に在籍する教員は、名古屋大学大学院理学研究科あるいは工学研究科の
協力講座教員として大学院教育も担っており、両研究科の大学院生、学部生が一つの研究室で学び合う理工融合
型の教育研究活動を実践している。 

 

2024 年度の主な活動  

角運動量輸送に関する制約つき最小二乗法に基づく内部子午面流推定 

太陽ダイナモの観測的研究として音波伝播時間測定に基づく内部子午面流推定がある。しかし子午面流由来の
シグナルが微小なためロバストな推定が困難であり、その大規模構造すらも未だ不明である。本研究では子午面
流大規模構造の把握を目指し、太陽赤道加速を再現する数値計算（Hotta & Kusano 2021）を参考に「子午面流は赤
道方向に角運動量を輸送する」という制約のもと推定を行った。その結果、ダブルセ
ル型子午面流分布を解として得た。一方、制約を加えることにより平均化カーネルの
分解能が劣化することも確認した。総じて、現段階で子午面流の大規模構造を確定す
ることはできないと言える（Hatta et al. 2024）。 

太陽遷移層モデリング:非平衡電離の空間解像度依存性 

太陽遷移層は彩層とコロナの間に位置する薄い領域であり、そこから放射される輻
射はコロナ加熱過程に関する重要な情報を含んでいる。本研究では、解適合格子を用
いた 2 次元輻射磁気流体シミュレーションを実施し、表面対流によって駆動される大
規模なダイナミクスを捉えつつ、遷移層の微細構造を空間的に解像した。また、磁気
流体シミュレーションと並行して、酸素イオンの電離度の時間変化を計算した。遷移
層内では最小 1.25 km の格子解像度を達成し、これにより上部遷移層（log₁₀T ≳ 5）は
十分に解像されるものの、下部遷移層（log₁₀T ≲ 5）は未解像のままであった。遷移層
輝線から合成したドップラーシフトや非熱的幅は、格子サイズが 40 km 程度でも収束

シミュレーションから得られた太

陽大気の温度マップ。白四角
の中に 16x16 の格子が含まれ
ており、遷移層付近には細かい

グリッドが割り当てられている。 
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するものの、観測される遷移層輝線特性との間には一部の相違が残る。また、O VI 輝線の放射強度は、格子サイ
ズ 2.5 km で収束し、電離平衡下で予測される値の 1.2 倍に達することが判明した。これは、遷移層と衝撃波の相
互作用によるものと考えられる。さらなるモデルの改良が必要ではあるものの、遷移層の解像を達成したことで、
非平衡電離状態における遷移層輝線形成の理解が深まり、コロナ加熱問題の解明に貢献する知見を提供できた。 

野辺山電波へリオグラフで観測された微小太陽フレアの統計研究 
太陽フレアで生成される高エネルギー電子からの非熱的放射に対する検出感度が高い野辺山電波へリオグラフ

の特徴を活かし、新たに開発した検出アルゴリズムを適用し、これまでに報告されていない非常に小さい規模の
太陽フレア（微小フレア）の自動検出に成功した。その微小フレアとこれまでに検出されていた大・中規模フレ
アの二つのグループに対し、電波ピークフラックスと電波放射継続時間・電波放射域の空間サイズ・軟Ｘ線ピー
クフラックスの相関を調べ、両者の持つ性質に有意な差は無いことを示した。また、一見、この結果に反する電
波スペクトルのフレア規模依存性についても、うまく説明する解釈を提案した。 

活動領域 NOAA 13664 における大型太陽フレアの予測解析 
陽活動領域 NOAA 13664 は 2024 年 5 月に 12 回の X クラスフレアを発生さ

せ、様々な宇宙天気現象を引き起こした。私たちは非線形フォースフリー磁
場モデルを使用して、この活動領域の 3 次元磁場の進化を体系的に分析
し、その磁場構造とフレアの関係を解析した。また、物理予測スキームで
ある κ-スキーム（Kusano et al. 2020）を適用し、フレアの予測可能性を評
価した。その結果、非ポテンシャル場の強度が 1000 G を超える高自由エ
ネルギー領域（HiFER）が複数存在することを見出し、HiFER 分布の複雑
な構造が連続した大型フレアの主原因であることを見出した。さらに、
κ-スキームはこれらのフレアを予測できることを確認した。 

 

電波掩蔽観測と MHD シミュレーションデータの統合解析による太陽風中の MHD 波動の研究 
太陽風は太陽中心から高度およそ 700 km までの領域で急激に加速される。アルヴェン波や磁気音波などの磁気流

体（MHD）波動が太陽風加速に寄与していると考えられているが、観測的な検証が不足している。本研究では、金
星探査機「あかつき」による電波掩蔽観測によって得られたプラズマ密度擾乱と MHD シミュレーション（Shoda et 
al. 2021）との比較から、太陽風の加速領域での密度変動を伴う MHD 波動の組成を調べた（Chiba et al. 2025）。その結
果、電波掩蔽観測で得られたプラズマ密度擾乱には速い磁気音波と遅い磁気音波の二種類の MHD 波動が含まれるこ
とが示唆された。今後これらの MHD 波動の組成をもとに、太陽コロナ中のエネルギー輸送を調査する予定である。 

高調波重力波モードの準解析的研究 
恒星内部では対流などの元素混合過程によって、化学組成勾配が形成されると考えられている。では実際にどの

ような化学組成勾配なのだろうか？もちろん直接観測は不可能だが、恒星振動に基づく内部探査（星震学）によっ
てそれを調べることができる。特に、化学組成勾配に敏感である重力波モード（浮力が復元力）が有用である。本
研究では節の数が多い（高調波）重力波モードに着目し、漸近近似に基づき高調波重力波モード振動数の準解析的
表示を導出した（Hatta 2023, ApJ）。高調波重力波モードは多くの中間質量主系列星に対し観測されているので、本
研究の表式を用いた恒星内部化学組成勾配の観測的研究などが今後は見込まれる。 

3 次元輻射磁気流体シミュレーションによる多様な太陽風の再現実験 
太陽風の速度や密度は観測される位置や時刻により多様で、太陽風速度、プラズマ密度・温度、アルフベン波の

強度、時間変動性、元素組成など様々な観点に基づいて分類される。代表例は高速風と低速風という区分で、これ

2024 年 5 月 10 日 06:00 UT、X3.9 フレアの直
前における AR 13664 の磁場分布。鉛直磁場 
(背景グレースケール：Bz [G]) 、HiFER に対

応する非ポテンシャル場の等高面、非線形
フォースフリー磁場の磁力線が描かれている。 
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ら異なる速度を持つ太陽風が惑星間空間で衝突すると、時に惑星磁気擾乱の発生源となる。太陽風が周辺宇宙環境
に与える影響を理解・予測するためには、太陽風の多様性がどのような条件や仕組みで発生するのかを解明するこ
とが不可欠である。そこで本研究では、理化学研究所のスーパーコンピュータ「富岳」を用いて太陽内部から太陽
風加速までを一貫して解く 3次元輻射磁気流体シミュレーションの網羅的なパラメータサーベイを実施した。その結
果、300 km/s を下回る低速太陽風から 500 km/s を上回る高速太陽風まで、多様な太陽風を再現することに成功した。 

2024 年 5 月の巨大宇宙嵐に伴うジオスペース変動について 
2024 年 5 月、約 20 年ぶりとなる巨大な宇宙嵐が発生し、ジオスペースでは多くの顕著な変動が観測された。あ

らせ衛星は、放射線帯の高エネルギー電子について、L<3 の領域で数千倍以上のフラックス増加と、その後の持続
的な減少を捉えることに成功した。本研究では、この電子フラックスの減少過程に着目し、減少の時定数のエネル
ギー依存性を導出した。さらに、あらせ衛星が観測したプラズマ波動のデータから推定される減少時定数との比較
を行った。その結果、ホイッスラーモード波動ヒスが高エネルギー電子の散乱に関与している可能性が高いことが
明らかとなった。 

あらせ衛星による 2024 年 5 月巨大磁気嵐時のリングカレントイオン組成の観測 
あらせ衛星は 2024 年 5 月 10–11 日に巨大磁気嵐（SYM-H 最小値: −518 nT）において、内部磁気圏でリングカ

レントイオン組成の観測データの取得に成功した。今まで SYM-H 最小値が−250 nT を下回る大型の磁気嵐では、
リングカレントのその場観測と太陽風のモニター観測は同時には実現されて来ず、初めての同時観測機会となっ
た。今回、太陽風が高密度であったにもかかわらず、リングカレントイオンのエネルギー密度の大部分は酸素イ
オンなどの地球起源イオンが担っていた事が示された。これは磁気嵐を駆動するエネルギーは太陽風から来てい
るが、リングカレントを担うイオンは圧倒的に地球起源であることを証明している。 

中緯度プラズマ圏における低域混成共鳴周波帯放射の発見 
ホイッスラーモードの波動は磁気圏の電子を変動させる波動の一種であ

る。しかし、ホイッスラー波動が中緯度磁気圏で反射する際に波動特性が
どのように変化するのか観測的実証が不十分であった。我々はあらせ衛星
が磁気緯度 40 度まで観測できることに着目し、中緯度プラズマ圏では低域
混成共鳴周波数付近に静電的な放射が生じていることを世界で初めて示し
た。レイトレーシングの結果、この放射は低域混成波へのモード変換が起き
たため生じたと考えられる。この発見は、ホイッスラーモードの減衰率の評
価や中高緯度での静電波による電子加速、周波数特性を利用したイオン質
量推定など、磁気圏ダイナミクスの研究に応用されることが期待される。 

 

内磁気圏における EMIC 波の研究：1) 相対論的電子に対する非線形 EMIC 波動粒子相互作用、2) 2024 年

5 月の激しい磁気嵐中における内部磁気圏深部での HF EMIC 波の観測 
電磁イオンサイクロトロン（EMIC）による波動粒子相互作用は、磁気圏における高エネルギー粒子のダイ

ナミクスを制御する上で重要な役割を果たしていると考えられている。特に非線形プロセスは、放射線帯外帯に
おける相対論的電子の急激な損失を引き起こす。我々は Van Allen Probes とあらせ衛星による観測データを用い
て、内部磁気圏における EMIC ライジングトーン放射が相対論的電子に与える影響を明らかにした。磁力線方向
のピッチ角において、エネルギーが 0.2–4 MeV の相対論的電子の強いフラックス減少が、太陽風動圧の増加時に
発生した強力な EMIC ライジングトーン放射と関連していることを示した。結論として、EMIC ライジングトーン
放射は、その非線形波動成長による周波数帯域の広がりによって、その電子との共鳴エネルギーを数 MeV まで
拡大し、EMIC 波動粒子相互作用を通じて MeV 電子の迅速な損失を引き起こすだけでなく、さらに non-resonant
効果を通じ準相対論的エネルギーの電子とも相互作用することが明らかになった。2024 年 5 月の磁気嵐におい

低域混成共鳴周波数帯の静電放射の子
午面発生頻度分布（％）±20 度以降に頻

度が集中していることが分かる。 
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て、最小 Dst 指数は約−412 nT に達し、過去 10 年間で最大規模の磁気嵐を記録した。このイベントではリングカ
レントの内側境界が磁気嵐の主相の間に内部磁気圏深部まで入り込んでいた。また、この激しい磁気嵐の間にあ
らせ衛星の観測データは、通常よりも周波数が高い EMIC 波（HF EMIC 波）の出現を観測していた。あらせ衛星
の観測によると、L〜2 の領域で周波数 5–36 Hz の HF EMIC 波が、主相および回復相の初期に発生していた。HF 
EMIC 波に伴う高エネルギー陽子および相対論的電子の最低共鳴エネルギーは、これらの波が低 L 値の領域で、
相対論的電子の損失を引き起こす可能性を示唆している。この観測結果は、内部磁気圏深部における EMIC 波の
生成および高エネルギー粒子の動態に関する新たな知見を提供するものである。 

2017 年 5 月 27 日の磁気嵐における EMIC 波動と粒子相互作用およびプロトン降下現象の調査 
磁気嵐は地球磁気圏にさまざまなプラズマ波動を生成する。中でも EMIC波動はリングカレントのプロトンを散乱

させ、サブオーロラ帯電離圏への降下を引き起こし、磁気圏と電離圏の結合に重要な役割を果たすとされている。
本研究では、BATS-R-US + RAM-SCBE モデルを用いて EMIC 波動の変動とプロトン降下との対応、および観測され
た波動・粒子相互作用に関するモデルの再現能力を調査した。2017 年 5 月 27 日の磁気嵐では、あらせ衛星および
RBSP-A 衛星によって内側磁気圏で EMIC 波動が観測された。同時に、DMSP および NOAA/MetOp 衛星は夕方から真
夜中の領域で著しいプロトン降下を記録した。本研究によるシミュレーション結果にもとづくと、プロトンおよび
ヘリウムの周波数の EMIC波動は、プラズマポーズ付近での強い温度非等方性により励起された。シミュレーション
で得られた EMIC 波動成長率の時間変化は、あらせ衛星の観測と類似しており、本シミュレーションが EMIC 波動活
動を定性的に再現できることを示した。さらに、本シミュレーションは、DMSP および NOAA/MetOp 衛星の観測と
一致するプロトン降下フラックスを再現し、リングカレント中のプロトンが
EMIC 波動によって散乱され、サブオーロラ帯電離圏に降下するというプロ
セスと整合的であった。これらは、EMIC 波動によるプロトン降下現象への
理解を深めるとともに、宇宙天気予測におけるその影響を明らかにするもの
で、磁気嵐時の内部磁気圏・電離圏結合の重要性を示す結果である。 

2024 年 5 月に発生した巨大磁気嵐時におけるプラズマ圏・電離圏

電子密度変化 
2024 年 5 月に発生した巨大磁気嵐時におけるプラズマ圏・電離圏の電子密

度変化を解明するために、全球電子数（TEC）とあらせ衛星で観測された内
部磁気圏における電子密度データの解析を実施した。電離圏における電子密
度変化を捉えるために、地磁気静穏日における TEC 値の平均値を求め、そ
こからの偏差を平均値で規格化した rTEC 値を導出した。また、内部磁気
圏・プラズマ圏に おける 電子密度は、常時 観測さ れる高域混成共 鳴
（UHR）波動の上限周波数から推定した。その結果、磁気嵐に伴ってプラ
ズマ圏が急激に縮小し、静穏レベルに回復するまでの時間が通常のプラズマ
圏再充填の時間よりもかなり長かった。その原因として電離圏において強い
負相嵐が長時間継続していたことが全球 rTEC 値の解析から判明した。 

 
あらせ衛星の高エネルギーイオンデータを用いた O+-H 電荷交換断面積の推定 

磁気嵐は磁気圏における西向き環電流を特徴とする。環電流の減衰において、水素原子との電荷交換反応によ
る、酸素原子イオンの減少が重要である。しかし、この粒子ペア（O+−H）の電荷交換断面積は、環電流に対応
する 10–100 keV において、室内実験では明らかでない。本研究では、あらせ衛星の観測データを用いて、この
電荷交換断面積を求めた。2024 年 5 月の磁気嵐回復相において、あらせ衛星の、あるパスと 19 時間後のパスを
比較した。その結果、O+−H 電荷交換断面積は、現在想定されている値の約半分であった。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

2024 年 5 月 10–13 日の地磁気指数
（SYM-H）（上段）と北半球における全球
rTEC の極域プロット（下段）。上段の点線

は、rTEC の極域プロットの時刻を示す。 
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研究テーマ・キーワード 

 宇宙線の加速機構とその伝搬の解明 

・宇宙ガンマ線観測 

・太陽中性子観測 

 宇宙線と地球との相互作用 

・超高エネルギー宇宙線の核相互作用の研究 

・宇宙線生成核種による過去の宇宙線変動の 

解明 

 宇宙線による宇宙素粒子物理学 

  ・暗黒物質・ニュートリノの研究 

 

 
宇宙線は宇宙から地球に降り注いでいる自然の放射線である。宇宙線の主成分は陽子であり、電子や原子核な

どの荷電粒子、ガンマ線などの高エネルギー光子やニュートリノも含む。宇宙のどこかで生まれた宇宙線は、星
間磁場や太陽・地球の磁場による影響を受けながら地球へ到達する。宇宙線研究部では、フェルミ・ガンマ線宇
宙望遠鏡（フェルミ衛星）やマジック望遠鏡、チェレンコフ望遠鏡アレイ（Cherenkov Telescope Array: CTA）実験
による宇宙ガンマ線の観測、また世界各地の高山に設置した太陽中性子観測網により、宇宙線の起源と宇宙プラ
ズマに普遍的な粒子加速のメカニズムの解明を進めている。 

宇宙線はまた、地上の実験では到達できない超高エネルギーの現象や未知の素粒子についてヒントを与えてく
れる天然の素粒子実験場である。宇宙線研究部では、超高エネルギー宇宙線が大気原子核と衝突して起こす原子
核反応を検証するため、Large Hadron Collider（LHC）や Relativistic Heavy Ion Collider（RHIC）などの衝突型加速
器を用いた LHC forward（LHCf）実験、RHIC forward（RHICf）実験を行い、宇宙線の空気シャワー現象の解明を
進めている。また、岐阜県神岡の地下においてスーパーカミオカンデによるニュートリノの研究や、将来計画の
ハイパーカミオカンデを推進するとともに、イタリアのグラン・サッソ国立研究所での XENONnT 実験で宇宙暗
黒物質の直接検出に挑んでいる。 

ガンマ線は地球大気に突入して電離を起こし、さらに原子核反応により放射性炭素 14 などの宇宙線生成核を作
り出しながら、そのエネルギーを地表まで持ち込む。年輪や氷床コアに残された宇宙線生成核を調べることで、
過去に行った突発的な宇宙線増加現象や、太陽や地球の磁場変動史の解明を行っている。 

 

2024 年度の主な活動                                               . 

ガンマ線観測による宇宙ガンマ線源の探求 

ガンマ線は、暗黒物質の相互作用や宇宙線と星間ガスの相互作用によって生成されると考えられているため、
宇宙線・星間ガスの分布や性質の研究や暗黒物質探査に適している。 

現在、100 GeV 以下から 100 TeV 以上のエネルギーの宇宙ガンマ線を観測できる次世代ガンマ線観測天文台 CTA
の開発を進めている。我々は、CTA のなかでも小口径望遠鏡に採用されたシリコン光電子増倍素子（SiPM）の開
発、調達、較正に責任を持つことになっている。現在、小口径望遠鏡の初号機のカメラを制作中であり、そのた
めに必要な SiPM のスペアも含めた調達を完了している。さらに、国際入札の手続きを含めると調達に 1 年以上か
かるため、次の 5 台分の SiPM の購入を進めている。 

我々は、2048 個の SiPM を使用する小口径望遠鏡を 40 台以上制作する予定であり、多数の SiPM を使用する。
そのため、SiPM の不良原因やその発生頻度を理解する必要がある。その初期試験として、モジュール 2 個で合
計 128 個の SiPM の漏れ電流を 6 ヶ月以上測定した。1 つの SiPM で漏れ電流が 10 倍になる現象を観測したが、
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SiPM 自体のダークカウントレートに大きな変化はないこと、漏れ電流が電圧に比例し抵抗のような振る舞いを
示すことから、この漏れ電流増加は SiPM と並列に存在する電流源が存在することを示唆している。さらなる外
観検査により損傷した電極が見つかり、遠赤外線画像による温度測定により損傷した電極付近でジュール熱によ
る加熱を確認したため、損傷した電極が原因であることを確定した。将来の製造過程では自動外観検査で除外す
る予定である。 

また、20%の SiPM で漏れ電流が一定量増減する現象を観測し、中にはいくつかの電流増減モードを示す SiPM
もあった。この電流増減は、対応する欠陥の活性化、不活化によって引き起こされ、複数の電流増減モードは、
複数の異なる欠陥に起因すると推定している。実際に、欠陥における励起されたキャリアの再結合による局所的
な発光を検出し、発光量が超過電流に比例することを確認している。また、暗電流の増減が発光箇所の明滅と同
期していることも確認した。蛍光顕微鏡による画像から、微弱な発光箇所は無数に存在しているが、輝度が高い
のは電場強度が高いマイクロセルの角に集中していることがわかった。したがって、超過電流は欠陥が原因であ
り、電場強度が欠陥による電流増大や発光輝度を支配していると考えられる。構造を修正し電場強度を低くする
ことで、超過電流を減らすことが期待される。 

宇宙線生成核種を用いた過去の宇宙線変動の研究 

地球へ降り注ぐ宇宙線は、大気と相互作用を起こして様々な二次粒子を生成する。その中でも半減期の長い宇
宙線生成核種（14C や 10Be など）は、過去に地球へ到達した宇宙線強度の優れた指標として用いられている。我々
は樹木年輪の 14C 濃度や氷床コアの 10Be 濃度を測定し、過去の宇宙線変動を調査している。これまでに、屋久杉
などの 14C 濃度測定から西暦 774 年、西暦 993 年、紀元前 660 年頃の宇宙線増加イベントを検出してきた。これら
の宇宙線急増の原因は、Solar Energetic Particle（SEP）イベントと考えられており、その規模は観測史上最大の
SEP イベントの数十倍に及ぶと見積もられている。このような大規模な太陽面爆発が現在発生すると、現代社会
に甚大な影響が及ぶと危惧されている。我々は、年輪の 14C や氷床コアの 10Be を用いて、過去に生じた大規模な
SEP イベントを検出し、その発生頻度等の調査を行っている。 

これまでに、樹木年輪中 14C 濃度の 1 年分解能の測定から、過去 1 万年間を対象に、西暦 774 年のような大規模
SEP イベント（14C 濃度の急増イベント）を網羅的に探索してきた。本年度は、主に国産の樹木試料を用いて、紀
元前 2 千年代–紀元前千年代の調査を進めた。また、これまでに報告または検出された 14C 濃度の急増年代（主に
完新世の 7 つの年代）について、複数の宇宙線生成核種データからその原因に対する知見を得るため、南極ドー
ムふじ氷床コアを用いて、10Be 濃度及び 36Cl 濃度の分析を進めた。10 月には、Joint Symposium of Space Climate 9 
Symposium and ISEE Symposium を名古屋大学で主催し、これらの結果について報告した。 

地下実験でのニュートリノの研究 

ニュートリノは質量をほとんど持たず、中性で弱い相互作用のみで散乱する貫通力の強い素粒子である。3 種
類のニュートリノが量子力学的に混ざり合って起こすニュートリノ振動により、ニュートリノの質量などニュー
トリノの性質を探る事ができる。宇宙線研究部では、神岡地下施設でのスーパーカミオカンデ（SK）実験での
ニュートリノ研究を行うと共に、有効体積を 8 倍大型化した将来計画ハイパーカミオカンデ（HK）実験を推進
している。 

本年度は去年から進めている SK 実験によるステライルニュートリノ探索について、感度向上のための検討を
進めた。ステライルニュートリノは電子、ミュー、タウの 3 つのニュートリノとは異なる 4 番目のニュートリノ
であり、他実験によってその存在を示唆する結果が得られている。ステライルニュートリノが弱い相互作用をし
ない性質を利用して、大気ニュートリノによる中性カレント事象の到来方向の上下非対称性を用いたステライル
ニュートリノ探索を行っている。この探索では、中性カレント相互作用によって生成される高エネルギー陽子
を検出することが重要である。荷電カレント相互作用によって生じるミューオン事象がバックグラウンドとな
るが、陽子事象検出の高効率かつ低バックグラウンドの事象選別手法を機械学習の技術を導入して、開発をす
すめている。 
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また、HK の建設は順調に進んでいる。2024 年現在は主空洞の掘削が進んでおり、完成すると世界最大の地下
空洞となる。そこに直径 68m、高さ 71m の超巨大水タンクを設置してニュートリノ観測が行われる。そこに取り
付けられる新型 20 インチ Box&Line 型光電子倍増管（Photomultiplier Tube: PMT）の製造も順調に進んでおり、現
在 1 万本以上が生産されていて最終的には約 2 万本となる。それ以外にも実験に必要なさまざまなパーツや機器
の準備も順調に進んでいる。光電子増倍管を守るためのカバー、多数の小型の光電子増倍管を組み合わせた光学
モジュール、データ収集用の電子回路などの性能評価試験や最終デザインの決定が行われた。2027 年度の検出器
の完成に向けて、今後はこれらの生産も進めて行く予定である。 

液体キセノンを用いた宇宙暗黒物質の研究 

宇宙空間には相互作用が弱く、観測が困難な暗黒物質が存在し、その正体は未発見の素粒子 Weakly Interacting 
Massive Particle（WIMP）と考えられている。宇宙線研究部では本学素粒子宇宙起源研究所（KMI）と連携し、
イタリア・グランサッソ国立研究所の地下施設において進行中である液体キセノンを用いた XENONnT 実験によ
る暗黒物質直接探索と、その将来計画である DARWIN/XLZD 実験に向けた検出器開発を行っている。本年度は
2021–2023 にかけて XENONnT 実験で取得したデータを用い、太陽 8B ニュートリノによるコヒーレントな原子核
散乱信号の探索を実施した。ニュートリノによる原子核散乱信号はエネルギーが非常に小さいことから本解析で
はこれまでよりも低いエネルギー閾値を達成する必要があり、増加するバックグラウンドノイズ事象は機械学習
を用いた事象選別を開発することで効率的な排除を実施した。解析の結果、2.7σの有意度で太陽ニュートリノ
信号を捉えることに成功しており、探索結果をまとめ、Physical Review Letters（PRL）誌に発表した。ニュート
リノによる原子核反跳プロセスは、低質量暗黒物質による信号と区別がつかないことから将来実験における究極
のバックグラウンドと目されている。ニュートリノフォグと呼ばれるこの領域に初めて到達した本結果は暗黒物
質探索における重要なマイルストーンであり、PRL 誌 Collection of the Year 2024 に選ばれるなど高い評価を受け
ている。  

上記の結果に加え、暗黒物質探索そのものについても成果を発表している。上記の低閾値解析を用いた低質
量暗黒物質の探索では、太陽ニュートリノ信号を標準太陽モデルに従うバックグラウンドとおくことで探索を
実施した。有意な暗黒物質信号を捉えることはできなかったものの、6 GeV/c2 の質量で断面積に対し 2.5×10−45 
cm2 の上限値をつけており、世界で最も厳しい制限を得ている。 高質量暗黒物質についての探索についても従
来から約 3 倍のデータを用いることで、30 GeV/c2 の質量で 1.7×10−47 cm2 の上限値を得ることに成功した。こ
れは競合する LZ 実験よりも弱い制限となるものの、従来の XENONnT による制限を 2 倍程度更新することに成
功している。  

また将来の液体キセノン暗黒物質検出器に向けた研究開発の取り組みとして、検出器部材からのラドンの侵入
を防ぐ石英容器を用いた密閉型液体キセノン Time Projection Chamber（TPC）検出器や、低バックグランド紫外
光検出器の開発を続けている。本年度は密閉型液体キセノン TPC において、ガスキセノンを用いたラドン遮蔽
能力の実証を行い、実際に 99%以上の遮蔽能力の達成を確かめた。また石英細線コーティング電極を用いた液相
１相型 TPC の開発では、実際に液体キセノン中における試験を実施し液中での比例蛍光信号の生成に成功した。
今後一電子あたりの増幅率など、より詳細な測定を実施していく計画となっている。紫外光センサー開発として
は、低ダークカウント SiPM の開発や、SiPM を用いたハイブリッド PMT の開発を行い、特に PDE の測定に向け
たセットアップの作成と試験測定を実施した。 

加速器を用いた宇宙線相互作用の研究 

高エネルギー宇宙線はどこでどのように加速されているか？この問に答えを得るべく観測が世界中で様々な
手法で実施されている。高エネルギー宇宙線の観測は、大気と衝突を繰り返して生じる粒子シャワー現象（空
気シャワー）を地上から観測することで行われている。観測される空気シャワーから元の宇宙線の情報を抜き
出すためには、宇宙線と大気との高エネルギー相互作用を理解することが不可欠であり、宇宙線の化学組成（陽
子、鉄原子核など）では使用する相互作用モデルによって観測データの解釈が異なるという問題が生じている。
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そこで、我々は欧州原子核研究機構（CERN）にあ
る世界最大の粒子加速器 LHC と米国のブルックヘ
ブン国立研究所にあるRHIC加速器を用いて、高エネ
ルギーハドロン相互作用の研究を行っている（LHCf 
および RHICf 実験）。 

LHCf 実験はこれまでに複数回の測定を行ってお
り、直近では 2022 年には LHC 加速器の重心系エネ
ルギー√s = 13.6 TeV の陽子–陽子衝突の 3 億事象も
の高統計データを取得した。この衝突エネルギーは
宇宙線と大気原子核との相互作用に換算すると約
1017 eVに相当する。現在は、この高統計データを利
用した新しい解析手法の開発を進めている。ひとつ
が、4つの光子が同時に入射する事象を用いて K0

s中
間子を再構成する手法である。数センチメートル内
に入射する 4 つの光子を識別することは難しく、従
来の手法では検出効率が 2％と非常に低かったが、
機械学習を導入して 40％程度まで検出効率を向上
する見込みが立った。もうひとつは、LHCf 検出器
の後ろに設置されている ATLAS-ZDC 検出器との共
同解析である。2 つの検出器を組み合わせて中性子
測定を行うことでエネルギー分解能が 40％から
20％に改善できることをデータで実証した。    

また、2025年には、宇宙線と大気原子核衝突を研
究する上で理想的な陽子と酸素原子核の衝突の測定
が予定されている。これは長年、我々を含む宇宙線
コミュニティから LHC 委員会に要望を出しており、ついに実現する運びとなった。本測定の成功を確実なもの
とするため、2025 年 2 月および 3 月には CERN において実験準備作業を行った。LHC トンネル内への検出器の
搬入と最終動作確認に加え、ATLAS 実験との共同データ取得に向けた連携テストも実施した。この測定は、
LHCf 実験にとって最後の測定となる予定である。そのため、これまで蓄積してきたすべての知見と技術を結集
し、万全の態勢で準備を進めている。 

 
 
 
 
 
                     

LHC トンネル内に検出器を運んでの最終動作テストの様子。手前

にあるのが LHCf 実験の検出器で、奥に周長 27 km に及ぶ LHC
加速器トンネルが続いている。 
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研究テーマ・キーワード 

 太陽風と太陽圏 3 次元構造 

 惑星間空間シンチレーション （IPS) 観測 

 コロナ質量放出 (CME)  

 太陽圏長期変動 

 宇宙天気予報 

 電波天文観測 

 電波望遠鏡・装置開発 

 パルサー 

 
 

太陽圏は太陽から吹き出したプラズマ（太陽風）や、磁場に満たされた銀河空間に浮かぶ巨大な泡のようなもので
ある。地球はこの中で生まれ、進化してきた。太陽風は宇宙時代の幕開けとともにその存在が確認されたが、その加
速機構や宇宙空間での伝搬機構は、まだ十分に解明されていない。そのため、太陽圏研究部では独自の観測装置を開
発し国内 3 ヶ所に設置することで、地上から太陽風の 3 次元構造を捉え、太陽風の物理過程の解明に取り組んでいる。 

地上観測の最大の特長は、長期にわたる安定運用であるが、これまでの観測の蓄積により太陽の活動周期と太陽風
構造の関係を詳しく研究できるようになってきた。特に第 24太陽活動周期の活動の落ち込みでは、これまでにない太
陽風の構造やプラズマの特徴をいち早く捉えることに成功している。 

近年、我々の実施している太陽風観測は、太陽圏の大規模構造シミュレーションの初期値として用いられたり、惑
星・彗星ミッションなどで探査機の太陽風環境予測の基礎データとして用いられたりすることが多くなった。世界的
に太陽風の 3 次元的な観測データの需要が増えてきたといえるであろう。また、定常的に観測データを取得するとと
もに、より発展的な研究に繋げられるように、次世代装置の開発も行っている。 

 

2024 年度の主な活動                          

惑星間空間シンチレーション（IPS）システムを用いた太陽風観測 

本研究グループでは、1980 年代より惑星間空間シンチレーション（IPS）の 327 MHz 多地点システムを用いて太
陽風の遠隔測定を行ってきた。得られた IPS データを Tomography 法で解析することで、太陽風速度および密度ゆら
ぎの全球的な分布を精度よく決定できる。特に高緯度の太陽風は目下、飛翔体観測が行われていないため、IPS 観
測は太陽風の全球的な分布に関する貴重な情報を提供する。現在我々が運用している IPS 多地点システムは、豊川、
富士、木曽に設置された 3 つの大型アンテナで構成される。豊川アンテナ（太陽圏イメージング装置 SWIFT）は 3
つのアンテナ中で最も大型・高感度であり、2008 年から観測を開始し、毎日稼働している。また、富士、木曽アン
テナは 2013‒2014 年に受信機が更新され、感度が向上した。これら 2 つのアンテナは、山間部に設置されているた
め、冬期間は雪のため運用を中止する。よって、多地点観測による太陽風速度データは冬期間得られない。一方、
太陽風密度ゆらぎのデータは豊川アンテナの観測から求められるため、1年を通じて利用可能である。取得した IPS
データは本研究所の ftp サーバを介して即時的に公開し、様々な国際共同研究プロジェクトに利用されている。 

今年度は、富士、木曽ともに 4 月上旬に観測を開始することができ、4 月 12 日から 3 点観測を開始した。今年
度の観測はおおむね順調であったが、8 月に木曽のアンテナ制御系のモジュールが雷により破損し観測が中断した。
またその際に観測棟内の 200V 系電線に漏電が発生した。これらの雷被害を受けたこともあり、その対策として木
曽アンテナのアースを取り直す工事を行った。また同様に、豊川でも雷被害により増幅器および信号合成器が故
障し観測が中断した。さらに 9 月下旬から 12 月の期間に富士のアンテナが停止する障害が頻発したため、次年度
駆動系を更新する。 
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国際共同研究の推進 

Alfvén Wave Solar Model（AWSoM）は太陽表面から惑星間空間までを連続的に解ける太陽圏の磁気流体シミュレー
ションモデルである。また Alfven 波の伝搬や散逸をモデル化することで、太陽風加速をモデルに組み込むことがで
きる。本モデルの太陽風加速結果を IPS 観測結果と比較する共同研究を行うために ISEE International Joint Research 事
業を用いてロッキードマーティン太陽・天体物理学研究所の Nariaki Nitta 博士と Meng Jin 博士を招聘した。AWSoM
と IPS 観測結果の比較を行うと共に、同じく太陽圏の磁気流体モデルである SUSANOO の結果と AWSoM の同じ時期
の計算結果を比較する研究も行った。多くの共同研究課題が見つかり継続的に共同研究を進めることになった。 

英国 SKA Observatory（SKAO）の浅山博士を国際技術交流事業で招聘し、次世代太陽風観測装置の開発に向け
て、SKA で得られた知見を応用して開発や性能評価を行う検討を行った。また、滞在時には次世代装置に向けて
開発したアレイアンテナを研究所地区の駐車場に展開し信号の受信実験を行った。 

世界の IPS 観測局が連携して太陽風の 24 時間観測を実現し、宇宙天気予報の向上を目指す World IPS Stations 
（WIPSS）について、11 月にポルトガルのコインブラで行われた European Space Weather Week 2024 で今後の活動
を議論した。国際共同研究をより活発に進めるために定期的なオンラインミーティングを開催することになった。 

次世代太陽風観測装置計画の推進 

次世代太陽風観測装置の計画を推進した。2024 年度科研費の基盤研究(S)に提案し採択された。総額 1.6 億円を
用いて富士観測所に計画の 1/3 程度（1200–1500 平方メートル程度）のアレイアンテナを建設することを目指し
開発を進めた。平面反射板の設計を行い、1.3 × 2 m のメッシュタイルを開発した。また現地調査を行い建設方
法を想定業者と議論した。3 月には試作したタイルが納入された。アンテナ・受信系では概ね想定性能が得られ
ることが分かったが、信号合成系は損失率が高く、継続して検討が必要であることが分かった。デジタルバクエ
ンドは想定通りの性能が得られ、量産化することになった。 

次世代太陽風観測装置用フェーズドアレイアンテナ系の開発 

次世代太陽風観測装置の開発に際してアンテナ系統の開発を行った。次世代装置では 16 本の小型アンテナを 1
サブアレイとし、1024 基のサブアレイを金属反射板の上に展開する計画である。各サブアレイには位相遅延が与
えられビームを 2 次元に動かすことができる。そのため、次世代装置の視野であるビーム走査の範囲はサブアレイ
のビーム幅により制限される。また、アンテナを展開することでアンテナ素子間に生じる電磁的な相互作用による
インピーダンス整合の低下が考えられる。そこで、サブアレイのビーム幅が南北×東西に 120°×7°、アンテナの電
力伝送率が 96%以上を目標としてサブアレイと小型アンテナの開発を行った。ビーム幅においては金属反射板から
のアンテナの高さを調整したところ、高さが 30 cm の場合に
140°×5.7°のビーム幅を達成した。次に、アンテナが展開さ
れた状況でインピーダンスの整合性を評価するため観測周
波数にインピーダンス整合の取れた半波長ダイポールアン
テナを 3×3 アレイに配置し、最も相互結合の影響を受ける
中央のアンテナの反射係数 S_11 を測定した。その結果、予
め観測周波数にインピーダンス整合を取っておくと、アン
テナの展開時でも電力伝送率が 96%以上を達成できること
が分かった。東西のビーム幅は目標とする 7°を未達成であ
るが、5.7°のビーム幅でも他の基地局と相関のとれる時間が
現在の約 3 倍になるため、十分な性能であると考える。今後
は、受信機・バックエンドと連携し実用的な試験を行う必
要がある。本研究の成果は 2024 年度の修士論文「次世代太
陽風観測装置用のフェーズドアレイアンテナ系の開発」に
まとめられている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3×3アレイでのインピーダンスの評価実験。半波長ダイ

ポールが 50 cm 間隔に配置されており、下にはメッシュ
状の金属ネットを敷いている。 
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次世代太陽風観測装置用アナログ信号合成系の開発 

次世代太陽風観測装置の一部であるアナログ信号受信系（RX 系）の開発を行った。まず、要求性能の推定の結
果、受信器雑音温度 97 K、ゲイン 70 dB であることが分かった。次に、RX 系のプロトタイプをバラックで作成し、
性能評価を行った。性能評価の結果，受信器雑音温度は 281 K、ゲイン 83 dB 
となった。16 信号合成器の雑音指数は 0.5 dB と最善をつくすことができたも
のの、RX 系前段に位置する同軸ケーブル（4.6 m）や低雑音増幅器の雑音指
数は 1 dB 以上であり、RX 系全体の性能を劣化させる要因となっていること
が判明した。既製品レベルの性能を参照し RX 系の最適化を行った結果、受
信器雑音温度は 130 K 程度まで改善することができる見込みが立っている。
本研究の成果は 2024 年度の修士論文「次世代太陽風観測装置用アナログ信
号受信系の開発」にまとめられている。 

次世代太陽風観測装置用ディジタルバックエンドの開発 

最先端のディジタル技術を活用した広視野かつ大口径
の次世代太陽風観測装置（次世代機）の開発において、
Phase-0 として 8 ch 分のディジタルバックエンド（プロト
タイプ機）と、Phase-1 として 64 ch 分のディジタルバック
エンド（64ch 系）が開発済みである。しかしながら、詳
細な性能評価が行われていないため、量産に向けた課題
とその解決策の発見が課題となっていた。本研究の目的
は、段階的に拡張可能な大規模デジタルフェイズドアレ
イシステムを実現するための要素技術の獲得と、量産に
向けた課題とその解決策を発見し、量産可能であるかを
判断することである。そのため、白色雑音を用いた疑似
信号を入力信号として、64 ch 系の評価試験を実験室で実施した。次世代機の新規性として、ケーブル長によるシ
ステム由来の位相・振幅差をディジタル技術で補償する機能が実装されている。実験では、アンテナ-ADU（A/D 
converter Unit）をつなぐ RF ケーブル、ADU-BFU（Beam Forming Unit）をつなぐ光ケーブルの長さを変化さ、キャ
リブレーションしたのち各 500 回ビームフォーミングを行い積分した結果の相関を比較した。正しく位相補償でき
ていれば、どの結果も同じスペクトル形状になる（図）。すべての測定結果の相関係数が 0.99 以上だったので、こ
の補償機能が設計通りに動作していることが確認された。本研究により、ディジタルバックエンドはディジタル分
光計およびディジタルマルチビームフォーマの両面において設計通りに構築されており、量産を開始してもよいこ
とが示された。本研究の成果は 2024 年度の修士論文「次世代太陽風観測装置用ディジタルバックエンドの開発」
にまとめられている。 

惑星間空間シンチレーション観測と Hinode 衛星観測で探

る低速太陽風の流源および太陽風の加速機構 

本研究では太陽の活動領域で観測されるプラズマの上昇流に
着目し、本研究部が実施する IPS 観測と太陽観測衛星 Hinode の
観測結果を解析することで、低速太陽風の流源と太陽風の加速機
構の理解を目指した。図は Hinode 衛星で観測されたドップラー
速度（下側）と IPS 観測から得られた太陽風速度（上側）を磁力
線で接続した例を示している。ここで、下側のドップラー速度
は暗い領域が上昇流、上側の太陽風速度は暗い領域が低速太陽
風であり、上昇流が磁力線を介して低速太陽風と接続している

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

位相補償機能に関する実験結果。各グラフの横軸は共通して、
ビームフォーミングにより得られたスペクトルの FFT bin 番号を
表す。縦軸は、各 FFT bin のパワースペクトル[dBFS]である。 

 
 
 
 

 
 

 
評価を行ったアナログ受信系。 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

ひので衛星（下図）と IPS 観測（上図）の対応関係。 
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ことが分かる。2007 年から 2022 年にかけて 1 太陽活動周期以上に渡る 51 のデータセットを解析した結果、23
サンプルの上昇流が 500 km/s 以下の低速太陽風の流源になり得ることが分かった。さらに、複数の磁力線から
成る磁束管の拡大率が図のように比較的小さいサンプルでは、磁気流体波動である Alfvén 波が太陽風の加速に寄
与する可能性が高いことが分かった。本研究の成果は 2024 年度の修士論文「惑星間空間シンチレーション観測
と Hinode 衛星観測による低速太陽風の流源および太陽風の加速機構の研究」にまとめられている。 

SUSANOO-CME における CME の地球到達時刻に対する初期条件パラメータサーベイ 

本研究所と国立研究開発法人情報通信研究機構（NICT）
が共同開発するグローバル太陽圏 MHD モデル「SUSANOO-
CME」を用いて、CME（コロナ質量放出）の地球到達時刻
に対する初期条件パラメータのサーベイを実施した。CME
は太陽地球環境を激しく乱す主因であり、その地球到達の
規模や時刻の予測精度を高めることは極めて重要である。
しかしながら、現行の予測モデルにはなお多くの改善の余
地があり、性能向上にはモデル各部の個別性能の評価およ
び較正が有効と考えられる。 

本研究では、シミュレーションに与える初期パラメータ
を典型的な範囲で独立に変化させた多数のケースを実行
し、CME の地球到達時刻のばらつきを調査した。特に、
SUSANOO-CME の特徴である spheromak 磁場構造による
CME モデルにおいて、磁束を対象としたパラメータサーベ
イは本研究が初の試みである。 

これまでの解析により、各パラメータと予測到達時刻と
の関係を視覚化したパラメータダイアグラムを提案し、そ
の中でも磁束が他の初期条件に比べて予測の不確実性に与
える影響が大きいことを示唆してきた。そこで本年度は、
磁束の値をさらに細かく変化させた追加シミュレーション
を実施し、パラメータダイアグラムを拡充した。その結
果、異なる初期条件の組み合わせにおける到達時刻の磁束
依存性を詳細かつ定量的に評価することができ、磁束が到
達時刻に強く寄与するケースとそうでないケースを明確に
分離することに成功した。 

これにより、将来的に宇宙天気予報において実装が期待される確率予報シミュレーションやデータ同化手法に
おいて、初期条件アンサンブルに制約を与えられることを期待している。 

IPS 観測と SUSANOO-CME のデータ同化に向けた研究の着手 

宇宙天気予報で用いられている太陽圏グローバル MHD シミュレーションモデル SUSANOO-CME では、太陽風の
内部境界としてコロナ磁場のパラメータを用いた経験的太陽風モデルが使用されている。今年度から、IPS 観測を利
用して SUSANOO-CME の背景太陽風の再現性を向上させる取り組みに着手した。今年度は単純に IPS 観測から得ら
れた 2 次元太陽風分布を内側境界に使用し、従来の手法とどちらがより正確に L1 点での太陽風を再現しているかを
人工衛星の観測データと比較することで評価した。その結果、高速太陽風の再現性は多少向上したが、低速太陽風
に関しては明確な精度向上は見られなかった。これは、0.2–1.0 AU の領域を観測している IPS データをそのまま内側
境界として初期条件に利用するのは問題があることを示している。この結果を受けて、今後は SUSANOO-CME と
IPS のデータ同化に向けた研究を推進していく予定である。

 
 

 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

上：パラメータダイアグラムの例。磁束と初速度に対する

到達時刻の変化を色で示す。 
下：到達時刻に対する磁束特性。初速度依存性が確認で

きる。 
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 研究テーマ・キーワード 

 太陽風エネルギーの磁気圏・電離圏への輸送 

機構の解明 

   磁気圏・電離圏・熱圏の相互作用の解明 

   地上拠点・ネットワーク観測 

   宇宙惑星空間探査 

 
 
 
 
 

太陽風から地球磁気圏・電離圏に流入してくるプラズマとエネルギーは、地球周辺の宇宙空間（ジオスペー
ス：Geospace）におけるプラズマの力学的変動を引き起こし、極域のオーロラ発光や超高層大気の擾乱を誘起す
る。一方、下層大気から伝搬してくる大気波動は、超高層大気内でエネルギーと運動量を放出しながら熱圏・電
離圏まで侵入し、中間圏・熱圏・電離圏の大気・プラズマダイナミクスに大きな影響を与えている。電磁気圏研
究部は、太陽風エネルギーの磁気圏・電離圏への輸送メカニズム、磁気圏・電離圏・熱圏の相互作用の解明を目
指し、超高層大気の風や地球磁場の観測、世界的規模の電波観測、オーロラや大気光などの発光現象の観測を国
内外の研究者と共同で行っている。また、人工衛星による宇宙空間の探査計画に向けた搭載用機器開発・地上実
験設備の整備および地上・衛星観測とデータ解析を進めている。 

 

2024 年度の主な活動                         

サブオーロラ帯でのオーロラと電磁波動の観測 

磁気緯度 60 度付近のサブオーロラ帯のカナダ、アラスカ、ロシア、フィンランド、アイスランドに、地球を
一周するようにオーロラと電磁波動の観測機器を整備し、2016 年度より特別推進研究（PWING プロジェクト）
として自動定常観測を継続してきた。このプロジェクトは 2022 年度で終了したが、同年度新たに採択された国
際先導研究（PBASE プログラム）により、この地上観測は維持・継続され、さらにこの地上観測と衛星観測・
モデリングとの比較解析が進んでいる。2024 年度の成果として、サブオーロラ帯に特徴的に発生する STEVE や
SAR アークとその源の磁気圏を飛翔するあらせ衛星の同時観測を多くの例で見出して、これらのオーロラの磁気
圏ソース領域のプラズマ・電磁場の特性を明らかにしたり、カナダの 2 ヶ所のカラーカメラの同時観測から、
STEVE の高度の時間変化を世界で初めて計測するなどの研究成果が得られている。 

超高層大気イメージングシステムによる中間圏・熱圏・電離圏の研究 

超高層大気イメージングシステム（OMTIs）はファブリ・ペロー干
渉計（FPI）5 台、全天カメラ 21 台、掃天フォトメータ 3 台、分光温度
フォトメータ 4 台で構成され、高度 80–350 km の夜間大気光を通し
て、この高さの大気光の輝度分布、風速、温度を計測し、中間圏・熱
圏・電離圏を含む超高層大気・プラズマの力学変動を調べている。
2024 年度は、太陽活動の活発化に伴って北海道の陸別・母子里観測点
で 7 回、滋賀県の信楽 MU 観測所で 1 回、低緯度オーロラの観測に成
功したり、ノルウェーのトロムソでの長期観測から中間圏界面付近の
潮汐津波の特性を明らかにするなどの成果が得られている。 

 
 
 
 
 
 
 

2025 年 1 月 1 日に北海道の陸別観測

所の北海道 SuperDARNレーダーサイト
で観測された赤い低緯度オーロラ。 
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GNSS 受信機データを用いた電離圏変動の研究 

世界中に設置された約 9000 台の Global Navigation 
Satellite System（GNSS）受信機のデータを用い、全
球における全電子数の高時間・高分解能二次元分布
データを整備している。また、国内において従来使
われていた国土地理院 GNSS 連続観測システム
（GEONET）データに加え、ソフトバンク社が整備
している約 3300 台の GNSS 受信機から得られた全電
子数を用い、国内の超稠密全電子数データを整備し
た。この全電子数データを用い、従来よりも高い空
間分解能（緯度・経度方向で数十 km、高度方向で
10 km）で、電離圏電子密度変動の 3 次元構造を精密
に再構できるトモグラフィー手法を開発し、夜間に
お け る 中 規 模 伝 搬 性 電 離 圏 擾 乱 （Medium-Scale 
Traveling Ionospheric Disturbance; MSTID）による微小な電子密度変動が磁力線に沿った構造を持つことを示した。 

また、東南アジア域において、磁気赤道付近で経度方向に約 9°、16°、25° 離れた位置にある 3 つの GNSS 受信
機を用い、赤道プラズマバブルに伴って発生する電離圏擾乱の経度方向の広がりを調べた。プラズマバブルは多
くの場合、19–01 時 LT に発生し、21 時 LT 頃に発生頻度のピークがある。本研究により、太陽活動が高いほどプ
ラズマバブルに伴う空間スケールが 3–30 km 程度の電離圏擾乱が伝搬する経度範囲は拡大し、最大 25° 東まで伝
搬することを示した。この結果は、プラズマバブルが伝搬する範囲を明らかにしたものであり、宇宙天気予測の
向上に貢献する。 

大型短波レーダーによる研究 

 SuperDARN 北海道-陸別第一・第二短波レーダーは、
第一レーダーの観測開始後約 18 年が経過し、SuperDARN
広域観測ネットワークの一員として、磁気圏から電離
圏・熱圏および上部中間圏にわたる領域および領域間結合
の研究で着実に成果を上げている。2024 年度は同一レー
ダーの複数のビームのデータを活用し、主な振動方向お
よび、経度方向の伝搬方向および波数を導出する手法を
確立し、この手法をレーダーのデータに対して適用する
ことで、磁気流体波動の統計的特性を得ることに成功
し、波動の大部分が太陽風動圧変動や磁気圏境界面付近
の Kelvin-Helmholtz 不安定による振動等の外的要因を持つ
ものであることを示した。また、太陽活動極大期付近に
おいて、低緯度オーロラ発生時の中緯度電離圏対流デー
タを複数例について取得することに成功し、本格的な解析
を進めた。さらには、SuperDARN レーダーのイメージン
グ化を実現する装置の開発を進め、2024 年度は主要部分
の構築をほぼ完了し、来年度以降の装置完成・調整およ
び運用開始に備えた。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

2007–2020 年の期間において北海道-陸別第一・第二

HF レーダーで観測された Pc5 帯磁気流体波動の発生
分布および各成分（ポロイダル、トロイダル）の内訳。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

国土地理院及びソフトバンク社の GNSS 受信機観測網で得られた全

電子数からトモグラフィー法によって再構築された中規模伝搬性電
離圏擾乱による電子密度変動の緯度-高度断面。図中の黒点線は、
地球の磁力線の方向を表す (Fu et al., EPS, 2024)。 
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EISCAT レーダーを中心とした北欧拠点観測と EISCAT_3D 計画 

北欧にて EISCAT レーダーを中心に、複数の観測装置に
よる電離圏・熱圏・中間圏の観測研究を実施している。
太陽風－磁気圏－電離圏－熱圏－中間圏相互作用の理解
の深化のため、複数の光学・電波観測装置を、EISCAT
レーダートロムソ観測所（69.6°N, 19.2°E）を中心とし
たスカンジナビア半島北部に集約し、拠点観測を実施して
いる。2024 年度、トロムソ MF レーダー、アルタ流星レー
ダーは自動観測を実施し、5 波長フォトメータ、全天デジ
タルカメラなどの光学観測装置は、冬期自動定常観測を実
施した。トロムソナトリウム（Na）ライダーでは、2024 年
9 月に昼間受信システム導入用の新コンテナを設置した。
トロムソ Na ライダーの性能向上のため、新望遠鏡の整
備、昼間観測用フィルター開発実験、FPGA を用いた新受
信システムの開発実験を、理研・信州大・電通大の共同研究者と実施した。これらの観測装置により取得された
データを用いて、極域下部熱圏・中間圏に関する各種の研究を実施した。EISCAT VHF レーダーと Na ライダー同
時観測に基づいて、上部中間圏におけるイオン-中性大気衝突周波数の研究を行い、大気重力波により大気密度が
大きく変動していることを示した。北欧流星レーダーネットワークを用いて大気重力波の研究を実施した。 

EISCAT レーダーを用いた共同利用・共同研究を国立極地研究所と連携して実施した。2024 年度は 10 件の
EISCAT レーダー特別実験が採択され、国立極地研究所および EISCAT 科学協会（2025 年 1 月から EISCAT AB）
と連携協力して 7 件実施した。また、EISCAT_3D 計画を国立極地研究所と連携して推進した。2024 年 5 月に開
催された日本地球惑星科学連合（JpGU）講演会において、EISCAT_3D 計画が関係する国際セッション「Study of 
coupling processes in solar-terrestrial system」を京都大学生存圏研究所、国立極地研究所、九州大学の共同研究者と
共に企画・開催した。 

SDI-3D プロジェクト 

Scanning Doppler Imager（SDI）は、輝線発光しながら移動す
る地球熱圏大気（高度 90–400 km）の風速と温度を、ドップラ
ーシフト現象を応用して、地上から測定する光学装置である。
直径 1000 km 圏内を分単位で、かつ、水平面内を数十 km 分解
能で測定できる。我々は日本・北欧・米国の研究者からなる国
際 チ ー ム を 2018 年 に 結 成 し 、3 台 の SDI を 製 作 し て 、
EISCAT_3D レーダーが稼働する北欧に導入する SDI-3D プロジ
ェクトをスタートさせた。このプロジェクトを推進するため
に、名古屋大学初となる海外大学とのクロスアポイントメン
トを 2018 年にオウル大学（フィンランド）と締結し、職員を
派遣するなど国際共同研究体制を構築した。米国 NSF 予算
（2020 年採択）を用いて装置を開発し、北欧 3 地点（フィンラ
ンドに 2 ヶ所、スウェーデンに 1 ヶ所）のうち、2023 年度にス
ウェーデン、2024 年度にフィンランド 2 ヶ所に設置して運用を
開始した。SDI-EISCAT_3D 同時観測に向けた準備活動・研究と
して、日・フィンランドによる EISCAT レーダーとの国際共同
観測の実施（2024 年 11–12 月）、EISCAT・FPI・衛星・GNSS 受信機を用いた電離圏－熱圏結合研究について誌上
論文に発表した（Ellahouny et al., 2024; Geethakumari et al., 2024; Cai et al., 2024）。 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
スウェーデン・アビスコに設置された SDI の初観測

データ。全天各セクターにおける風速（矢印）、輝度
（緑）、温度（カラーバー参照）を示す。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
ノルウェー・トロムソに設置されたライダー・コンテナ上空で、
2025年 2月 28日に撮影されたオーロラ。オレンジ色の線が

ライダーから射出されたレーザービーム（波長 589 nm）。 
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先進的な宇宙プラズマ・超高層大気計測に向けた入射方向制限コリメータの技術開発 

宇宙プラズマや超高層大気の粒子観測の計測精度を向上させるためには、粒子入射方向を機械的に制限するコ
リメータが共通の必須技術である。本技術開発では 58 mm × 6 mm の開口面積を持ち 7 度程度の分解能を実現す
るコリメータの設計・試作を行い、室内ビームライン施設にて較正実験を実施した。本コリメータ内には 12 枚
の薄板が積層されており入射粒子が接触し散乱する面積を低減することで、コリメータ内での散乱を最小限に留
める工夫がなされている。実験データは設計された角度応答の値に近い結果を示し、当初の目標を達成している。 

地球極域の電離圏・磁気圏結合領域での探査衛星による宇宙プラズマ・オーロラ観測データの解析 

固有の磁場と大気を有する地球とその周辺の宇宙空間を電磁的・物質的に結合している地球極域の電磁気圏
において、科学探査衛星に搭載された高時間分解能のプラズマ分析器・オーロラカメラによる観測データの解
析結果を取りまとめた。地上からも観測される明るく活発なオーロラ現象を引き起こす要因に関し、宇宙プラ
ズマ電子の静電場・アルベン波による地球方向への加速過程を示すデータを詳細に解析した。加えて、電子を
地球方向に加速する領域に近接するように存在する逆方向の静電場によるイオン加速現象を発見した。これら
の成果を 3 編の科学論文にまとめて国際的な学術雑誌にて発表した。更に、関連する科学論文 2 編が学術雑誌
に投稿されており現在査読中である。 

観測データのアーカイブ 

磁気圏・電離圏の研究に関連した取得データはデータベース化し、ウェブページで公開して共同利用・共同研
究に供している。データベースと Web サイトは下記の通り。 

 
データベース名  Web サイト 

超高層大気イメージングシステム  https://stdb2.isee.nagoya-u.ac.jp/omti/ 
GPS シンチレーション  https://stdb2.isee.nagoya-u.ac.jp/QL-S4/ 
SuperDARN 北海道-陸別 HF レーダー  https://cicr.isee.nagoya-u.ac.jp/hokkaido/ 
210 度磁気子午面地磁気データ  https://stdb2.isee.nagoya-u.ac.jp/mm210/ 
ISEE 磁力計ネットワークデータ  https://stdb2.isee.nagoya-u.ac.jp/magne/ 
ISEE VLF/ELF データ  https://stdb2.isee.nagoya-u.ac.jp/vlf/ 
EISCAT レーダー、ナトリウムライダー、MF/流星レーダー、光学装置  https://www.isee.nagoya-u.ac.jp/~eiscat/data/EISCAT.html 
れいめい衛星データ   http://reimei.isee.nagoya-u.ac.jp/ 

  https://reimei.isee.nagoya-u.ac.jp/sav/ 

http://reimei.isee.nagoya-u.ac.jp/


 
8-1. 基盤研究部門｜気象大気研究部 

気象大気研究部 
 

 

74 Institute for Space–Earth Environmental Research  
 

研究テーマ・キーワード 

 偏波レーダ雲粒子ゾンデ観測を用いた雲降水現 

象の観測 

 最先端の気象レーダ等の観測装置の基礎技術 

開発と検証の実施 

 様々な地球観測衛星を横断的に活用した熱帯大 

気力学過程と雲降水現象の解析 

 ミリ波帯の電波や赤外光の精密な分光観測によ 

る温室効果気体・オゾン等微量気体の計測 

 先端計測装置や室内実験に基づく大気エアロ 

ゾルの特徴・動態解析 

 
 
私たちの住む地球は、豊かな自然を湛え多様な生命で満ちあふれる、太陽系唯一の惑星である。この稀有の環

境をもたらした条件の一つとして、地球を包み込む大気の役割は計り知れない。大気中の酸素が無数の生物の繁
栄を可能としたことはもちろん、水蒸気や二酸化炭素など温室効果気体の存在が今日の温暖な気候を維持し、水
蒸気はエアロゾルを核として雲や降水へ変化することで暮らしに不可欠な水の恵みを与えてくれる。また、成層
圏のオゾンは、太陽から届く有害な紫外線から地表の生物を守っている。 

しかし、このような大気の成り立ちは、微妙な均衡の上に支えられている。温室効果気体の増加に伴い進行する
地球温暖化は、ゆるやかな気候の変化にとどまらず、気象現象の極端化や生態系の激変を招くことが危惧されてい
る。様々な観測手段を用いて大気の状態を注意深く監視し、理論的考察や数値モデルの活用を通じて大気や気象の
成り立ちをより深く理解することは、地球環境問題に対峙する私たちに課せられた喫緊の課題の一つである。 

気象大気研究部は、広範な切り口から大気科学研究を推進している。ミリ波帯電波や赤外光の精密な分光観測に
よる温室効果気体やオゾン層破壊関連物質などの微量気体の計測、エアロゾル質量分析法などの先端的手法を用い
た大気エアロゾルの特性や動態の解析、先進的な偏波レーダや雲粒子ゾンデを用いた雲降水現象の観測など、様々
な観測機器を活用した多角的な大気観測を精力的に行うとともに、観測装置の基礎技術の開発研究も手掛けている。
また、様々な地球観測衛星を用いて熱帯大気力学の未解決問題に挑むデータ解析に取り組むとともに、数値シミュ
レーションを用いた極端気象現象などを対象とした観測データと数値モデルの連携にも力を入れている。 

 

2024 年度の主な活動  

高エネルギー粒子降り込みによる極域大気組成変動過程解明のための多輝線同時観測 
太陽活動に伴い極域の磁力線に沿って降り込む

高エネルギー荷電粒子が、中層大気に引き起こす
組成変動の影響とそのメカニズムを定量的に理解
するために、ミリ波分光放射計を南極域の昭和基
地と北極域のノルウェー/トロムソの EISCAT 観測
施設に設置して観測を行っている。昭和基地で
は、独自開発の導波菅型マルチプレクサと RPG 社
製広帯域デジタル FFT 分光計を導入し O3, NO, CO
を含む多輝線同時観測を 2022 年 7 月から実施して
いる。2024 年度は、しらせで持ち帰った 2023 年末
までの一酸化窒素（NO）の柱密度の時間変化の解

2022 年後半期の昭和基地上空の一酸化窒素(NO)柱密度 (上) と Dst
指数 (下) の時間変化。 
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析を進め、6 本の微細構造線で求めた柱密度を平均することで 12 時間平均の柱密度を 6 時間ステップで導出し、
磁気嵐や高エネルギー電子フラックスデータの時間変動等と比較した。同期間中 Dst 指数が－50 nT を超えた 35 回
の磁気嵐のうち 24 回について NO の増加を捉え、磁気嵐との良い相関が確認できた。また東北大学のグループと
ともに進めたオゾンの解析では、Dst 指数が－400 nT を超える 2024 年 5 月の大磁気嵐発生時の 10 日から 11 日にか
けての夜間に、高エネルギー粒子の降り込み起因と考えられる中間圏 O3 カラム量の減少が確認された。 

ノルウェー/トロムソに関しては、2025 年 1 月に観測を再開し 3 月まで運用したが、電波強度校正用の液体窒素
デュワーへの着霜や悪天候のため条件の良い観測データは取得できなかった。2025 年度中に液体窒素を使用しな
い機械式冷却黒体を内蔵した多周波受信機に置き換えるための準備を進めている。 

寒気吹き出し時の濃尾平野における降雪の強化過程 

冬季の濃尾平野での降雪現象の多くは、寒気の吹き出し時に若狭湾から流れ込んだ雪雲が関ヶ原から濃尾平
野上空で再発達することによりもたらされることが先行研究により示されている。しかしながら、このような
降雪雲の再発達のメカニズムは未だ明らかにされていない。本研究では、雲解像数値モデル Cloud Resolving 
Storm Simulator（CReSS）を用いて濃尾平野における降雪過程を詳細に検討した。複数の事例解析の結果、濃
尾平野上で両白山地（岐阜県北方
の山地）や鈴鹿山脈の風下側で山
岳波が生成されることが示され
た。図中の水平位置 120 km より
も右側での上昇気流域と下降気流
域の繰り返しが風下山岳波の存在
を示す。風下山岳波の上昇気流域
で形成された雲水が雪に併合（ラ
イミング）され、下降気流域で地
上まで到達することで降雪量が増
加することが示された。山岳波は
対流圏下層の風速が強い場合に生
じやすいことから、強い冬型の気
圧配置の場合に風下山岳波による
降雪強化過程が生起しやすいと考
えられる。 

 

光学式ディスドロメータを用いた融解粒子降水期

間の検出 

光学式ディスドロメータは降水粒子の粒径と落下
速度を観測する機器である。両者の関係に粒径と密
度の経験式を用いてある期間に降ってきた粒子の種
類（雪片や霰）を識別する方法（Centered Mass Flux: 
CMF 法）が考案されている。しかしながら、融解粒
子については粒径と密度の経験式が無いために、
CMF 法を適用することができなかった。本研究で
は、光学式ディスドロメータで観測された落下速度
が終端落下速度であると仮定し、抵抗係数を推定す
ることによって粒子の密度の計算を試みた。そし
て、CMF 法を適用することで融解粒子が降っている

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
2014 年 12 月 17 日 20 時（日本時間）–18 日 01 時の 5 時間分の若狭湾上（左側：東経 135.27
度・北緯 35.94 度）から濃尾平野上（右側：東経 137.20 度・北緯 35.06 度）に至る雪の混合比

（色; 単位は g/kg）と鉛直風速（コンタ; 赤実線が上昇気流、青破線が下降気流）の時間平均値
の鉛直断面図を示す。水平位置 75 km 付近が若狭湾の海岸線を、175 km 付近が名古屋の
位置を示す。コンタは、上昇気流・下降気流とも±0.5 m/s から 0.5 m/s 毎に引いている。 

 
 
 
 

2018 年 1月 10 日 15 時～22 時（日本時間）の 7 時間に金沢大学に
設置された PARSIVEL を用いて 5 分毎に観測された粒径－落下速

度分布中に示された CMF の分布（色のついた点、色は観測時刻を
示す）。赤と黒の実線は雨と雪の関係式を、破線や一点鎖線は先行
研究より推定した雨と融解粒子、雪と融解粒子の境界線を示す。 
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期間を特定する手法を提案した。金沢大学に設置した光学式ディスドロメータ（PARSIVEL）を用いて、2017
年 1 月 10 日 15 時–22 時（日本時間）の 7 時間に観測された降水粒子に対応して 5 分毎に CMF 法を適用した結
果を示す。先行研究に基づいて融解粒子と雨や雪の境界線を設定した。両者の間に存在する点が、融解粒子が
降っている期間を示す。融解粒子が降っている期間を、粒子の接写観測や気象台における霙（みぞれ）が観測
された期間との比較し、概ね一致していることを確認した。 

フェーズドアレイ気象レーダを用いた鉛直速度の推定 

最新レーダであるマルチパラメータフェーズ
ドアレイ気象レーダ（MP-PAWR）は、隙間の
ない高速立体観測という従来型レーダにない新
しい機能を有している。特に、仰角 90 度の観
測は降水粒子の鉛直方向の運動を捉えること
ができるため、降水雲の発達の過程の理解に
重要な上昇気流の推定に活用できる。この考え
を仰角 90 度未満のデータにも応用した。ドッ
プラー速度に混入する水平風成分を ERA5 から
の水平風速を用いて推定し、鉛直成分を計算し
た。結果の一例を図に示す。2018 年 8 月 27 日
に地上付近でダウンバーストが観測されたケー
スであり、上層から下層にかけて 10 m/s を超え
る下降成分が検出された。降水粒子の落下速度
を考慮しても大きな下降気流の存在が示唆さ
れ、地上での観測と整合的であったことが分
かった。今後、さらに二重偏波観測に基づく
降水粒子タイプの推定により、大気鉛直流の推
定の精度向上を図る。 

熱帯対流の熱力学状態間遷移の発見 

熱帯大気では上昇気流・下降気流が大気を湿潤
化・乾燥化させる作用があり、結果として雨雲の
発達や消散を促す。このため、大気上昇流がどの
ように形成されるかを理解することが、熱帯の気
象をよりよく予測するための鍵となる。大気鉛直
運動を計測することは困難であるため、本研究で
は大気上昇流の間接的な尺度として、衛星データ
から得られる降水量と大気放射を解析した。その
結果、上昇流が地表付近または上層にピークを持
つ場合、各々その中間的な状態に速やかに遷移す
る傾向があることが分かった。この結果は、熱帯
の天候がどのように駆動され維持されるのか、こ
れまで知られていなかったメカニズムの一面に光
を当てるものである。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

MP-PAWR により観測されたエコーの 3 次元画像（2018 年 8 月 27 日
19 時 40 分 30 秒）。影の領域が 45 dBZ 以上エコー域を表し、鉛直速

度（但し、+/- 5 m/s 以下を除く）をカラーで示す。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

降水量（横軸）と雲放射効果（縦軸）の 1 時間あたりの遷移（ベク
トル）とサンプル密度（諧調）。 
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都市大気有機エアロゾルの動態解析 

森林から放出される生物起源揮発性有機化合物（BVOC）は大気中で化学反応を起こし、生物起源二次有機エア
ロゾル（BSOA）と呼ばれる微粒子の生成をもたらす。気候変動に伴い BVOC 放出量が変化して BSOA の生成量が
変わると、放射への影響を介して気候にフィード
バックをもたらす可能性があり、それに寄与する
因子の把握はフィードバック機構の評価において
重 要 で あ る 。 本 研 究 で は 、 フ ィ ン ラ ン ド の
Hyytiälä 森林ステーションで採取された大気エア
ロゾル試料から非水溶性有機物・フミン様物質
（HULIS）・高極性有機物の 3 画分を抽出し、オ
フラインエアロゾル質量分析の手法によって各画
分の定量や元素組成（O/C 比など）の解析を進め
た。また、水溶性成分を抽出して再微粒子化し、
吸湿タンデム DMA を用いて吸湿性の解析も行っ
た。本解析をさらに進めることで、欧州北方林で
生成する BSOA の吸湿性や、エアロゾル成分全体
の吸湿性に対する BSOA の寄与の解明につながる
と期待される。 

北極域におけるバイオエアロゾルの動態解析 

生物由来の一次粒子である
バイオエアロゾルは、－15℃
以上の温度でも氷晶核として
作用しうる。急速に温暖化の
進行する北極域におけるバイ
オエアロゾルの動態把握は、
エアロゾルの北極気候への影
響を定量的に理解する上で重
要である。本研究では、2023
年の夏季にグリーンランド南
部のナルサークで観測した蛍
光性バイオエアロゾルのデー
タ 解 析 を 進 め た 。 粒 径 範 囲
0.8–30μm のエアロゾルのう
ち、数にして平均約 3%が自
家蛍光を発する粒子であり、
蛍光強度の波長依存性から蛍
光粒子を 7 タイプに分類 し
た。菌類胞子を主とすると考えられるタイプ A の寄与が平均的には大きいものの、時折別のタイプの粒子が支
配的になるイベントもあり、グリーンランド南部の蛍光粒子の濃度と内訳に大きな変動があることが明らかに
なった。他の観測データや空気塊の後方流跡線の解析を進めることで、変動要因の理解につながることが期待
される。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

バイオエアロゾル測定器（WIBS）により観測した粒径範囲 0.8–30μm の蛍光粒子数濃度の時

系列データ。蛍光強度の波長依存性により、蛍光粒子を 7 種類（タイプ A, B, AB, C, AC, BC, 
ABC）に分類している。 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

名古屋で PTFE フィルタ上に採取された大気エアロゾル試料に対する
FTIR 測定の例。 
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研究テーマ・キーワード 

 環北極域における大気–陸域水循環の変動と地球温暖化 

 気候変動や人間活動が陸域生態系・水循環に及ぼす影響 

 南極大陸における温暖化・人間活動影響の検出・評価 

 アジアモンスーン域の雲・降水変動とその変動機構 

 縁辺海や沿岸域における植物プランクトンの動態 

 気候変化に伴う外洋生態系および物質循環過程の変化 

 海洋の波動現象と気候変動との相互作用 

 海洋表層から中深層への生物起源物質の輸送過程 

 現地観測、データ解析および数値モデルによる総合的解析 

 

 
地球表層に存在する陸域海洋圏は、太陽からのエネルギーを吸収し、エネルギーの再配分を行うとともに、水

や二酸化炭素などの物質循環を通して地球の気候システムの形成と維持に重要な役割を果たしている。本研究部
では、地域から全球規模スケールで起こる陸域海洋圏のエネルギー・水輸送および物質循環を、現地観測、人工
衛星観測、大気再解析データ、そして数値モデル等を駆使して統合的に研究を行っている。 

陸域については、熱帯域から極域に至る世界各地を研究対象とし、地球温暖化や人間活動が水循環・物質循環
に及ぼす影響を評価するとともに、そのメカニズムを解明する研究に取り組んでいる。フィールド観測、ラボ実
験、データ解析、そして数値シミュレーションなどの研究手法を組み合わせ、北極域における温暖化の実態把握、
大気–陸面間で起こる水循環過程の解明、アジア域における雲・降水活動の変動機構の解明、気候変化に伴う植生
変化の予測、南極大陸における温暖化影響の検出など多彩な研究に取り組んでいる。 

海洋については、最新の人工衛星による観測や数値シミュレーションによる研究を、海洋の現場観測も行いながら
進めている。海洋の熱収支や流れ・波浪が大気環境とどのように相互作用し、気候や台風などの気象現象とどのよう
に関連しあっているのか、これによって起こる海洋の流れや混合過程が海洋の一次生産者である植物プランクトンを
基盤とした海洋生態系にどのように影響を与えているのか、逆に生態系が物理現象や気候へ影響する可能性などにつ
いて、互いに関連し合う海洋の物理・生物・化学過程さらに気候や気象現象を含め、総合的に研究している。 

 

2024 年度の主な活動                                

環北極域河川を対象とした端成分混合解析による河川流出

水の成分分離 

環北極域の河川流域には永久凍土が分布するため、その河
川水の起源として、暖候期降雨、融雪水、地下水、地下氷融
解水が挙げられる。これらの異なる起源水が季節変化を伴い
ながら割合を変え、河川流出水を形成すると考えられる。しかし
ながら、従来の研究ではその挙動はよく分かっていなかった。そ
こで本研究では、環北極域河川であるレナ川を対象に、2020 年
4 月–2021 年 3 月に高頻度で採取された河川水試料を対象に、端
成分混合解析によって各起源水の季節変化を定量評価した。使
用したトレーサーは水の酸素安定同位体比とトリチウム濃度で
ある。解析の結果、暖候期降雨を起源とする河川水は、全河川
流量に対する寄与率と絶対量がともに暖候期に大きく、融雪水

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

    各起源水の(a)寄与率と(b)流出量の季節変動。 
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を起源とする河川水は、両者とも融雪期に大きいことが明らかとなった。一方、地下水を起源とする河川水は冬
季において全流量に対する寄与率が大きかったものの、その絶対量は暖候期に大きくなった。これは、地下水が
冬季に湧水として地表に湧出後、凍結し、暖候期に融解して河川に流出するためと考えられた。 
（Reference: Hiyama, T., A. Homma et al. (2024): Applying end-member mixing analysis (EMMA) to separate contributions 
of seasonal source waters to the Lena River discharge, Arctic Congress 2024, Bodo, Norway, 05/30/2024） 

夏季ネパールヒマラヤ東部における降水量の日周期変調 

ヒマラヤ山脈の斜面における豊富な降水と高標高域に存在する氷河は、流域に住む多くの人々の水資源を維持
する重要な役割を担っており、高標高域の降水量と降水変動特性の把握は重要な課題である。我々のグループは
2019 年よりネパールヒマラヤ東部のロールワリン地域で雨量計網を展開し観測を継続している（図 a）。これらの
観測から高標高域での平均的な降水量の日変化の特徴として昼間と夜間の 2 回の極大があること等が分かってき
た. 最近の研究では、この日変化の位相が、特に高標高域で周期的に変調することが分かってきた。図 b は 2020 年
夏季の Dongang の 1 時間降水量の季節変化である。基本的に昼間と夜間に雨が降りやすいが、昼間と夜間の降水
が卓越する時期が約 30 日程度で周期的に変化している。この変化の特徴は Dongang から氷河末端（Trakarding 
glacier）の高標高域まで確認することができた。一方、Simigaun より下流域では夜間の降水が卓越し、同様の周
期で振幅が変化することが分かった。 

(Reference: Fujinami, H. et al. (2024): Toward unraveling precipitation variability and precipitation systems around the 
glacierized catchment in the Himalayas in summer, 9th GEWEX Open Science Conference, Sapporo, Japan, 07/09/2024) 

東南極内陸域の極端高温イベントを増加させた大気循環場の変化 

 文明圏から遠く離れた東南極の内陸域は、地球温暖化の影響を受けにくい地域であると考えられていた。しか
しながら、自動気象観測測器（AWS）から得られた気温データは、1993 年から 2022 年までの 30 年間にわたる温
暖化傾向を示し、特に暖候期（10 月–3 月）に温暖化傾向が顕著であった。そして、この温暖化は、極端高温イ
ベントの発生頻度増加によって引き起こされていると考えられている。そこで本研究では、極端高温日が増加し
たメカニズムを明らかにするため、大気循環場の変動に着目して解析を行った。AWS 観測データ（みずほ基地、
中継拠点、ドームふじ基地）を使って、過去 30 年間に発生した極端高温日を同定し、高温イベントを引き起こ
した総観場の特徴、および暖気の起源解析を行った。観測期間の前半（1993–2007 年）と後半（2008–2022 年）

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
（a）： ネパールヒマラヤ東部ロールワリン地域の雨量計分布(図中のマーク)。 （b）： 2020年夏季の Dongangにおける 1時間降水量
の季節変化(縦軸).横軸は地方時間。 
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毎に総観場および暖気の起源のコンポジット図を作成し、両者の比較を行ったところ、後半期間には南西イン
ド洋から暖気が流入するパターンが卓越することが明らかとなった。この結果は、近年の大気循環場の変化が
極端高温日の発生頻度を増加させていることを示唆している。 
（Reference: Kurita, N. et al. (2024): Impact of climate change on East Antarctic interior temperature extreme, 11th SCAR 
Open Science Conference, Pucon, Chili, 08/20/2024）  

 

熱帯太平洋における気候変動のメカニズムの新たなモデル化 

ENSO（El Niño-Southern Oscillation）
は熱帯太平洋を中心とする顕著な気候
現象であり、その影響は全球に及ぶ。
ENSO の正確な表現は世界の人口が集
中する中緯度の気候の理解と予測に重
要であるため、多くの観測・理論研究
が行われ、また、現業の季節予測の重
要なターゲットとなっている。本研究
では ENSO における海洋の表層波動の
役割を明らかにするために、ヘルムホ
ルツ分解を用いて、エネルギーの伝達
経路を示した。この結果、主なエネル
ギー源（図の黒い実線）は中央赤道太
平洋において風と海洋波動の変動周期
とが同調することが重要であることが
明らかになった。また、波動エネルギーの時計回りおよび反時計回りの循環（図中の影付きの部分）は、北半球に
おいて、それぞれ西部熱帯太平洋と東部熱帯太平洋に現れることが示された。エルニーニョ現象とラニーニャ現象
にともなう海洋波動のエネルギーフラックスの生成源の大きさは、東部熱帯太平洋の海面水温偏差（Niño 3 指数）
に対して二次の関数で近似できることが分かった。例えば、中央太平洋における風入力によるエネルギーフラック
スポテンシャルの大きさは、0.72 ∆T² + 0.31（単位：ギガワット）と回帰される。ここで、∆T は海面水温偏差（単
位：°C）で、正の時がエルニーニョ現象、負の時がラニーニャ現象に対応する。エネルギーフラックスの回り込み
成分の強さについても同様の近似式が得られた。このように本研究プロジェクトでは、これまで海面水温の偏差を
用いて説明されてきた気候変動の仕組みを、海洋（と大気）の波動によるエネルギーの輸送量という新たな視点で
理解できるようにしている。 
（Reference: Wu, B. et al. (2025): Energy circulation associated with interannual waves in the tropical-subtropical Pacific. 
Climate Dynamics, 63, 84, doi:10.1007/s00382-024-07530-6） 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
本研究の診断手法によって明らかになった海洋表層の経年波動によるエネル

ギー循環の生消成分（コンター：実線が生成、破線が消滅の強さ）と回り込み成
分（赤色が時計回り、青色が反時計回り）。 

 
 
 

 
 
                                                    

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

   

 

 

 
 
 

                                                    
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

   

 

観測前半期間(1993-2007)(a)と後半期間(2008-2022)(b)における 500 hPa 総観場と風ベクトルのコンポジット合成図｡
同様に前半(c)と後半(d)期間における 4 日間の広報流跡線解析のコンポジット合成図。 
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夏季の相模湾表層への水平的窒素供給 

外洋に接続する深湾では、有光層で生成された粒子状有機物の沈降、い
わゆる「生物炭素ポンプ」によって、表層から深海へ炭素が効率的に隔離
されている。一般に有機物生産を左右する表層の栄養塩は、温帯沿岸域で
は冬季の鉛直混合による下層からの供給に加えて、淡水流入に伴う陸域栄
養塩の水平輸送によって供給される。本研究では、最大水深が 1500 m を超
える相模湾において 2007–2008 年に計 8 回の観測を行い、表層懸濁粒子の窒
素安定同位体比（δ15NPN）の空間分布および季節変化を調査し、粒子態窒
素（PN）と栄養塩の動態を検討した。δ15NPN は冬季に低く、夏季に高いと
いった季節変動を示したが、成層期の空間分布は PN 濃度と同様に塩分勾配
と密接に関係していた。沖合水と低塩分水をエンドメンバーとする線形混
合モデルを用いて負のδ15NPN -塩分関係を解析した結果、高いδ15N を持つ
人為起源窒素が東京湾を介した淡水流入によって相模湾に供給され、夏季
の相模湾沿岸水 PN の平均 74％に寄与していたことが明らかになった。この
窒素の輸送効率は降水イベント後に上昇して、相模湾内の生産性を向上さ
せる。その結果、夏季の陸源窒素の流入は、粒子状有機炭素を中深層に輸
送して大気中の二酸化炭素を吸収する上で、重要な役割を果たしている。
（Reference: Mino, Y. et al. (2025): Lateral nitrogen input during summer in Sagami Sea with a deep trough enhances particulate 
organic carbon export. Marine Environmental Research, 107129, doi: 10.1016/j.marenvres.2025.107129） 

「緑の海仮説」：太古代の緑色光環境がシアノバクテリアの光捕集システムの進化を促した 

シアノバクテリアは約 24 億年前に大酸
化イベントを引き起こし、好気性生物の進
化・多様化の引き金となった。この光合成
生物はフィコビリンと呼ばれる光捕集色素
をもつ集光アンテナ（フィコビリソーム）
によって、クロロフィルが吸収する青や赤
と相補的な緑の光を利用して繁栄してき
た。しかし、何故そのような集光アンテナ
が必要だったのか、その理由は分かって
いなかった。本研究では数値シミュレー
ションによって、シアノバクテリアが誕生
した太古代では、溶存鉄の酸化によって生
成された水酸化鉄が紫外線から青の光を吸
収し、水中が緑の光であふれていたことを
明らかにした。また現存するシアノバクテ
リアを遺伝子操作することで進化の模擬実験を行った結果、緑の光を吸収するフィコエリスロビリンを獲得したシ
アノバクテリアが当時の光環境の下で繁栄した可能性が示唆された。さらに分子系統樹解析によって、現代のシア
ノバクテリアの共通祖先はフィコビリソームの主要な構成要素をすべて取り込み、緑の光を吸収してクロロフィル
反応中心へエネルギーを伝達する複雑なメカニズムを確立した結果、緑色光環境において高い選択的優位性を獲得
したことが分かった。これらの研究結果は、太古代の地球表層環境を改変した酸素発生型光合成生物と光環境との
共進化を強調し、緑色が太陽系外における惑星の生命活動の指標になる可能性を示している。 
（Reference: Matsuo, T. et al. (2025): Archaean green-light environments drove the evolution of cyanobacteria’s light-harvesting 
system. Nature Ecology & Evolution, doi:10.1038/s41559-025-02637-3）

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

夏季の相模湾への窒素供給と中深

層への炭素隔離の関係。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
3 タイプの光環境。大気・水中の酸化還元状態（上）、水中の透過光スペ

クトルと色素の吸収スペクトル（下）。 
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研究テーマ・キーワード 

  人類紀年代学・地質年代学 

  加速器質量分析 

  電子プローブマイクロアナリシス 

  古環境復元・編年・将来予測 

  地球史解析 

  同位体地球化学 

  CHIME 年代測定 

  測定法開発 

 
地球環境の短期・長期予測とその対策・対応は、人類共通の喫緊の課題である。将来の地球の姿を予測するため

には、過去の事象やそれを引き起こした要因の理解を深化することが必要となる。そのため、過去の事象がいつ起
きたのかを知ること、すなわち年代決定が重要な意味を持つ。年代測定研究部（Division for Chronological Research）
では「時間軸」をキーワードとし、46 億年にわたる地球史上のイベントから考古学資料、文化財資料や近現代の文
物までを研究の対象とした幅広い年代学研究、また、大学院環境学研究科地球環境科学専攻地球史学講座（協力講
座）として、フィールドワークや実物を重視した年代学と関連研究の教育を行っている。 

同研究部では、加速器質量分析法（AMS）による炭素 14（14C）年代測定を用いて、約 5 万年前から現在に至るま
での地球環境変動や人類史の理解に向けた学際的な研究を行うとともに、新たな 14C 分析・年代測定法の研究開発を
行っている。また、14C やベリリウム 10（10Be）などの宇宙生成核種の時空間変動に着目した地球・宇宙環境の性状
と動態の理解を促す研究、学際領域展開ハブ形成プログラム「宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際
ネットワーク形成」に関連する考古学・歴史学分野の研究者と連携した文理融合研究なども進めている。さらに、
世界に先駆け名古屋大学で開発・実用化された Chemical U-Th-total Pb Isochron Method（CHIME）年代測定法や長半減
期放射性同位体（Sr-Nd-Hf）による放射年代測定法を用いて、地球が誕生した約 46 億年前から約 100 万年前までの地
球史イベントの理解を目指している。ミクロンスケールの空間分解能を持つ電子プローブマイクロアナライザー
（EPMA）を用いて岩石試料などの微小領域の非破壊分析を行い、ジルコンやモナズ石などに刻まれているイベント
の遍歴を解読するほか、極微量元素の EPMA 非破壊定量分析技術を様々な宇宙地球環境研究に応用している。 

 

2024 年度の主な活動 

鷹島神崎遺跡から出土した鉄製遺物内包コンクリーションの炭素 14 年代測定 

長崎県松浦市鷹島東岸沖にある水中遺跡からは、鎌倉時代
の元寇の際、嵐により沈没したと考えられている元軍の艦隊由
来の錨や木板、鉄コンクリ―ションを含む多くの遺物が発掘さ
れている。この鉄コンクリーションは、鉄製遺物の形が「鋳
型」のように残されている特徴的な構造を示す（右写真）。こ
の鉄コンクリ―ションは、船が海中に沈んだ後、鉄と海水や堆
積物との化学反応を通じて形成されたと推測されるが、そのメ
カニズムや形成速度については明らかになっていない。本研究
では、鉄コンクリーションに付着している貝殻や木片の炭素
14 年代測定を行い、鉄コンクリーションの形成過程を理解す
る手掛かりとした。その結果、表面に付着している牡蠣殻は

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

鷹島神崎遺跡から出土した鉄製遺物内包コンクリー

ション。 
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1286–1475 年 cal AD、内包されている二枚貝は 1290–1479 年 cal AD と、いずれもほぼ同じ年代を示し、木片の
年代は 1056–1268 年 cal AD と、これよりも少し古い年代であった。木片の年代は古木効果と考えられ、この鉄
コンクリーションは、1281 年（弘安の役）直後に急速に形成されたことが示唆される。 

「北東アジアのシルクロード」の起源を求めて－AMS による蝦夷錦の年代測定－ 

蝦夷錦は金銀糸・色糸で龍や蟒、また牡丹などを刺繍ないし織り出した絹織物である。元は中国の江南地方で制
作されたものであるが、これがアムール河流域の諸民族に下賜され、さらに間宮海峡を越えてサハリン島に渡り、
南下して北海道、そして松前藩のアイヌとの交易を通じて本州にまでもたらされたものである。この交易を山丹
（サンタン）交易といい、蝦夷錦が伝来した中国から北方経由で日本に至るまでの道を北東アジアのシルクロード
という。江戸時代、すなわち中国では清代に、山丹交易が活発化したことは知られていたが、その始まりについて
は判然としていなかった。江戸時代・清代という現代に近い時代でありながら、その歴史に不明な点が多いのは、
アイヌをはじめ山丹交易を担った人々が文献資料を持っていなかったことに大きく依存している。そこで、物質の
分析という自然科学的手法が有効な手段となる余地があった。本研究は北海道・青森県・秋田県およびサハリン島
に伝世する蝦夷錦の 14C 年代を AMS により測定を行った。その結果から北東アジアのシルクロードの起源が、元代
末から明代初頭にまでさかのぼることが判明した。さらに江戸時代のいわゆる「鎖国」が、長崎出島でのみの交易
ではなく、他にもルートを持った「海禁政策」であることの物証を得た。この研究成果に基づき、市立函館博物館
では企画展「北東アジアのシルクロード－北方交易と蝦夷錦－」（7/2–10/13）が、国立アイヌ民族博物館ではテー
マ展示「ウイマムレブンカ サンタン交易と蝦夷錦」（3/15–5/18）が開催された。 

水試料保存中の溶存無機炭素変化を抑制するための塩化

ベンザルコニウム添加とろ過の組み合わせ 

横塩化ベンザルコニウム（BAC）の添加は、淡水試料中の溶存
無機炭素（DIC）の炭素同位体比（δ¹³C および¹⁴C）測定におけ
る殺菌剤として有望であることが示されている。しかし、海水試
料では BAC を添加しても DIC の変化が見られ、BAC の効果が低
下することが報告されている（Takahashi and Minami, 2022)。本研究
では、淡水（つくば市井戸水: 塩分濃度 <0.05%）および汽水（名
古屋港藤前干潟の海水：塩分濃度 約 20%）試料を用いて、BAC 添
加、ろ過（0.22 μm PTFE または 0.2–0.45 μm PES フィルター）、およ
び BAC 添加とろ過の併用処理 を行い、殺菌効果を比較した。そ
の結果、淡水試料では、BAC 添加により DIC の変化は認められ
ず、殺菌効果が認められた。一方、海水試料では、BAC 添加の
みでは DIC の変化を防げなかった一方、ろ過との併用処理によ
り、DIC の変化は認められなかった。BAC 添加とろ過の両方を
施した試料の¹⁴C 濃度は、甜菜糖を添加して微生物の活動を意図的に増加させた条件下においても、41 週間で
0.2–0.4 pMC のわずかな変化にとどまった。今回の結果は、ろ過と BAC 添加の併用が、DIC の生物学的変化を抑
制するのに非常に有効であることを示唆している。（Takahashi and Minami, submitted to Ocean Sci.） 

ウルミア湖（イラン北西部）のリチウム資源としての可能性：地球化学的調査  

イラン北西部にあるウルミア湖は、世界で 2 番目に大きな高塩分湖であり、潜在的なリチウム資源として注目され
ている。リチウム塩は高い溶解度を持つため、その析出は主に極度に乾燥した気候で起こる。ウルミア湖におけるリ
チウム濃縮を評価するため、堆積物と塩サンプルを採取し、微量元素とストロンチウム（Sr）同位体を分析した。微
量元素濃度は名古屋大学環境学研究科の誘導結合プラズマ質量分析計（ICP-MS, Agilent 7700x）により、Sr 同位体比は

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

海水と地下水試料の保存中（2週間、 4週間、18週

間）の 14C 濃度変化 
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表面電離型質量分析装置（TIMS, GVI IsoProbe-T）により測定を行った。 
28 の堆積物試料の分析により、リチウム濃度は 10.5–45.1 ppm（平均 33.3 

ppm）であった。Sr/Cuと Ga/Rbの比などの地球化学的指標から、寒冷で乾燥
した気候がリチウムの保存に寄与したことが示唆された。また、高い Sr/Ba
比（0.447–7.39）は、塩水の析出が重要な要因であることが裏付けられた。 

堆積物の 87Sr/86Sr 比（0.70714–0.70913） および塩サンプルの 87Sr/86Sr 比
（0.70815–0.70820） は、周辺の漸新世堆積物、塩ドーム、火山岩の値と
よく一致しており、リチウムが地元の岩石由来であることを強く支持し
ている。しかし、ウルミア湖のリチウム含有量は、グレートソルト湖
（>100 ppm）などの他の高塩分水系と比べて低く、この違いは、寒冷な
地域気候のため、リチウムの風化とそれに続く河川による湖への流入が
制限された可能性が考えられる。 
 

船舶重油規制が名古屋の大気エアロゾル中の硫黄および微量元素濃度に及ぼす影響 

2020 年 1 月、国際海事機関（IMO）により、一般海域で使用される船舶用燃料油中の硫黄分を 0.5%以下とする
規制（重油規制：Global Sulfur Cap 2020）が導入された。重油燃焼で排出される金属元素として バナジウム（V）、
ニッケル（Ni）が知られており、重油規制によってこれらの元素の環境中への排出量が低減していると考えられ
る。本研究では、2018 年から 2020 年にかけて捕集した名古屋市の総大気粉じんについて、硫黄（S）および金属
元素分析を行い、その変化を調べた。その結果、2018 年の名古屋市 TSP 中の S 濃度は、1 月から 3 月末にかけて上
昇傾向が見られ、7 月に高濃度となり、6 月から 8 月（夏期）の濃度の平均値は 1.2 μg/m3 であった。2019 年およ
び 2020 年夏期の S 濃度の平均値は、それぞれ 1.5 μg/m3、1.1 μg/m3 であり、3 年間では 2020 年が最低濃度であっ
た。また、2018 年および 2019 年夏期は S 濃度と V 濃度の相関が高かった（R=0.93、R=0.76) が、2020 年の夏期は
それらと比べて相関が低かった（R=0.37）。Ni 濃度についても、V 濃度と同様の相関関係が見られた。以上の結果
から、船舶重油規制により、人為起源物質の排出量が減少しており、その影響が名古屋の大気エアロゾル中の Sお
よび微量元素濃度に明瞭に現れていることが分かった。 

炭酸塩試料に対する局所 238U–230Th 年代測定法の開発 

岩石・鉱物試料の正確な年代測定には、二次的な変質を受け
ておらず、初生的な年代情報を保持した組織を狙った同位体比
計測が必要である。したがって、高い空間分解能を有した局所
同位体比測定法が求められる。本研究では、第四紀炭酸塩試料
の年代測定を目標として、炭酸塩試料に対する局所 238U–230 Th
年代測定法の開発を実施した。 

実際の同位体比計測では、高感度かつ迅速分析可能なレー
ザーアブレーション ICP 質量分析法 (LA-ICP-MS) を採用し、
230Th に対する質量スペクトル干渉の除去のため、コリジョン

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
イラン北西部のウルミア湖（塩湖）。 

 
 
 
 
 
 

 
2018 年から 2020 年にかけての名古屋市の総大気粉じん中の硫黄濃度の変化。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
                                

                                                
ウラン含有炭酸塩参照物質 (WC-1 および RA138)の
230Th/238U 分析結果。実線は 10 点の測定結果の加重平均

値を、破線は放射平衡時の 230Th/238U を表す。 
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セル技術を活用した[1]。そして、200 μm×200 μm の領域に対するレーザー照射により、ウラン含有炭酸塩参照物
質（WC-1 および RA138）に含まれる数 10 pg g-1の 230Th を検出することに成功した。ガラス参照物質を用いて Th/U
に対する元素分別の補正を実施し、合計 10 ヶ所の分析結果に関する加重平均値として 230Th/238U = (2.0±0.2)×10-5

という分析結果を得た。この値は放射平衡時の 230Th/238U と比べて 2 割ほど系統的に高く、さらに正確な同位体比
測定には炭酸塩のマトリクス合致参照物質を使った Th/U の補正が必要であることが明らかになった。 

[1] S. Niki, S. Kosugi, H. Iwano, T. Danhara, and T. Hirata, 2022, Geostand. Geoanal. Res., 46(4), 589–602  
 

令花崗岩質マグマ中の石英の結晶化プロセス：大崩山花崗岩のマ

グマだまりのプロセス解明 

カソードルミネッセンス（CL）像とチタン濃度を用い、薄片中の石英
の観察・測定および分離した石英の多断面解析を行って花崗岩中の石英
の内部構造および成長履歴を明らかにした。CL 像から石英にはオシラト
リーゾーニングを示すものと、均質なものの二種類が存在した。さら
に、ジルコンに着目して観察したところ、ジルコンを包有している石英
が存在した。このことは、ジルコンが結晶化したのちに石英が結晶化し
たことを示している。これにより、石英晶出時の TiO2 活動度の推定が可
能になる。TitaniQ 地質温度計を用いたところ、オシラトリーゾーニング
を示す石英は 600–800°C で結晶化したのに対し、均質な石英は 550–590°C
で結晶化したことが明らかになった。このことは、同一の花崗岩体の中
に結晶化温度の広がりが存在したことを示している。以上のことから、
冷却するマグマだまりにおいて、TiO2の局所的な活動度の変動によるオシ
ラトリーゾーニングを持つ石英の結晶化モデルが得られた。（Yuguchi et 
al., 2024, J. Asian Earth Sci., 265, 106091） 

令和 6 年度地域貢献事業「日本最古の石について学ぼう」 

2024 年 8 月 6 日、7 日に、愛知県内の小学校高学年 32 名（小学 4 年生 18 名、5 年生 10 名、6 年生 4 名）を対象に、
岐阜県加茂郡七宗町および岐阜県中津川市蛭川を野外観察地として、夏休み体験学習を行った。本体験学習で対象
とした七宗町上麻生の飛騨川河岸には20.5億年前に形成された花崗片麻岩を内包する上麻生れき岩が分布している。
この古い年代を示す岩石は、日本がかつて大陸の一部だったことを示す貴重な証拠である。本体験学習では、現地
での上麻生れき岩の観察、関連した室内実習や講義を通じて、私たちが住んでいる日本列島の形成過程を理解する
ことを目的とした。本体験学習では、小学生の参加者を 5 班に分け、本研究所の教職員や大学院生、この地域の地質
に詳しい竹内 誠教授（名古屋大学大学院環境学研究科）を含む 12 名が各班を担当し、以下のプログラムを実施した。 

初日に大型バスをチャーターして、上麻生の飛騨川河岸
に赴き、上麻生れき岩の産状・特徴を観察した。次に、日
本最古の石博物館（七宗町）を訪れ、日本最古の岩石、地
球最古の岩石、希少な鉱物を観察した後、ストーンミュー
ジアム博石館（蜷川）において、世界の貴重な鉱物や、日
本三大鉱物産地に数えられる蛭川で産出するさまざまな鉱
物を観察した。2 日目、名古屋大学において、岩石・鉱
物、年代測定の原理、日本列島の成り立ちについての講
義、岩石薄片の偏光顕微鏡観察、岩石の比重測定、寒天を
使った地層モデル実験（泥、砂、れき、火山灰などの堆積
過程の再現実験）を行った。最後に、班ごとに野外・室内
実習のまとめのポスターを作成し、発表会を実施した。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
        

 

                                                                  
体験学習の様子（上麻生れき岩について説明する竹内教授）。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

                                                                                   
OZ パターンを有する石英結晶の薄切片の
BSE 像および CL 像。結晶内の走査線に沿っ

てチタン濃度が連続的に変化している。 
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国際連携研究センター (CICR) 
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国際連携研究センターが所掌する宇宙地球環境研究所の観測拠

点・海外連携機関。 

 

研究テーマ・キーワード 

  国際共同研究プログラムの立案・推進 

  地上拠点・ネットワーク観測の推進・人工衛星計画 

 への参加 

  国際研究集会・ワークショップの主催 

  外国人研究者の招聘 

  海外共同研究機関への研究者・大学院生の派遣 

  トレーニングコースなどの発展途上国の研究者の 

 能力開発 

  附属観測所群 

 
                                                                

 
宇宙・太陽・地球システムに関する国内唯一の共同利用・共同研究拠点である本研究所における国際連携のため
のセンターとして、国際連携研究センター（CICR）は国内および国外の研究者と共同・協力して、多彩な国際的
な共同研究を推進している。具体的には、国際協同研究プログラムの立案・推進、地上拠点・ネットワーク観測の
推進、国際的な枠組みによる人工衛星計画への参加、国際研究集会・ワークショップの主催、外国人研究者の招聘、
海外共同研究機関への研究者・大学院生の派遣、トレーニングコースなどを通した発展途上国の研究者の能力開発
等を行う。これらを通して、共同利用・共同研究拠点として当該分野の研究発展に貢献する。本センターは旧太陽
地球環境研究所のジオスペース研究センターの機能とタスクを引き継いでいる。本センターは 2015 年度の宇宙地
球環境研究所の発足と同時に 2020 年度までの期限付きで開設されたが、名古屋大学によりこれまでの活動が評価
され、さらに 5年間（2021–2025年度）の設置が認められている。 
太陽活動はフレア爆発・コロナホールといった短期の変動から、11年周期やさらに長期の変動がある。このような様々

な時間スケールの太陽活動変動が地球周辺の電磁環境や地球気候に与える影響を理解・予測するために、国際学術会議
（ISC）傘下の太陽地球系物理学科学委員会（SCOSTEP）は、2020年からの 5年間に国際プログラム「変動する太陽地
球結合の予測可能性（PRESTO）」を推進した。本センターにはこの SCOSTEPの会長が所属しており、このプログラム
を主導することが国際的に期待されている。このため、SCOSTEP/PRESTO に関する国際ニュースレターを 3 ヶ月ごと
に発行するとともに、2020年度からはオンラインセミナーや大学院生向けのオンライン講義を開始し、これらに関する
MoUを SCOSTEPと ISEEの間で 2021年 1月に締結している。さらに本研究所に関連する国際協同研究プログラムとし
て、持続可能な地球社会の実現をめざす国際協働研究プラットフォームである Future Earthや、Future Earth傘下のプロ
ジェクトの一つである「統合陸域生態系－大気プロセス研究計画」（iLEAPS）にも協力している。また、これらの国際
協同プログラムに関連して、EISCAT レーダープロジェクト、超高層大気イメージングシステム、ISEE 磁力計ネット
ワーク、北海道-陸別短波レーダーを含む
SuperDARN レーダーネットワーク、ISEE 
VLF/ELF ネットワークなどのグローバル
な地上多点・拠点観測ネットワークを展開
している。 
本センターでは、本研究所が実施している
共同利用・共同研究システムの中で、国際共
同研究を推進している。さらに、母子里観
測所、陸別観測所、富士観測所、鹿児島観
測所の 4 観測所を有し、太陽風や地磁気変
動、超高層大気変動の観測を行っている。 
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2024 年度の主な活動                                                     
 
2024年度には、共同利用・共同研究拠点の公募課題として国際共同研
究 20件、外国人招聘共同研究 23件、国際ワークショップ 3件、若手国
際フィールド観測実験 4件、国際技術交流 4件、国際スクール 2件、若
手国際派遣支援（海外発表・海外滞在）7 件の国際共同研究を採択し、
推進・支援した。また、5 年間のクロスアポイントメントで雇用した米
国の 2 名の特任教授と付随する 2 名の特任助教による研究も推進した。
また、SCOSTEP と連携して、国際オンラインセミナーを 6 回、大学院
生向けの国際オンライン講義を 1回実施した。さらに、本研究所の教員
の指導を受ける大学院生を対象に若手海外派遣支援プログラムを推進
し、10 名の国際学会参加や海外機関の滞在を支援した。そのほか、
SCOSTEPの PRESTO（2020–2024）プログラムにおいて、2024年度の 4
月、7月、10月、1月に国際ニュースレターを 4回発行するとともに、
ナイジェリア、ドイツで開催された 2件の国際スクールの開催に協力し
た。また SCOSTEP Visiting Scholar プログラムに協力し、インド、エジ
プト、中国、ブラジルの大学院生 5名をそれぞれ約 3ヶ月間ずつ招聘し
て国際共同研究を行った。これらの取り組みに対して、のべ 6名の英語
対応可能な事務補佐員が業務を支援した。 

EISCAT レーダープロジェクトでは、スカンジナビア北部トロムソ・スヴァールバル諸島ロングイアビンで運用
されている EISCATレーダーを用いた共同研究・共同利用（7件の EISCAT特別実験ほか）を、国立極地研究所と
連携して実施した。さらに EISCAT_3D 実現に向けて、EISCAT Council等にて EISCAT加盟各国の関係者と情報交
換を行った。超高層大気イメージングシステム、ISEE磁力計ネットワーク、ISEE VLF/ELFネットワークなどのグ
ローバルな地上多点ネットワークでは、北極を中心として地球を一周する磁気緯度 60 度付近の観測点など、世界
の 20ヶ所以上で自動定常観測が継続されている。そのほか、JSPS国際共同研究事業における都市大気エアロゾル
観測研究を推進している。 
母子里観測所は 2018 年度より無人化され、月に 4 回程度の管理が行われるのみになったが、フラックスゲート

磁力計・誘導磁力計、光学機器、ELF/VLF の自動定常観測を継続している。また、2022 年度から新たに大気中ブ
ラックカーボンの連続測定を始めている。2024 年度には 7 回の低緯度オーロラの観測に成功した。陸別観測所で
は赤外線・紫外線等の観測装置を用いたオゾン層破壊関連物質や温室効果ガスなどの大気微量成分の総合的観測、
高感度全天カメラやフォトメータ等を用いた低緯度オーロラや夜間大気光の観測、SuperDARN北海道-陸別第一・
第二短波レーダーによる電離圏変動の観測、誘導磁力計による地磁気脈動の観測、東北大学による長波標準電波を
用いた電離圏変動の観測や、電気通信大学による ELF 帯雷
磁場の観測を継続し、2024年度には 6回の低緯度オーロラ
の観測に成功した。富士観測所、木曽観測施設および豊川
分室では、4 月–12 月の期間に多地点 IPS 観測を実施した。
2024 年 5 月には顕著な地磁気嵐を発生させた太陽嵐群の
IPS観測に成功した。また、8月 3–4日に東京大学木曽観測
所と共同で木曽観測施設の一般公開を開催した。鹿児島観
測所・佐多観測点でも地磁気擾乱、電離圏擾乱、超高層大
気擾乱の自動定常観測が継続的に行われている。また、鹿
児島観測所では、電気通信大学、東北大学、千葉大学、米
国のジョージア工科大学などによる電磁波動の観測や、情
報通信研究機構による桜島火山活動の映像 IoT およびイン
フラサウンド観測も実施されている。

SCOSTEP/PRESTO ニュースレター42
号の表紙（2025 年 1 月発行）。 

 

母子里観測所に設置しているブラックカーボン計測装置。 
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研究テーマ・キーワード 

 太陽圏サイエンスセンター 
 ひので、あらせ、みお 
 高度なシミュレーションの研究開発（SUSANOO, 

CReSS, 年代測定モンテカルロシミュレーション等） 

 多様なデータベースの整備（IUGONET, WDS-CR等） 
 計算機利用・データベース共同研究の運用と推進 
 CIDASスーパーコンピュータシステムの運用 
 HPCIコンソーシアム活動 

 
 
 
統合データサイエンスセンター（CIDAS）は宇宙地球環境に関する大規模データの解析および先端的なコン

ピュータシミュレーション等に基づく、宇宙太陽地球システムの高度な研究を実現するための基盤整備および開
発研究を行うことを目的として設置された。CIDAS では、国内外の大学や研究機関と連携し、特に、観測データ
解析やシミュレーションのためのソフトウェア開発、様々なデータベース構築および大規模計算環境の整備とこれ
らを使った先進的な研究開発等を進めている。また、本研究所独自の DOIの取得（10.34515）を行い、実データへ
の付与を実施している。 

衛星プロジェクトとの連携：太陽圏サイエンスセンター 

太陽観測衛星「ひので」、ジオスペース探査衛星「あらせ（ERG）」、水星探査衛星「みお」、連携する地上観測、
シミュレーションのデータの公開や解析ツール開発と公開を担う太陽圏サイエンスセンターを JAXA 宇宙科学研
究所、国立天文台との共同運営によって運営している。このため、クラスター計算機を中心とした統合データサイ
エンスセンター計算機システム（CIDASシステム）を運用し、全国の研究者に解析環境を提供している。 

計算機利用共同研究、データベース共同研究の推進および HPCI コンソーシアム活動 

名古屋大学情報基盤センターのスーパーコンピュータ「不老」を用いた「計算機利用共同研究（HPC）」、CIDAS
計算機システムを用いた「計算機利用共同研究（一般）」および、多種多様なデータベースの整備を行う「デー
タベース作成共同研究」の運用と推進を担っている。また、我が国の HPCI システムの整備と運用を検討する
HPCI コンソーシアムのユーザーコミュニティ代表機関としての本研究所の活動を担当している。 

多様なデータベースの整備 

IUGONET は国内機関が連携し、メタデータデータベースや解析ソフトウェアの開発を通じて、超高層大気データ
の利活用を促進するとともに、Web 上でのプロットやデジタルデータ提供などを含めたインフラ基盤の提供を行っ
ている。また、宇宙線データに関する世界データセンターの機能を担っている。さらに、2011年に発生した福島第一
原発事故に係る放射線データ情報検索のためのメタデータデータベース RADARC0311を公開、運用している。 

高度なシミュレーションの研究開発 

太陽地球圏のダイナミクスを探ると共に、その変動予測を目指した太陽、太陽風、地球電磁気圏の様々なシミュレー
ション（SUSANOO 等）、雲スケールからメソスケール、さらに台風や温帯低気圧などの大規模スケールの大気現象
の高解像度シミュレーションモデル Cloud Resolving Storm Simulator（CReSS）、CHIME 年代測定の高精度化や測定法
の改善に利用される電子・原子の相互作用のモンテカルロシミュレーションモデルの研究開発等を推進している。
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2024 年度の主な活動                                

あらせ、みおデータ解析環境の開発  
あらせ衛星および ERG連携地上観測の科学データファイルは、CIDASに設置された太陽圏サイエンスセンター
（宇宙科学研究所との共同運用）によって整備、公開されている。データファイルは CDF と呼ばれるメタデータ
付のファイルとして整備されるとともに、SPEDASと呼ばれる太陽地球系科学コミュニティで広く使われているソ
フトウェアによってファイルの取得や解析が可能となっている。太陽圏サイエンスセンターではデータファイルの
製造・公開および、SPEDAS Plug-in toolの開発・公開、SPEDASのオンライン講習会動画の製作と YouTubeでの公
開（https://www.youtube.com/channel/UCukIaSJ1l-KbZnVzYNmglVg/videos）を行っている。さらに、2020年度から
データ DOI の取得も進めている。また、CIDAS スーパーコンピュータシステム上に環境を整備することで、所
外からでもCIDASシステムにログインして SPEDASを活用できるシステムの運用を行っている。2023年度からは、
新たに「みお」衛星の科学データファイルの設計を進め、クルーズ中のデータの公開を開始した。 

太陽研究に関わる各種データベースの維持・更新・公開 
「ひのでサイエンスセンター」では、太陽観測衛星「ひので」の精密なデータを利用した太陽研究とそのためのデー
タベースおよび解析環境の整備を国立天文台および JAXA 宇宙科学研究所との共同プロジェクトとして推進してい
る。ひので衛星を利用した学位論文リスト（博士論文 104篇、修士論文 70篇）、フレアカタログ（2006年 10月以降、
約 27500イベント）、活動領域のコロナ 3次元磁場データ、太陽極域磁場データベース、EUV輝線フルディスクモザ
イクデータベース、太陽軟 X 線・EUV 放射変動データベースの維持・管理・公開などを継続して行っている。また、
SOLAR-C衛星を見据えて、太陽外層大気での電離非平衡プラズマの数値モデリング・シミュレーション研究を開始した。 

超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク（IUGONET）の活動  
情報・システム研究機構などと連携し、メタデータデータベースや解析ソフトウェアの開発・整備を通じて、超
高層大気データの利活用を促進するとともに、急速な勢いで求められるデータ公開、データの相互参照に対応する
ために、Web上でのプロットやデジタルデータ提供などを含めた普遍型インフラ基盤を提供している。超高層分野
で標準的に用いられている SPASEメタデータスキーマの更新の際には、IUGONET独自の拡張が何度も採用されて
いる。SPASE メタデータスキーマから、学術情報流通のために用いられる一般的なスキーマへのマッピングを定
義・実装し、メタデータの変換を行った。変換されたメタデータは名古屋大学の機関リポジトリに登録し、広い範
囲からのデータ検索が可能となった。これらの取り組みは名古屋大学図書館との連携によって進めており、さらに
九州大学や京都大学との連携へと拡大している。また、本研究所独自の DOIの取得のために必要となるメタデータを
データ提供者が容易に作成できるような、Webベースの XMLファイル入力システムの開発も行った。  

CIDAS スーパーコンピュータシステムの整備と運用  
CIDASコンピュータシステムの運用を 2016年度より継続しており、2021年度にシステム更新を行った。本シス

テムは 16の計算ノードから構成され、一つの計算ノードは 2基の Intel Xeon Gold 6230Rプロセッサと 384 GBのメ
モリを搭載している。現在、110 名以上の研究者および学生が本システムにユーザ登録を行い、「ひのでサイエン
スセンター」および「ERG サイエンスセンター」に関連したデータ解析研究、機械学習を利用した宇宙地球環境
のデータ科学研究および計算機利用共同研究による並列シミュレーションに利用されている。 

雲解像モデル CReSS の開発とシミュレーション実験データ整備 
個々の積乱雲から台風のような大規模な気象システムを高解像度でシミュレーションすることが可能な、雲解像
モデルの開発・改良を行ってきている。この雲解像モデルは気象や気候変動などの研究に利用されるほか、実際の
気象予測などにも利用が可能で、気象学研究室のホームページで国内外の研究者に公開されている。本センターで
はその利用促進をめざして、雲解像モデル CReSS のソースコードを公開している。また、これまで行ってきた台
風の大規模シミュレーション実験のデータについても公開のための準備を進めている。
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研究テーマ・キーワード 

  日本の航空機観測の中核的拠点の構築 

  航空機による雲・エアロゾル観測および台

風・水蒸気観測 

  無人航空機を用いた観測プロジェクトの推進 

  超小型衛星太陽観測ミッションの推進 

  宇宙利用に関する人材育成プログラム 
  地球観測衛星の推進 

 

 
 
地球表層から宇宙空間に至る極めて広い領域での自然現象を対象としている本研究所では、それぞれの領域や現
象に最適化された計測による実証的で先端的な研究が求められている。特に、航空機・気球・観測ロケット・人工
衛星などの飛翔体による観測は、産学官の連携による技術開発が目覚ましく、世界的にも著しく発展している分野
である。飛翔体観測推進センターでは、宇宙太陽地球システムという包括的視点に基づく領域横断的な共同利用・
共同研究拠点の機能を最大限に活用し、研究所・センターがこれまで整備してきた地上観測網に加え、飛翔体によ
る計測が必須となる対象・領域において、新たに展開されるべき新機軸の観測計画を策定・実施するとともに、そ
の遂行に必要な技術開発を推進する。本センターでは、日本の航空機観測の中核的役割を果たし、他機関と連携し
て航空機による地球表層圏の水・物質循環の直接および遠隔観測を推進する。また、宇宙と地球の間に生起する物
理現象に関する新しい知見をもたらすべく、観測ロケットや探査機・人工衛星による宇宙空間での観測計画を国内
外の機関と協同しつつ検討・推進する。同時に、次世代の飛翔体搭載機器に必要な計測技術と開発環境の効率的な
集約・共通化を行い、分野融合的な活動を展開することで、これからの飛翔体観測に求められる計測技術の発展に
寄与する。また、本センターに地球水循環観測推進室を設置し、降水レーダ（X帯 2台）・雲レーダ（Ka帯 1台）
等による観測やモデル研究を通じて、地球表層の水循環研究における航空機・気球観測の推進および衛星観測研究
へ貢献している。宇宙開発利用推進室では超小型衛星開発や宇宙人材育成活動を実施している。また、航空機観測
の推進を図るため航空機観測推進室を設置している。 

 

2024 年度の主な活動                                
航空機観測の推進 
科研費基盤研究 S（研究代表者：坪木和久）で実施している Tropical 

cyclones-Pacific Asian Research Campaign for Improvement of Intensity 
estimations/forecasts（T-PARCII）では、本年度は台風 19号（Barijat）の航空
機によるドロップゾンデ観測を行った。この台風は中緯度で台風に発達し、
さらに温帯低気圧化したもので、このような高緯度の台風の発生・衰弱を
観測した初めてのケースである。本観測では、GPS 情報が向上した最新の
改良版ドロップゾンデを導入（GPSモジュールおよび基板上の配置を変更：
2024年度開発）したほか、全ドロップゾンデについて、相対湿度の事前検定
を実施し、データの信頼性を図った。観測されたデータはリアルタイムで
気象庁をはじめとして世界中に発信され、各国気象局の予報に用いられた。 

2022 年夏季の西部北太平洋上におけるエアロゾルの航空機観測のデータ解析を進めた。西部北太平洋上に長距
離輸送された鉱物ダストの数濃度はアジアの発生源近傍の報告値より 2–3桁低く、粒径の大きなダストほど輸送過
程で効率的に除去を受けていることを明らかにした。 

台風 Barijat の経路｡ 
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ドローンを用いた微細藻類の製造技術等の研究開発 
NEDOグリーンイノベーション基金「光合成による CO2直接利用を基盤とした日本発グローバル産業構築」（株

式会社ちとせ研究所）に参画し、マレーシアでの微細藻類の製造技術等の開発・実証を開始した。また、ドローン
や人工衛星等を利用した飛翔体観測の複合利用技術の研究開発を進めている。 

航空機観測推進室 
コミュニティでの情報交換の場として航空機観測セミナー（オンライン）を 9回実施し、毎回 20名から 50名の
参加者があった。今年度は、航空機による気象観測の講演のほか、ドローン観測や考古学への航空機利用の講演も
実施した。 
最近の地球科学におけるドローン活用の広がりを受けて、2024 年 9 月に所長リーダーシップ経費のサポート

を受けて、所内の教職員と学生を対象としたドローン講習会を初めて実施した。今回は民間のドローン観測事業
者を招いて座学および小型ドローンの体験（工学研究科風洞実験施設を利用）、およびフィールドでのデモ飛行
を実施した。 

地球水循環観測推進室 
ISEEの保有するX-bandの気象レーダを京都大学の保有するMUレーダサイトに移設して降水の力学的・微物理的
鉛直構造の解明のための共同観測を継続して実施した。鉛直方向の気象レーダによるドップラー速度観測とMUレー
ダによる大気鉛直流の観測の組み合わせにより、降水粒子サイズの正確な把握が可能になった。これらから多様な降
水粒子形成メカニズムに迫ることが期待される。４大学（東北大学、千葉大学、東京大学、名古屋大学）による Virtual 
Laboratory（VL）の講習会が本年度は千葉大で開催され、ISEEからは学生 9名を派遣し、3名の教員が参加した。 

超小型衛星を利用した太陽観測ミッション推進 
ChubuSatのような 50 kg級衛星より低費用で相乗り機会の多いキューブサットに搭載できる中性子・ガンマ線観

測装置の開発を進めている。現在、JAXA革新的衛星技術実証 5号機に向けて、エンジニアリングモデルを開発
している。信号処理基板の機能や性能を検証し、一部の基板を改訂した。現在は、衛星制御コンピュータのソフ
トウェアを開発中である。 

宇宙開発利用推進室 
宇宙開発利用推進室は名古屋大学における宇宙開発・観測のための機器開発から観測的研究までを協力して

推進する、全学的拠点創設の第一歩として設置された。キューブサットの開発は、その研究活動の一環である。
教育活動も宇宙開発利用推進室の重要な役割であり、8 月に宇宙利用 2 週間基礎コースを、3 月に上級コース
を実施した。基礎コースでは 31名、上級コースでは 69名の応募があった。約 95%が学外から、50%以上が一
般からの参加者であり、広く社会に貢献している。気球プロジェクトを企画段階から実施する人材育成コース
を計画中である。昨年度から熱真空試験装置や振動試験装置を一般に貸し出しているが、今年度の秋から利用
者が急増したため、年間 500万円以上の利用料収入があり、来年度からの新規の人材育成コース運営に十分な
資金となっている。 

地球観測衛星観測の推進 

2024年 5月に日欧共同ミッションの EarthCARE衛星が打ち上げられた。EarthCAREでは世界初のドップラー雲
レーダが搭載されており、今年度は初期観測データの解析を通してレーダの性能評価を行った。日米仏の共同ミッ
ションとなる AOS-storm（日本では、PMM）ミッションの科学的な議論を通じて、アルゴリズム開発の方向性を
確認した。
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宇宙科学と地球科学の融合による新たな研究の推進は、本研究所の重要な役割の一つである。そこで、関連する
分野の研究者と協力して多様な融合研究を強力かつ戦略的に推し進めるため、研究所所長のもとに「融合研究戦略
室」を 2022 年 8 月に設置した。融合研究戦略室は、これまで本研究所が進めてきた融合研究と、各分野で行われ
ていた専門研究の実績を基盤として、新たな研究戦略を学際的な視点から構築すると共に、現在取り組んでいる多
様な共同利用・共同研究プログラムおよび関連機関との共同研究プロジェクトなどを活用しながら、関連コミュニ
ティとの協力のもとでそれを実現するための主導的役割を果たす。 

融合研究戦略室には研究所長（室長）・副所長と共に、共同利用・共同研究の基盤を担う 3 つの附属センター（国
際連携研究センター、統合データサイエンスセンター、飛翔体観測推進センター）のセンター長および国際連携研
究センターから実務を担う外国人教員１名を室員として配置した。また、特任教授 1 名および学術主任専門職 1 名
が新たに 2024 年 4 月に着任した。さらにこれらの戦略室所属教員に加えて、所内教員（基盤研究部より若干名）、
関連部局（工学研究科、理学研究科、環境学研究科、情報学研究科、附属図書館、未来材料・システム研究所、博
物館）の教職員および学外委員（運営協議会および共同利用・共同研究委員会より各 1 名）で構成される融合研究
戦略運営委員会を組織し、幅広い分野を包括した新たな融合研究の戦略策定を進めている。 

2023 年度から、宇宙科学と地球科学、さらには異分野を結びつける新たな融合研究を探究し、推進するため、「融
合研究戦略課題」として公募を行っている。2023 年度には 10 件の課題、2024 年度には 13 件の課題を採択した。
あわせて、研究所長（室長）のリーダーシップの下、4 件の融合研究プロジェクト（「Energetic Particle Chain －高
エネルギー荷電粒子降り込みが中層・下層大気に及ぼす影響－」、「パレオディテクターによる暗黒物質の直接探索」、
「過去の太陽地球環境のアナログ観測記録のデータレスキュー」、「東南極の氷床内陸域における気候復元と宇宙環
境変動に対する影響評価」）を推進した。 

 
2024 年度融合研究戦略課題 採択テーマ 

No 研究代表者 所属機関 所属部局 受入責任教員 研究課題名 

1 門脇 誠二 名古屋大学 博物館 南 雅代 
元寇金属器の地球化学分析・年代測定：「コンクリ―
ション考古学」の展開に向けて 

2 松尾 太郎 名古屋大学 理学研究科 三野 義尚 
緑の海仮説における検証: 薩南諸島硫黄島海域にお
ける光環境と光合成生物分布の計測 

3 端場 純子 
→田中 幸恵 

名古屋大学 附属図書館 三好 由純 デジタルデータを活用した文理融合研究の可能性検討 

4 中澤 知洋 名古屋大学 素粒子宇宙起源研究所 三好 由純 アルベドの融合科学〜国際宇宙ステーションから探る
アルベド X 線・ガンマ線・中性子線〜 

5 富田 英生 名古屋大学 工学研究科 南 雅代 レーザー分光による放射性炭素同位体分析の定量性
評価に関する研究 

6 持田 陸宏 名古屋大学 宇宙地球環境研究所 持田 陸宏 宇宙開発に伴う大気汚染評価 

7 菅野 里美 名古屋大学 高等研究院 伊藤 好孝 
→田島 宏康 

CMOS イメージセンサーを利用した生細胞内元素ト
レーサイメージングシステムの構築 

8 内海 志典 岐阜大学 教育学部 檜山哲哉 不確かな社会を生き抜くための意思決定能力の育成を
志向した気候変動のカリキュラム開発 

9 Mendez, Carlos 名古屋大学 国際開発研究 髙橋 暢宏 持続可能な開発のモニタリングのための衛星データ
と社会経済データの統合 

10 渡邊 誠一郎 名古屋大学 環境学研究科 加藤 丈典 太陽系年代学の進展と放射線環境変動研究との融合 

11 渡邉 智彦 名古屋大学 理学研究科 三好 由純 核融合理論と磁気圏プラズマの高性能計算モデリン
グの融合研究 

12 村岡 裕由 岐阜大学 環境社会共生体研究
センター 檜山 哲哉 

アジアグリーンベルトにおける環境―社会共生体化
の実現に向けたフューチャー・アース研究ニーズの
分析・課題の抽出 

13 砂田 茂 名古屋大学 工学研究科 菊地 亮太 観測業務におけるヘリコプタ利用の可能性検討 
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2024 年度の主な活動                          

宇宙/地球科学と異分野を結びつける「融合研究戦略課題」の公募および推進 

「融合研究戦略課題」として公募を行い、2024 年度には 13 件の課題を新たに採択した。国際開発研究科と共同
で取り組む文理融合課題、工学研究科と連携した装置開発や製品開発を視野に入れた課題、今まで挑戦の機会がな
かった新しいアイデア課題、東海国立大学機構のさらなる機能強化を目指す課題など、多岐にわたる課題が採択さ
れた。2025 年度以降もこの取り組みは継続され、融合研究戦略室では、異なる分野の研究者が共に新しい知識や
解決策を生み出すことを促し、宇宙科学と地球科学だけにとどまらない、未知の領域への挑戦や新しい研究分野の
創出を推進していく。 

新たな学術領域を開く融合研究プロジェクトの推進 

研究所長（室長）のリーダーシップの下、4 件の融合研究プロジェクト（「Energetic Particle Chain －高エネル
ギー荷電粒子降り込みが中層・下層大気に及ぼす影響－」、「パレオディテクターによる暗黒物質の直接探索」、
「過去の太陽地球環境のアナログ観測記録のデータレスキュー」、「東南極の氷床内陸域における気候復元と宇宙
環境変動に対する影響評価」）を推進した。 

異分野間の融合研究を促進するワークショップの開催 

 融合研究戦略室および融合研究戦略課題に関連する研究者や機構内のステークホルダーが参加するワークショッ
プを開催した。このワークショップでは、融合研究戦略課題の研究紹介に留まらず、融合研究を推進するビジョンの
形成、支援・推進体制の構築についても、機構内や異分野間の枠を超えて幅広く検討した。 

企業との共同研究プロジェクトの推進 

融合研究戦略室を中心に、産官学連携の強化に積極的に取り組んでいる。一例として、富士通株式会社とのパー
トナーシップを通じて、宇宙活動に伴う様々な課題の探索と技術開発に着手し、宇宙天気予報に関連する革新的
なプロジェクトを推進した。また、CO2 を利用した物質生産を可能にする微生物による生産システムの開発と最
適化に関するテーマでは、株式会社ちとせ研究所との共同研究を進めた。これらの取り組みは、産学官が一体と
なって新たな知見と技術革新を生み出し、社会に貢献するモデルを築く重要なステップであり、今後もさらに
様々な産業界、行政、そして学界との連携を深め、新たな研究領域の開拓と実用化に向けた共同プロジェクトを
積極的に推進していく。 

共同利用・共同研究事業の連携 

本研究所の共同利用・共同研究事業において、融合研究に関連するテーマとして、ISEE Symposium1 件、国際共
同研究 10 件、一般共同研究 10 件、研究集会 32 件、加速器質量分析装置等利用（共同利用）2 件があり、本研究
所の共同利用・共同研究事業との連携を推進した。 

機構内の産官学連携部署との連携や共同プロジェクトの推進 

東海国立大学機構の学術研究・産学官連携推進本部と連携し、機構内で進めている企業とのワークショップの
企画への参画や、共同研究の推進に向けた企画の検討を進めていく。 
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（a）：ISEEにおけるCHAMOS Workshop開催風景、（b）：CHAMOS Workshop参加者の集合写真、（c）：ISEEにおける大規模磁気嵐イ

ベントのデータ解析ワークショップ開催風景、（d）：トロムソ（ノルウェー）に設置されたオゾン/一酸化窒素観測用ミリ波ラジオメータの
メンテナンス作業風景、（e）：2024年 7-8月にシーボトン（ノルウェー）で開催された EISCATシンポジウムの参加者が、本プロジェクト
の光学カメラ等を設置する施設を訪問した時の風景。 

本融合研究が明らかにするのは、“Energetic Particle 
Chain（EPC）”である。これは、太陽–太陽風–磁気圏–電離
圏–大気圏を「高エネルギー荷電粒子」をキーワードに一
つの連鎖システムと捉え（右図）、その関係性をシームレ
スに説明することに挑戦するプロジェクトである。 

太陽を起源とする高エネルギー荷電粒子は、磁力線に
沿って地球の高緯度地域に降り込むが、このようなエネ
ルギーの高い粒子は中層・下層の大気まで到達し、その
組成を変化させる（直接効果）。或いは、磁気圏放射線帯の
高エネルギー電子は中間圏上部から熱圏という高い高度で
大気を電離し、イオン化学反応によって窒素酸化物を生成、
それが極渦内で下方輸送されて成層圏オゾンを破壊すると
いうシナリオも知られている（間接効果）。しかし、これらのプロセスは未だ十分に観測実証されておらず、宇宙か
らのエネルギー注入が地球の中層・下層大気に及ぼす定量的な影響や、気象・気候への寄与も明らかではない。 

衛星・地上観測装置によって得られる観測データは、基本的に磁気圏、電離圏、大気圏のような個々の領域内毎の
現象のトレースに特化してしまうため、それらを統一的に理解するにはモデル計算による包括的なシミュレーション
を行うことが不可欠である。しかし、そのような膨大な観測データと種々のモデル計算手法を適切に融合させる取
り組みは、世界的に見ても不充分な状況にある。本研究では、あらせ衛星（磁気圏）、EISCAT_3D レーダーとリオ
メータ（電離圏）、ミリ波大気ラジオメータ（大気圏）により観測データを取得するとともに、これらをインプッ
トとして磁気圏から電離圏への荷電粒子降下や大気圏のイオン化学反応および全球的力学・温度場のモデル計算を
行うことで、粒子降下の大気への影響の定量的な解明を目指す。本研究所の研究者を中心として各項目のスペシャ
リストがチームを結成し、それらを融合した国際的なコンソーシアムでプロジェクトを推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
図 1 ：太陽を起源とする連鎖システムのイメージ。  
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2024 年度の主な活動                          

融合研究プロジェクト・フェーズ 2（Full study phase）の推進 

本年度は、7 年計画の融合研究プロジェクトのフェーズ 2（Full study phase; 後半 5 年間）の 2 年目である。既存の
観測装置（あらせ衛星、EISCAT レーダー、リオメータ、ナトリウムライダー、全天オーロラカメラ、ミリ波大気ラ
ジオメータ）の定常観測による継続的なデータ取得を行いつつ、過去のデータから比較的大規模な磁気嵐時のイベン
トを抽出し、観測データ間の相互比較やプラズマ・大気モデルによる計算機シミュレーションとの比較を進めている。
国内の関連研究者向けのイベント解析ワークショップや、国際的なオゾン変動研究の枠組みである CHAMOS ワーク
ショップの名古屋大学での開催を通じ、本プロジェクトの成果創出に向けた歩みを進めつつある。 

CHAMOS ワークショップの日本初開催 

EPC とも深く関連する成層圏・中間圏オゾンを中心とした大気環境変動研究の国際的な枠組みである Chemical 
Aeronomy in the Mesosphere and Ozone in the Stratosphere（CHAMOS）のワークショップを 2024 年 10 月 28 日–11 月
1 日に「ISEE 国際ワークショップ」プログラムとして、名古屋大学で開催した。フィンランドのオウル大学ソ
ダンキュラ地球物理学観測所およびフィンランド気象研究所、ニュージーランドのオタゴ大学からの 9 名（う
ち 2 名はオンライン）と、ISEE の研究者および学生 12 名の合計 21 名が参加し、本ワークショップのメイン
テーマである宇宙からの高エネルギー粒子の降り込みによる大気応答について議論した。磁気圏–中層大気の
様々な手法による観測データと、モデルシミュレーションの結果を総合的に解釈することによって、中層・下
層大気における応答現象の原因から結果までを理解することを試みた。 

ミリ波大気ラジオメータでの微量分子マルチライン同時観測 

南極・昭和基地では、2022 年 7 月から定常観測を開始した多周波ミリ波大気ラジオメータを用いたオゾン（O3）、
窒素酸化物（NO, NO2）、水素酸化物（HO2）、一酸化炭素（CO）の同時観測を継続し、特に 2022 年 7 月から 2023
年 12 月末までの一酸化窒素（NO）分子の時間変動の解析を行った。6 本の微細構造線から求めた柱密度変動を磁
気嵐や高エネルギー粒子フラックスの時間変動と比較し、同期間中で Dst 指数が－50 nT を超えた 35 回の磁気嵐の
うち 69%に相当する 24 回について NO の増加を捉えることができた。さらに東北大学グループとの解析により、
2024 年 5 月の巨大磁気嵐イベントでは中間圏オゾンの顕著な減少を見出し、ミリ波観測での NO はもとよりリオ
メータ、PANSY、TEC、POES, GOES などの降り込み粒子のデータとの比較を通して、オーロラオーバルが昭和基
地よりも低緯度側に移動した際に降り込んだ高エネルギー陽子により、オゾンの減少が引き起こされた可能性が高
いことを示した。 

その他の成果 

 トロムソのミリ波大気ラジオメータは、2025 年 1 月と 2 月に現地に滞在して装置のメンテナンスを実施し、
2 月 21 日（現地時）より本プロジェクトのメインターゲットの一つである NO 分子輝線の観測を再開した。
また、本プロジェクト専用の開発実験室を学内に整備し、新たな広帯域受信機システムの開発を進めている。 

 フィンランドの Spectral Riometer（SR）は 2024 年も順調に稼働し、Sodankylä Geophysical Observatory と共同
して南北・東西の SR ネットワークを維持した。同域で日本が主体的に運用するカメラと VLF 受信機、あら
せ衛星や EISCAT/EISCAT_3D レーダーとの同時観測を実施し、例えば 2024 年 5 月 10 日に発生した巨大磁気
嵐における高エネルギー電子降下現象の空間分布の研究などに活用された。 

 ISEE 外国人客員教授であった Pekka Verronen 教授と、あらせ衛星のデータを入力としたデータ駆動型の
WACCM シミュレーションを行い、昭和基地で観測された NO のデータとの比較を行った。その結果、あら
せ衛星が観測した放射線帯電子は中間圏の電離に大きな影響を持つものの、NO 柱密度に対しては、中間圏の
影響はセカンダリであることが分かり、現在論文を投稿予定である。
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パレオディテクターによる暗黒物質の直接探索。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パレオディテクターによる暗黒物質の直接探索 

 

 

暗黒物質は宇宙の約四分の一を占め、銀河や星など宇宙の大規模構造を形成する上で不可欠な存在である。しかし、
光学的には観測するこができず、その正体は謎のままである。暗黒物質の正体が明らかになれば、標準理論を超える
新しい物理を解き明かしたり、宇宙の誕生や歴史を明らかにしたりするうえで重要な知見をもたらすと考えられてい
る。この未知の物質の正体を明らかにするため世界中で様々な試みがなされている。暗黒物質として非常に幅広い質
量範囲で様々なモデルが考えられている。本プロジェクトでは、その中でも 1015 GeV 以上の超重暗黒物質（例えば
Charged Q-ball）に着目して検出を試みている。天文学的観測などから暗黒物質の総量は分かっているため、暗黒物質
が重ければその密度は小さくなり、検出器に到来する頻度は低くなる。頻度の低い事象を検出するためには、検出時
間を長くする必要がある。そこで、検出器として鉱物を用いることで地質学的時間スケールの検出時間を実現する「パ
レオディテクター」が着目されている。 

本プロジェクトでは ISEE 内外の研究者と連携して岩石学、地質年代学、素粒子宇宙物理学、X 線分光学、電子顕微
鏡学、分析化学などを融合し、パレオディテクターによる暗黒物質やその他の未知素粒子の直接探索を目指している。
パレオディテクターによる未知粒子の直接探索の歴史は長く、1980 年代には白雲母を用いた磁気単極子の探索が行われ
ている。また、1995 年に Snowden-Ifft らが雲母を用いて暗黒物質の直接探索を試みている。しかし、いずれの研究も未
知の素粒子の発見には至らなかった。近年、パレオディテクターが注目され始め、世界中で様々な研究グループが理論
的な検討や、原理実証に向けた実験などを行っている。我々のプロジェクトでは、超重暗黒物質の直接探索に着目し、
検出法の確立、高速自動読取りによる世界最高感度の実現を目指している。また、国内外の他の研究グループと連携し、
各分野の最新の知見と技術を集結し、未知粒子の新たな直接探索をめざしていく。 
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2024 年度の主な活動                          
飛跡の形成閾値と形成効率 

白雲母を Charged Q-ball の検出器として用いる場合、（0）そもそも飛跡は観察可能なのか、（1）飛跡の形成
閾値、（2）飛跡の形成効率を明らかにする必要がある。そこで、日本原子力研究開発機構の東海タンデム加速
器を用いて照射実験を行った。そして、試料をフッ酸でエッチングして光学顕微鏡（OM）および原子間力顕
微鏡（AFM）で観察・計測した。あらかじめアニーリング処理を行い、αリコイルトラック（ART）を消去し
た白雲母を用いて照射実験を行った。Charged Q-ball と同等の阻止能での形成させる飛跡について検討するた
め、50–100 keV のキセノンを照射した。エッチング処理後の試料を観察したところ、OM でも AFM でも飛跡
が観察された。また、単位面積当たりの飛跡の数と照射条件を比較したところ、飛跡の形成効率はほぼ 100%
とみなせることが明らかになった。これらの結果から、Charged Q-ball が白雲母に衝突した場合、ほぼ確実に
検出可能な飛跡が生じると考えられる。 

高速自動飛跡読み取りシステムの開発 
広大面積の探索を実現するため、高速で飛

跡を自動読み取りするシステム（QTS）を大
学院理学研究科などと引き続き開発してい
る。Z 動（ピント方向）の駆動系の改良など、
ハードウェア開発は順調に進んでいる。しか
し、おもに ART からなるバックグラウンド
と暗黒物質の飛跡を識別し、S/N を向上させ
ることが課題となっている。エッチング方法
の改良と画像認識アルゴリズムの改良を組
み合わせ、低ノイズ自動飛跡読み取りの実現
を目指している。 

開発中の高速自動飛跡読み取りシステム（QTS）。 

 

 
 

 
50 um 

 
50 um 

照射前（左）と照射後（右）の白雲母の光学顕微鏡像。 



 
8-3. 融合研究戦略室｜融合研究プロジェクト 

過去の太陽地球環境のアナログ観測記録のデータレスキュー 
 

 

98 Institute for Space–Earth Environmental Research  

 

太陽地球環境はその長期的な変動（宇宙気候）や短期的な爆発現象（宇宙天気現象）などにて地球環境や現代文
明と密接に関わっている。特に大規模な太陽面爆発やそれに伴う磁気嵐は時として現代文明の科学技術インフラに
大きく影響することがあるとされている。しかし現代科学データには時間幅での制約があり、太陽地球環境の長期
的或いは極端な変動を捉える上で限界があることもまた事実である。多くの科学観測データが国際共同研究のもと
体系的に整備され始めたのは国際地球観測年（1957–1958）以降のことで、現状の数理モデルの多くはこれ以降の
知見に基づくものが少なくない。それ以前のデータへのアクセスは必ずしも容易ではない。そこで過去の太陽地球
環境をより明らかにすべく、本研究チームは黒点、太陽面爆発、宇宙線、地磁気変動、オーロラなどについての過
去のアナログ観測記録や歴史文献を調査、蒐集、デジタル化、分析に取り組んでいる。 

 

過去 5 世紀の特に顕著な低緯度オーロラの比較（Hayakawa et al., 2025）。 

 

2024 年度の主な活動                          

太陽地球環境研究において、本年度は各種天体ショーに恵まれた「当たり年」だった。4 月の北米での皆既日蝕は多
くの研究者の耳目を集め、5 月には巨大黒点が出現し、一連の太陽面爆発が激甚磁気嵐と GLE を引き起こすに至った。 

本イベントは 6 月の SCOSTEP's Next Scientific Program Committee 2024 でも Jie Zhang によってイベント研究が提案
されるなど、国内外で宇宙天気業界の議論がこれまで以上の活況を呈した。一方、この磁気嵐の際の低緯度オーロラ
があまりにも印象的だったせいか、特に初期報道で実態以上にこの磁気嵐が過大評価されていたきらいも否めない。 

そこで本チームでは、この一連の太陽嵐について、太陽黒点、フレア、CME、宇宙線変動、磁気圏境界圧縮、
磁気嵐、オーロラ、電離圏嵐の各側面の最新観測からこの現象を定量化し、複数の観点から過去の激甚太陽嵐と比
較した。その結果、この磁気嵐やオーロラはあくまで過去数十年で最大規模であっても、決して例外的ではなかっ
たことが明らかになった。また、肉眼とカメラでのオーロラの広がりには大きな違いがあることも分かり、このよ
うな現代のオーロラ観測が過去の現象と単純比較できないことも明らかになった（Hayakawa et al., 2025）。 
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また、太陽活動の長期変動についても進展があった。具体的には、17 世紀の黒点の緯度分布について、ケプラーの太陽
観測記録を分析することで、これまでの限界（1610 年）を越えて 1607 年まで延伸することに成功した。本チームは望遠
鏡観測以前の 1607 年にケプラーがピンホールで太陽を観測し、黒点を水星日面通過と誤解していた事例を活かし、その原
典のスケッチと記述を分析することで、この当時の黒点が低緯度側（N12°– S17°）のものであったことを突き止めた（下
図）。この数値は現代観測の統計とシュペーラー則に照らすと、8 割方太陽活動周期の末期の黒点の挙動を捉えたものと考
えられる。既存の望遠鏡観測（1610 年–）が捉えていた太陽黒点のものとは別の太陽活動周期を見ていたらしいことが
明らかになった。その結果、1610 年代の太陽活動周期の始まりは 1607–1610 年の間に拘束される可能性が高い。この時期
の太陽活動周期長は従来年輪の放射性炭素同位体比などから検討され、一説にはこれまでにない周期長（16 年：1606–1622）、
一説には通常の周期長（11 年：1609–1620）と解釈が割れ、前者に準拠してマウンダー極小期の前駆現象との関係を疑
う声もあった。しかし、本研究の成果はこの時期の太陽活動周期長が通常の長さであったことを支持するものとなった。 

 これに加え、本年度は当該プロジェクトに関連して、10 月 1–4 日に Space Climate 9 / ISEE Joint Symposium を名
古屋大学で主催した。本シンポジウムには 25 ヶ国から 161 の参加者が参加登録し、103 の講演と 77 のポスター発
表が行われた。本シンポジウムでは太陽活動とその地球への影響について、特に激甚現象、長期変動、データの観
点を中心に議論が行われ、宇宙気候の根本データや歴史文献利用についても特別セッションが組織された。加えて、
9 月 30 日には IAU Inter-Division B-E WG Coordination of Synoptic Observations of the Sun の部会も開催し、今後の長
期観測とデータ保全のあり方を討議した。現場では業界内で行方不明になっていたデータが直接遣り取りされる一
幕があるなど、データレスキューにおける国際共同研究の重要性が改めて認識された。 

 
2024年5月のオーロラの広がりと地磁気各種指数（Hayakawa et al., 2025） 

 

 
 

     

   

ケプラーの黒点スケッチの座標測定とそれを踏まえた 17 世紀前半の黒点座標分布。 
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本融合研究で取り組む研究領域。 

 

 
 
 

 
 
 

 

人間社会が高度化し、宇宙環境の変動も社会生活に大きな影響を及ぼしている。例えば、1989 年に発生した太
陽表面爆発現象は、多くの人工衛星に障害を引き起こすと共に、深刻な磁気嵐を発生させた。また、2017 年に
発生した太陽面爆発は、全地球測位システム（GPS）に影響を与え、測位誤差が増大したと報告されている。現在
では、人工衛星を使った太陽活動の常時監視が行われ、宇宙天気予報の配信も始まっている。しかしながら、我々
が経験したこともないような超巨大太陽面爆発が将来起こる可能性が指摘されており、未曾有の災害を回避する
ためにも、将来起こりうる太陽面爆発の上限規模を見積もることは科学者の責務である。 

過去に生じた超巨大太陽面爆発は、氷床コアなどの古環境試料に含まれる宇宙線生成核種（10Be など）に記録さ
れていると考えられている。これまでに行われた宇宙線生成核種の分析から、西暦 774 年や 993 年に発生した巨大
太陽面爆発の痕跡が見つかっている。しかしながら、その規模については不定性があり、今日でも議論が継続して
いる。これは宇宙線生成核種シグナルが、大気上層での生成量の変化だけを反映していないためである。氷床域に
記録される宇宙線生成核種は、大気上層での生成量だけでなく、1）大気中の輸送過程、2）堆積過程の影響を受け
る。さらに、大気上層での生成量は、太陽面爆発だけでなく太陽や地球磁場の変動によっても変化する。それゆえ、
古環境試料から太陽面爆発の規模を推定するためには、これらの過程が及ぼす影響を定量的に把握することが重要
となる。 

本融合研究は太陽物理学、地球電磁気学、気象・気候学、雪氷学および関連する諸分野の研究者が密接に連携し、
過去に発生した太陽面爆発の規模を正確に把握することを目的としている。東南極地域を対象地域とし、地球温
暖化にともなう気候変動の実態解明に取り組むと共に、その気候変動が氷床コアに記録される宇宙線生成核種
（10Be や HTO）に及ぼす影響を定量的に明らかにする。また、その大気輸送過程の影響を軽減する手法の開発
にも取り組む。 
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中継拠点（RLS）における気温偏差（青棒グラフ）と亜熱帯インド洋における海面水温前線

（海面水温の南北傾度）（赤線）の時間変化。図中の黒線は海面水温前線のトレンド。中継
拠点における気温偏差と海面水温前線の相関係数を右上に記す。図中の青（赤）矢印は、
海面水温前線が 1σよりも低い（高い）年を示す。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

モデル 10Be 生成量(a)と 10Be-anomaly 指標(b)の時系列

データ。実線は 8 年間の移動平均。 

 
2024 年度の主な活動                          
南極ドームふじ基地周辺域の気候変動とその実態解明 

東南極内陸氷床域の温暖化は、陸氷の融解を促進し、海面上昇につながると危惧されている。南極の気候変動に
関する研究はこれまで数多く行われているものの、その多くは沿岸域を対象としており、広大な内陸域の気候変動
の実態は不明なままである。この原因は、長期気象データが内陸域にはほとんどなく、さらに存在するデータセッ
トも欠損値が多く不完全なためである。そこで、本研究では、本プロジェクトで整備した気象データセット（みず
ほ基地、中継拠点、そしてドームふじ基地）を使って、ドームふじ基地周辺地域における気候変動の実態把握に取
り組んだ。解析の結果、すべての観測地点で 1993 年から 2022 年までの 30 年間にわたり、年平均気温が温暖化傾
向にあることが明らかとなり、特に暖候期（10 月–3 月）には温暖化傾向が顕著であった。同時期には、人間活動
影響によって南インド洋の海面水温が急速に高温化し、亜熱帯域にある海面水温前線が強められていた。そして、
海面水温前線の強化に伴う大気
海洋間の相互作用は、中緯度域で
低気圧循環、高緯度で高気圧循環
というダイポール構造を引き起
こし、南極への暖気移流を促進し
ていた。南極内陸域は分厚い氷床
に覆われ、地球温暖化の影響を受
けにくい地域と考えられていた。
しかし、南インド洋の高温化に
よって大気循環場が変化し、南
極内陸域も地球温暖化の影響を
受けやすくなりつつある。 

太陽活動を高精度に復元できるプロキシーの評価 

過去に発生した太陽活動の変調は、宇宙線生成核種（10Be
等）の濃度異常として氷床コアに記録されている。しかし
ながら、氷床コアに記録されている 10Be は大気循環場の変
動にも影響を受けるため、10Be 変動が過去の宇宙環境変動
の履歴をどの程度正確に反映しているかは不明なままで
ある。そこで本研究では、大気循環変動に影響を受けな
い新しいプロキシー開発に取り組み、水素同位体比デー
タを使って大気輸送影響を緩和させる 10Be-anomaly 指標を
開発した。今年度は 10Be-anomaly 指標の評価を行うため、
宇宙線カスケードモデルを使って、南極上空における 10Be
生成量の時系列変化を計算し、新指標との比較を行った。
モデルから推定した 10Be 生成量はシュワーベ周期に対応
した明瞭な周期性を示しており、新指標も同様に周期性を
もって変動を示していた。ただし、10Be 生成量が最大値を示
した太陽活動第 24 周期、および第 25 周期の極大値を再現で
きていないという問題点が明らかとなった。今後、この原因
を解明し、さらなる改良に取り組むことを計画している。 
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超学際ネットワーク形成推進のための４つの研究グループ。 

 

本研究所は、2024 年 9 月、文部科学省共同利用・共同研究システム形成事業〜学際領域展開ハブ形成プログラ
ム〜（宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際ネットワーク形成）を開始した（ハイライト記事（P10）
参照）。これを受けて、5 つの参画機関（国立歴史民俗博物館、山形大学高感度加速器質量分析センター、九州大
学アジア埋蔵文化財研究センター、情報・システム研究機構データサイエンス共同利用基盤施設、名古屋大学デジ
タル人文社会科学研究推進センター）と連携しながら、宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を融合する新たな超学
際ネットワークの構築に取り組む中核拠点として、2025 年 2 月 1 日、本研究所内に「超学際ネットワーク形成推
進室」を設置した。本推進室は本研究所副所長を室長とし、所長を含む 8名の教員、学術主任専門職 1名、および
事務補佐員 2名で構成される。さらに、本プログラムを戦略的に推進するための策定組織として、参画機関の教員
5名および所内教員 4名から構成される運営委員会を設置した。 
本推進室は、下図に示す 4つの研究グループ（「太陽地球環境史」「文理融合データベース研究開発」「激甚災害・年代測
定」「考古地磁気研究」）のネットワーク創成を目指し、それぞれの専門研究の実績を活かしながら、超学際的視点から
新たな文理融合研究を構築する核となる。さらに、これまでの多様な共同利用・共同研究プログラムおよび関連機関と
の共同研究プロジェクトの実績を活用し、関連コミュニティの協力のもと、その実現に向けて主導的な役割を果たす。 

2024年度は、宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結びつける超学際ネットワークの形成に向けた準備を行った。
本プログラムの公式ウェブサイト（https://transeha.isee.nagoya-u.ac.jp）を開設し、各グループに超学際ネットワーク形
成のコーディネータとなる特任助教 2名、研究員 1名、研究機関研究員 1名を配置した。さらに、新たな異分野融合
研究を進める博士後期課程の大学院生を全国から公募し、研究アシスタントとして 4名を配置した。 
また、本研究所がこれまで実施してきた 17種類の公募型共同利用・共同研究の枠組みに、「超学際ネットワーク形
成」提案枠を新設し、2025年度共同利用・共同研究の公募を行った。国内外から 15件の応募があり、推進室での審
査、全体打ち合わせおよび運営委員会での審議を経て、15件（国際共同研究 1件、外国人招聘型共同研究 3件、一般
共同研究 7件、研究集会 2件、データベース作成共同研究 1件、国際技術交流 1件）を採択した。採択された研究に
は日韓の考古地磁気データを整理統合して高精度な考古地磁気強度曲線を構築する研究や、世界の樹木年輪の年代決
定をすることにより突発的自然災害発生年代の誤差 0年決定を行う研究、異分野研究データの可視化・検索向上を目
指したメタデータ変換と機関リポジトリへの登録を実践など、多岐にわたる超学際的な融合研究が含まれている。 
さらに、2025年 2月 27日、研究所共同館 II 3Fホールにて、本プログラムのキックオフ研究会を行った。各グ

ループからの事業計画や研究トピックスの紹介の後、忌憚のない意見交換を行い、宇宙地球環境科学と歴史学・考
古学を結ぶ超学際ネットワーク創成に向けた方針を確認した。本事業では、本研究所と 5つの参画機関が連携する
超学際型文理融合を促進するための研究会を、各機関が持ち回りで毎年開催していく予定にしており、2025 年度
は九州大学アジア埋蔵文化財研究センターにて開催予定である。 
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2025.3.6–3.7 0 0 1 0 1 0 

FIERCE Isotope Short Course2025 Frankfurt, Germany 2025.3.11–3.14 0 0 1 0 1 0 

2nd ESA-JAXA EarthCARE In-Orbit Validation Workshop 
ハイブリッド／ 
Rome, Italy 

2025.3.17–3.20 1 2 0 0 2 0 

2025 Workshop on Ocean and Atmosphere Simulations Sagamihara, Japan 2025.3.27–3.28 0 0 0 2 2 0 

合計 83 件（コンビーナーのみ 3 件含む） 47 
14* 

143 84 77 304 49 
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 国内学会                                  ＊セッションコンビーナ 

学会等の名前 開催場所 開催期間 
会議運営

コンビー

ナ・

SOC・
LOC等 

発表数 

教員 
客 員・

特任教

員・研 
究員等 

学生 計 
招待 
講演 

日本気象学会 2024 年度春季大会 
ハイブリッド／東京
大学（東京都文京区） 

2024.5.21–5.25 0 1 0 1 2 1 

第 72 回質量分析総合討論会 
つくば国際会議場
（つくば市） 

2024.6.10–6.12 0 0 1 0 1 0 

日本地質学会第 131 回年会 山形大学（山形市） 2024.9.8–9.10 0 0 1 0 1 1 

水文・水資源学会 2024 年度研究発表会 
芝浦工業大学（東京
都江東区） 

2024.9.10–9.12 0 2 0 0 2 0 

日本天文学会 2024 年秋季年会 
ハイブリッド／関西
学院大学（三田市） 

2024.9.11–9.13 1* 6 2 8 16 0 

日本分析化学会第 73 回年会 
名古屋工業大学（名
古屋市） 

2024.9.11–9.13 0 0 1 0 1 0 

日本物理学会第 79 回年次大会 北海道大学（札幌市） 2024.9.16–9.19 0 2 1 9 12 0 

雪氷研究大会 2024（日本雪氷学会） 
シティホールプラザ
（長岡市） 

2024.9.16–9.19 0 1 0 0 1 0 

日本海洋学会 2024 年度秋季大会 
東京海洋大学（東京
都港区） 

2024.9.16–9.20 0 2 0 1 3 0 

2024 年度日本地球化学会第 71 回年会 金沢大学（金沢市） 2024.9.18–9.20 0 2 3 3 8 1 

日本流体力学会年会 2024 
フォレスト仙台（仙
台市） 

2024.9.25–9.27 1* 1 0 0 1 0 

第 29 回大気化学討論会 神戸大学（神戸市） 2024.10.9–10.11 1 3 0 1 4 0 

日本水文科学会 2024 年度学術大会 山梨大学（甲府市） 2024.10.12–10.14 0 0 0 3 3 0 

海洋理工学会 30 周年記念大会 
日本科学未来館（東
京都江東区） 

2024.10.30–10.31 0 0 1 0 1 1 

日本気象学会 2024 年度秋季大会 
つくば国際会議場
（つくば市） 

2024.11.12–11.15 0 2 0 3 5 0 

日本質量分析学会同位体比部会 
ホテルサンバリー 
アネックス（別府市） 

2024.11.18–11.20 0 1 1 1 3 0 

地球電磁気・地球惑星圏学会 2024 年秋季年会 
ハイブリッド／国
立極地研究所（立
川市） 

2024.11.24–11.27 4* 7 8 10 25 0 

日本リモートセンシング学会第 77 回（令和 6 年度秋
季）学術講演会 

山口県健康づくり
センター（山口市） 

2024.11.26–11.27 0 1 0 0 1 0 

2025 年第 72 回応用物理学会春季学術講演会 
ハイブリッド／東京
理科大学（野田市） 

2025.3.14–3.17 0 1 0 0 1 0 

日本天文学会 2025 年春季年会 
ハイブリッド／茨
城大学 （水戸市） 

2025.3.18–3.20 0 2 5 6 13 0 

日本物理学会 2025 年春季大会 オンライン 2025.3.18–3.21 0 1 1 9 11 0 

合計 21 件 1 
6* 35 25 55 115 4 

 



 
9. 研究成果 

 
 

128 Institute for Space–Earth Environmental Research 
 

 国内研究集会・シンポジウム等 

学会等の名前 開催場所 開催期間 

会議運営

コンビー

ナ・世話

人・SOC・

LOC等 

発表数 

教員 

客 員・

特任教

員・ 研

究員等 

学生 計 
招待 

講演 

DX プラズマプロセス研究会 
ベ ル サー ル 八重 洲
（東京都中央区） 

2024.4.23 0 1 0 0 1 1 

第 20 回原子・分子・光科学（AMO）討論会 
理化学研究所（和光
市） 

2024.6.7–6.8 0 1 0 0 1 1 

第 56 回流体力学講演会／第 42 回航空宇宙数値シミュ
レーション技術シンポジウム 

カクイ ックス交流
センター（鹿児島市） 

2024.5.20 0 0 1 0 1 0 

2024 年 5 月 磁気嵐データ解析検討会 
ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2024.7.4 0 1 4 0 5 0 

野辺山開発プログラムミーティング 2024 

ハイブリッド／国立
天文台野辺山宇宙電
波観測所（南佐久郡
南牧村） 

2024.7.5 0 1 0 0 1 0 

学術変革領域(A)「極稀事象で探る宇宙物質の起源と進
化：新たな宇宙物質観創生のフロンティア」領域研究会 

大阪大学（豊中市） 2024.7.5–7.6 0 1 0 1 2 0 

第 18 回 宇宙環境シンポジウム 
ハイブリッド／大阪
公立大学 I-site なん
ば（大阪市） 

2024.7.29 0 1 1 1 3 0 

基盤研究(A)「レーダリモートセンシングを駆使した層
状性降水過程の解明」2024 年夏 研究会 

京都大学（京都市） 2024.8.22–8.23 0 1 0 0 1 0 

地球観測 WS（提案発表会） オンライン 2024.9.2 0 2 1 0 3 0 

融合研究プロジェクト「Energetic Particle Chain」イベント
解析ワークショップ 

名古屋大学（名古屋市） 2024.9.4 1 0 0 0 0 0 

シンポジウム―太陽地球環境研究の現状と将来 紅葉屋（知多郡美浜町） 2024.9.4–9.6 1 0 0 9 9 0 

第 7 回地上赤外分光観測による大気組成変動検出に関
する研究集会 

ハイブリッド／東北
大学（仙台市） 

2024.9.10–9.11 1 3 0 0 3 0 

第 21 回 ERG サイエンス会議 
ハイブリッド／宇宙科
学研究所（相模原市） 

2024.9.10–9.12 1 2 6 1 9 1 

太陽地球環境データ解析に基づく超高層大気の空間・時
間変動の解明～ IUGONET プロジェクト 15 年の歩み
とその将来 ～ 

ハイブリッド／九州
工業大学（北九州市） 

2024.9.17–9.20 0 2 2 0 4 1 

中間圏・熱圏・電離圏研究会 
ハイブリッド／九州
工業大学（北九州市） 

2024.9.18–9.20 1 0 0 3 3 0 

STE 研究連絡会現象報告会および現象解析ワークショ
ップ(第一回:宇宙天気現象の予測精度向上に向けて) 

ハイブリッド／九州
工業大学（北九州市） 

2024.9.18–9.20 1 1 0 1 2 0 

ECHOES サマースクール 2024 
休暇村大久野島（竹
原市） 

2024.9.23–9.25 0 0 0 1 1 0 

2024 年度先端技術センターユーザーズミーティング 国立天文台（三鷹市） 2024.9.24 0 1 0 0 1 0 

iLEAPS-Japan 研究集会 2024「大気－陸面プロセスの研
究の進展：観測とモデルによる統合的理解」 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2024.9.26–9.27 1 0 0 1 1 0 

SMART2024 ホテル暖香園（伊東市） 2024.10.15–10.17 0 0 0 1 1 0 

日本機械学会 第 37 回計算力学講演会（CMD2024） 
トークネットホール
仙台（仙台市） 

2024.10.18–10.20 0 0 1 0 1 1 
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学会等の名前 開催場所 開催期間 

会議運営

コンビー

ナ・世話

人・SOC・

LOC等 

発表数 

教員 

客 員・

特任教

員・ 研

究員等 

学生 計 
招待 

講演 

フェーズドアレイ気象レーダー研究会 
大阪大学中之島セン
ター（大阪市） 

2024.10.31–11.1 1 1 1 0 2 1 

学術変革領域研究(A)日本列島域における先史人類史の
統合生物考古学的研究-令和の考古学改新－2024 年度第
2 回研究集会 

東京大学（東京都文
京区） 

2024.11.9–11.10 0 1 0 0 1 1 

第 25 回 ミリ波サブミリ波受信機ワークショップ 
ハイブリッド／福井
工業大学（福井市） 

2024.11.21–11.22 1 0 0 0 0 0 

2024 (令和 6) 年度 日本気象学会中部支部研究会 
ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2024.11.24–11.25 0 0 0 3 3 0 

45m 鏡サイエンス研究会 2024  国立天文台（三鷹市） 2024.12.2 0 1 0 0 1 1 

山岳氷河の融解を加速する光吸収性不純物に関する研究
集会 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2024.12.9–12.10 1 0 0 0 0 0 

インド洋/太平洋域における海洋循環/環境応用に関する研
究集会 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2024.12.11–12.12 1 1 0 2 3 0 

大気海洋相互作用に関する研究集会 名古屋大学（名古屋市） 2024.12.19–12.20 1 0 0 1 1 0 

「航空機観測による気候・地球システム科学研究の推
進」研究集会 

オンライン 2024.12.20 1 1 1 0 2 0 

マイクロパターンガス検出器 (MPGD) &アクティブ媒質
TPC 合同研究会 

大坂大学（豊中市） 2024.12.23–12.24 0 0 0 1 1 0 

ローカルセンサーとの複合利用を念頭においたグローバ
ルセンサ開発研究会 

RESTEC（東京都港
区） 

2024.12.25 1 0 0 0 0 0 

プラズマ科学のフロンティア 2024  
核 融合科 学研 究所
（土岐市） 

2025.1.6–1.7 0 1 0 0 1 1 

COBRA 研究会 京都大学（京都市） 2025.1.7 0 1 0 1 2 0 

「富岳」成果創出加速プログラム・基礎科学合同シンポ
ジウム 

アーバンネット神田
カンファレンス（東
京都千代田区） 

2025.1.8–1.10 0 3 0 0 3 0 

宇宙電波懇談会シンポジウム 2025 
ハイブリッド／国立
天文台（三鷹市） 

2025.1.8–1.10 0 1 0 0 1 1 

東アジア縁辺海の物質循環と生物・物理・化学過程 
ハイブリッド／九州
大学（春日市） 

2025.1.9–1.10 0 0 1 0 1 0 

先端 ICT デバイスラボ・コラボレーションミーティング
2025 

情 報通信 研究 機構
（小金井市） 

2025.1.10 0 1 0 0 1 0 

脈動オーロラ研究集会 
名古屋大学（名古
屋市） 

2025.1.22–1.23 1 1 0 1 2 0 

BepiColombo が拓く太陽圏システム科学の新展開 ～
太陽圏×惑星圏×磁気圏～ 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.2.5–2.6 2 1 1 0 2 0 

陸別・母子里観測所ユーザーズミーティング 2025 
ハイブリッド／陸別町
役場（北海道名寄郡） 

2025.2.15 0 6 0 0 6 0 

エアロゾル・雲・降水の相互作用に関する研究集会 
国立極地研究所（立
川市） 

2025.2.17–2.18 0 0 0 1 1 0 
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学会等の名前 開催場所 開催期間 

会議運営

コンビー

ナ・世話

人・SOC・

LOC等 

発表数 

教員 

客 員・

特任教

員・ 研

究員等 

学生 計 
招待 

講演 

太陽研究者連絡会シンポジウム 2024 
ハイブリッド／宇
宙科学研究所（相
模原市） 

2025.2.17–2.19 2 6 0 5 11 4 

27 回 CEReS 環境リモートセンシングシンポジウム 
ハイブリッド／千葉
大学（千葉市） 

2025.2.19–2.20 0 1 1 0 2 0 

太陽圏宇宙線の合同研究集会 
ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.2.20–2.21 2 1 0 0 1 0 

南極 AWS 研究集会 
ハイブリッド／国立
極地研究所（立川市） 

2025.2.21 0 2 0 0 2 0 

飛騨天文台 USERS MEETING オンライン 2025.2.27 1 0 0 1 1 0 

「宇宙地球環境科学と歴史学・考古学を結ぶ超学際ネッ
トワーク形成」キックオフ研究会 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.2.27 1 5 0 0 5 0 

モンスーン研究集会 名古屋大学（名古屋市） 2025.2.27–2.28 1 2 0 1 3 0 

リモートセンシング学会 海洋・湖沼リモセン勉強会 呉市市役所（呉市） 2025.2.28 0 0 1 0 1 0 

第 36 回（2024 年度） 名古屋大学宇宙地球環境研究所年
代測定研究シンポジウム 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.2.28 1 2 2 2 6 0 

年輪年代学の新展開 オンライン 2025.3.1 1 1 0 0 1 1 

合同研究集会「太陽地球圏環境予測のためのモデル研究
の展望」「SOLAR-C 時代およびその先の次世代太陽圏
研究の検討（その 2）」 

ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.3.3 0 2 1 0 3 2 

海洋波および大気海洋相互作用に関するワークショップ 
ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.3.3–3.4 1 1 0 0 1 0 

2024 年度地球化学若手会「春の研究会」 信州大学（松本市） 2025.3.3–3.4 1 0 0 2 2 0 

シミュレーションと計算科学の学際展開：宇宙・地球・
社会 

名古屋大学（名古屋
市） 

2025.3.4 15 0 0 0 0 0 

西部北太平洋域における大気海洋境界領域の統合研究 東京大学（柏市） 2025.3.4–3.5 0 1 0 0 1 1 

第 1 回 学術変革「地下稀事象」若手研究会 富山大学（富山市） 2025.3.6–3.7 0 0 0 3 3 0 

第 22 回 ERG サイエンス会議 
ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.3.10–3.12 1 4 8 6 18 0 

極域データサイエンスに関する研究集会 III 
ハイブリッド／極域
環境データサイエン
スセンター（立川市） 

2025.3.11–3.12 0 0 1 0 1 0 

CO2 除去に関わる海の生物炭素ポンプ研究の現状と将
来展望 

ハイブリッド／日本
橋ライフサイエンス
ビルディング（東京
都中央区） 

2025.3.14 1 1 0 0 1 0 

STE 研究連絡会現象報告会および現象解析ワークショッ
プ(第二回: 磁気圏・電離圏プラズマ、超高層大気変動の
相互作用)  

ハイブリッド／九州
大学（福岡市） 

2025.3.19–3.21 0 1 0 0 1 0 

ジオスペースの低エネルギープラズマ研究集会 
ハイブリッド／九州
大学（福岡市） 

2025.3.19–3.21 0 1 5 0 6 0 

極域・中緯度 SuperDARN 研究集会 
ハイブリッド／九州
大学（福岡市） 

2025.3.19–3.21 1 2 0 2 4 0 
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LOC等 

発表数 

教員 
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特任教

員・ 研

究員等 

学生 計 
招待 

講演 

宇宙プラズマにおける粒子加速ワークショップ 
ハイブリッド／東京
大学（柏市） 

2025.3.21 1 0 0 0 0 0 

第 25 回 AMS シンポジウム 
つ くば国 際会 議場
（つくば市） 

2025.3.25–3.26 0 1 0 0 1 0 

FACTORS 研究集会 
ハイブリッド／名古
屋大学（名古屋市） 

2025.3.27 0 0 1 0 1 0 

EISCAT 研究集会 
ハイブリッド／国立
極地研究所（立川市） 

2025.3.28 1 4 0 0 4 0 

合計 68 件（コンビーナーのみ 6 件含む） 48 76 40 51 167 18 

受賞 
 教員                                   計：9  

 
  

受賞日 受賞者 受賞者の所属・職名 受賞名 受賞対象となった研究課題名等 

2024.5 大塚 雄一 電磁気圏研究部・准教授 
Research.com Earth Science in 
Japan Leader Award 

日本における 2024 年の優れた地球科学分野の
科学者に贈られる 

2024.5 塩川 和夫 電磁気圏研究部・教授 

2024.6.3 草野 完也 統合解析研究部・教授 第 74 回「電波の日」総務大臣
表彰 

太陽フレア等が社会に及ぼす影響が懸念され
る中、総務省主催の「宇宙天気予報の高度化の
在り方に関する検討会」で座長を務め、宇宙天
気予報の在り方に関する報告書を取りまとめ、
宇宙天気現象の周知広報や対応の高度化など
に多大な貢献をした。 

2024.10.10 大畑 祥 気象大気研究部・助教 日本大気化学会奨励賞 固体エアロゾルの測定技術の確立とその動態
に関する研究 

2024.10.12 檜山 哲哉 陸域海洋圏生態研究部・
教授 日本水文科学会学術賞 

高緯度地域における気候変動と水・物質循
環研究への貢 献とその 国際的 な推進に対
しての受賞  

2024.11.15 三好 由純 統合データサイエンス
センター・ 教授 

2024 Kristian Birkeland Medal 
for Space Weather and Space 
Climate 

宇宙天気または宇宙気候に関して基礎研究と
応用研究の融合に関する優れた業績 

2024.11.21 菊地 亮太 融合研究戦略室・特任准
教授 

第 37 回計算力学講演会優秀
講演賞 

バイオガス発電施設を対象としたデジタルツ
イン改善システムの開発 

2024.11.27 山本 和弘 統合データサイエンス
センター・特任助教 

地球電磁気・地球惑星圏学会
大林奨励賞 

衛星・地上観測を用いた地球磁気圏における電
磁流体波動とイオンの相互作用に関する研究 

2025.3.5 大塚 雄一 電磁気圏研究部・准教授 Excellent Reviewer 2024  
Earth, Planets and Space 

Earth Planets and Space (EPS)誌のピアレビュー
において果たしてきた貢献に対しての選出 
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 研究員その他                               計：1  

 

 学生                                    計：9 

受賞日 受賞者 
受賞者の所属・学年
（担当教員名） 

受賞名 受賞対象となった研究課題名等 

2024.6.1 
 

関戸 晴宇 
工学研究科電気工学専攻 
博士後期課程 1 年（指導教
員：三好由純） 

日本地球惑星科学連合 2024 年
大会学生優秀発表賞宇宙惑星
科学セクション 

 

陽的時間領域有限差分法のクーラン条件の緩
和および数値誤差の低減 

磯貝 拓史 
理学研究科理学専攻博士
後期課程 1 年（指導教員：
岩井一正） 

SUSANOO-CME におけるスフェロマクの初期
パラメータによる CME の伝播および地球到達
時間の特性評価 

森島 啓太 
理学研究科理学専攻博士
前期課程 2 年（指導教員：
岩井一正） 

惑星間空間シンチレーション観測・Hinode/EIS
観測および PFSS モデルから得られた plasma-
upflow と低速太陽風の関係 

2024.8.7 関戸 晴宇 
工学研究科電気工学専攻 
博士後期課程 1 年（指導教
員：三好由純） 

Gold Student Poster Award 
(最優秀賞）ISSS-15 + IPELS-
16 

Relaxation of the Courant Condition and 
Reduction of Numerical Errors in the Explicit 
Finite-Difference Time-Domain Method for 
Plasma Kinetic Simulations 

2024.10.28 

設樂 真央 
環境学研究科地球環境科
学専攻博士前期課程 2 年
（指導教員：檜山哲哉） 日本水文科学会 2024 年度学

術大会優秀発表賞 

北極域における大気水蒸気輸送の経年変動：そ
の季節性と地域性の考察 

藤井 ひな子 理学部地球惑星科学科 4 年
（指導教員：檜山哲哉） 

GPM-DPR データで明らかになった夏季モンゴ
ルの降水特性 

2024.11.28 岡田 陸 
環環境学研究科地球環境
科学専攻博士前期課程 2 年
（指導教員：篠田太郎） 

令和 6 年度日本気象学会中部
支部優秀賞 

偏波レーダシミュレータを用いた氷相の雲微
物理過程の再検討 

2024.12.17 

後藤 悠介 
環境学研究科地球環境科
学専攻博士後期課程 2 年
（指導教員：篠田太郎） 日本気象学会 2024 年度秋季

大会松野賞 

地上 X 帯レーダの鉛直観測を利用した雨滴粒
径分布の推定 

田村 望海 
環環境学研究科地球環境
科学専攻博士前期課程 2 年
（指導教員：坪木和久） 

台風の眼内部のドロップゾンデ同化による内
部構造の再現性改善 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受賞日 受賞者 受賞者の所属・職名 受賞名 受賞対象となった研究課題名等 

2024.7.4 仁木 創太 年代測定研究部・研究員 EWLA2024 Upcoming Talent 
Award 

Online multiple-isotope analysis of individual 
nanoparticles generated through femtosecond laser 
ablation 
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研究者向け講演会、セミナー等（共同利用研究集会を除く）の実施 
ISEE あるいは研究部、グループが主催または共催したもの 

開催期間 企画名称 会場 主催・共催 登壇者・講師など 参加 
人数 

2024.4.29 
 
2024.7.30 

2024.9.23 
2024.10.9 
 
2024.11.8 

 
2025.2.10 

SCOSTEP/PRESTO 
Online Seminar (21st–
26th)（全 6 回） 
 

オンライン 
SCOSTEP, ISEE 国際
連携研究センター 

Hanli  Liu (High Altitude Observatory, 

USA) 

Nat Gopalswamy (NASA GSFC, USA) 

Man Hua (UCLA, USA) 

Manuela Temmer (University of Graz, 

Austria) 

Jie Zhang (George Mason University, 

USA) 

Jan Lastovicka (Institute of Atmospheric 

Physics, Czech Republic) 

56 
 

77 
17 
85 

 
52 

 
68 

 

355 

2024.6.10 
2024.7.11* 
2024.10.17 
 
2024.10.21 
 
2024.10.22 
 
2024.10.23 
 
2025.1.22* 
 
 
2025.2.12 
2025.2.19* 
 

ISEE/CICR Colloquium 
(75th–83rd)（全 9 回） 

名古屋大学研究所
共同館ⅠまたはⅡ
（*ハイブリッド） 

 

ISEE 国際連携研究
センター 

Martha Zaidan (University of Helsinki) 
Balan  Nanan（Shandong University, Chaina） 
P. N. Vinayachandran (Centre for 

Atmospheric and Oceanic Sciences, India) 

C. C. Tsai (National Science and Technology 

Center for Disaster Reduction, Taiwan) 

Y.-C. Chen（National Science and Technology 

Center for Disaster Reduction, Taiwan） 

H.-H. Lin (National Science and Technology 

Center for Disaster Reduction, Taiwan) 

Samuel Krucker (University of Applied 

Sciences Northwestern Switzerland, 

Switzerland ／ UC Berkeley, USA) 

Yi-Xian Li (Monash University, Australia) 

Matthias Förster (FZ German Research 

Centre for Geosciences, Germany) 

13 
36 
8 
 

22 
 

19 
 

13 
 

29 
 
 

7 
11 

 

158 

2025.2.25 
21st SCOSTEP Online 
Capacity Building Lecture 

オンライン 
SCOSTEP, ISEE 国際
連携研究センター 

Claudio Cesaroni (Istituto Nazionale di 

Geofisica e Vulcanologia (INGV), Italy) 
71 71 

2024.4.30 
2024.6.25 
2024.7.30 
 
2024.9.24 
2024.10.29 
2024.11.26 
2024.12.24 
2025.2.25 
2025.3.25 

航空機観測セミナー
（全 9 回） 

オンライン 
ISEE 飛翔体観測推
進センター 

瀬古 弘（気象研究所） 
岡本 渉、山﨑 高幸、吉村僚一（ISEE） 
後藤 明（南山大学）、長岡 拓也
（NPO パシフィカルネサンス） 
伊藤 耕介（京都大学） 
茂木 耕作（JAMSTEC） 

後藤 悠介（ISEE） 
金田 幸恵（ISEE） 
菊地 亮太（ISEE） 

正木 岳志（RESTEC) 

46 
46 
36 

 
42 
34 
37 
43 
29 
36 

349 

2024.6.3 
2024.6.24 
 
2024.7.22 
2024.10.21 
2024.11.8 

2024 年度気象大気研究
部セミナー（全 5 回） 

名古屋大学研究所
共同館Ⅱ 
（*ハイブリッド） 

ISEE 気象大気研究部 

後藤 悠介（ISEE） 
長濱 智生、髙橋 暢宏、増永 浩彦、
持田 陸宏、篠田 太郎（ISEE） 
Sopia Lestari（ISEE） 
Tianliang Yang（ISEE） 
Wei Chenran（ISEE） 

各回 
約 30 

150 

合 計 （企画数：5 実施回数：30） 1083 
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宇宙地球環境研究所の大学院教育は、名古屋大学大学院理学研究科、工学研究科、環境学研究科の 3 研究科の協
力講座として行われています。理学研究科では理学専攻物理科学領域（2021年度入学までは素粒子宇宙物理学専攻
宇宙地球物理系）として、工学研究科では電気工学専攻宇宙電磁環境工学講座として、環境学研究科では地球環境
科学専攻地球惑星科学系地球史学講座及び大気水圏科学系地球水循環科学講座として、宇宙地球環境研究に関連す
る教育を実施しています。 

大学院生は、本研究所で推進している地上観測、フィールドワーク、室内実験、年代測定、飛翔体搭載用観測機
器の開発、観測データ解析、数値シミュレーション/モデリング・理論研究など、多様な手法によってそれぞれの分
野の基盤的な研究を意欲的に深めることができます。また、本研究所が関わる研究分野では国内外の地上・衛星観
測装置で取られたデータの活用や外国人研究者との共同研究が不可欠であり、国内外の研究者と議論を交わしなが
ら、分野横断的な融合研究を通して新たな科学分野の創出に取り組みます。その成果を修士論文や博士論文として
まとめ、国内外の研究会・学会・学術雑誌などで発表しています。こうした環境の中、広い視野と国際的なセンス
を持ち、知識を社会に還元できる人材の育成を目指します。 

 

宇宙地球環境研究所と理学研究科、工学研究科、環境学研究科における協力講座との関連 

太陽圏
環境変動

（AM)

宇宙空間
物理学観測

(SSE)

太陽宇宙
環境物理学

(SST)

宇宙線
物理学
(CR)

太陽圏
プラズマ

物理学 (SW)

宇宙電磁
観測

宇宙情報
処理

地球年代学 環境史学 気象学 雲降水科学 大気化学 水文気候学 海洋学

総合解析研究部 ● ●

宇宙線研究部 ●

太陽圏研究部 ●

電磁気圏研究部 ● ●

気象大気研究部 ● ● ● ● ●

陸域海洋圏生態
研究部

● ●

年代測定研究部 ● ●

国際連携研究
センター

● ● ● ● ● ● ● ●

統合データ
サイエンス
センター

● ● ● ● ● ● ● ●

飛翔体観測
推進センター

● ● ● ● ● ●

融合研究戦略室 ● ● ● ● ● ● ●

超学際
ネットワーク形成

推進室
● ● ● ● ●

宇
宙
地
球
環
境
研
究
所

宇宙地球物理学講座

環境学研究科

地球環境科学専攻

理学研究科※

理学専攻

工学研究科

電気工学専攻

地球惑星科学系

地球史学講座 地球水循環科学講座

大気水圏科学系

宇宙電磁環境工学講座

物理科学領域

 

※2021 年度以前入学まで：理学研究科 素粒子宇宙物理学専攻宇宙地球物理系  
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研究科担当教員 年度内途中交代：就任〇／転出▲ 
 理学研究科 理学専攻物理科学領域 

  
 

素粒子宇宙物理学専攻宇宙地球物理系（2021 年度以前入学まで） 
協力講座 教授 准教授 講師 助教 

宇宙地球物理学 

水 野   亮 長 濵  智 生   

平 原  聖 文 野 澤  悟 德 大 山  伸 一 郎  

草 野  完 也 増 田   智  家 田  章 正 

堀 田  英 之    

伊 藤  好 孝 ▲ 三 宅  芙 沙 奥 村   曉 毛 受  弘 彰 

田 島  宏 康 風 間  慎 吾*   

 岩 井  一 正  藤 木  謙 一 

 

 

 工学研究科 電気工学専攻 
協力講座 教授 准教授 講師 助教 

宇宙電磁環境工学 

塩 川  和 夫 西 谷   望  中 島   拓 

 大 塚  雄 一   

 Claudia Martinez   

三 好  由 純 飯 島  陽 久 〇   
 

 

 環境学研究科 地球環境科学専攻 
協力講座 教授 准教授 講師 助教 

大気水圏科学系 
地球水循環科学 

坪 木  和 久 篠 田  太 郎   

髙 橋  暢 宏 増 永  浩 彦   

持 田  陸 宏   大 畑   祥 

檜 山  哲 哉 栗 田  直 幸 藤 波  初 木  

相 木  秀 則   三 野  義 尚 

地球惑星科学系 
地球史学 

南   雅 代 加 藤  丈 典   

北 川  浩 之   小 田  寛 貴 

 
宇宙地球環境研究所で指導を受けている学生数 （2024 年 4 月 1 日‐2025 年 3 月 31 日） 

※ 2024 年度在籍延べ人数 

 

 
博士前期課程 博士後期課程 

学部生 非正 
規生 計 

学位授与数 
1 年 2 年 1 年 2 年 3 年 修士 博士 

理学研究科 8 23 3 3 2 - 0 39 19 1 

工学研究科 9 6 3 0 1 - 0 19 6 2 

環境学研究科 12 12 3 5 7 - 1 40 11 1 

理学部 - - - - - 13 - 13 - - 

工学部 - - - - - 12 1 13 - - 

宇宙地球環境研究所 - - - - - - 0 0 - - 

計 29 41 9 8 10 25 2 124 36 4 

*素粒子宇宙起源研究所所属 
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大学院生の学会等発表状況 
本研究所では大学院生の国際・国内学会での研究成果発表を支援している。2024 年度は延べ 77 件の国際学会・

研究集会発表、106 件の国内学会・研究集会発表があった（「学会および研究集会発表」p.123～131、「受賞」p.132
を参照）。 

 

大学院生のフィールドワーク参加状況 
 国内フィールドワーク 

場 所 施設 観測地など 延べ参加学生数 
（うち学部生） 

北海道足寄郡陸別町 ISEE 附属陸別観測所短波ドップラーレーダー観測施設 2（0） 

北海道幌加内町母子里 ISEE 附属母子里観測所 0（2） 

東京都小金井市 情報通信研究機構 ICT デバイスラボ 3（1） 

神奈川県相模原市 JAXA 宇宙科学研究所 4（0） 

長野県南佐久郡南牧村 国立天文台野辺山宇宙電波観測所 3（1） 

長野県木曽郡上松町 ISEE 附属木曽観測施設 6（1） 

岐阜県土岐市 核融合科学研究所 1（0） 

愛知県豊川市 名古屋大学豊川キャンパス 5（0） 

愛知県名古屋市南区 名古屋市環境科学調査センター 1（1） 

愛知県名古屋市港区 藤前干潟 1（0） 

滋賀県信楽町 京都大学生存圏研究所信楽 MU 観測所 13（8） 
奈良県奈良市二条町 奈良文化財研究所 2（0） 
長崎県松浦市鷹島沖 鷹島神崎遺跡 1（0） 
鹿児島県垂水市および鹿児島県肝属郡
南大隅町佐多岬 

ISEE 附属鹿児島観測所および佐多観測点 7（0） 

国内参加学生合計人数（延べ人数） 51（14） 

 
 海外フィールドワーク 

場 所 施設 観測地など 延べ参加学生数 
（うち学部生） 

カナダ・アサバスカ アサバスカ観測点 4（0） 
ノルウェー・トロムソおよびシーボトン トロムソ地磁気観測所光学観測施設 1（0） 
ノルウェー・トロムソおよびロングイ
ヤービン 

EISCAT トロムソサイト、ケルヘンリクセン光学観測所 1（0） 

フィンランド・コルケアコスキ ヘルシンキ大学ヒューティアラ森林ステーション 1（0） 
イタリア・フィレンツェ イタリア国立核物理学研究所（INFN） 2（0） 

海外参加学生合計人数（延べ人数） 9（0） 
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学部教育への協力 
本研究所教員は、次のように、名古屋大学の 4 年一貫教育に協力し、全学共通科目を担当する他、理工系学部か

らの要請により、講義・演習・実験・ゼミナールを担当している。また、理学部 4 年生、工学部 4 年生の卒業研究
受け入れや研究生の教育指導も行っている。 

 
 担当科目（2024 年度） 

学部 科目・学科 区分・コース 科目 

全学教育科目   基礎セミナー、物理学実験、地球科学基礎 Ⅱ 

理学部 

物理学科  
物理実験学、物理学実験 I・II、物理学概論 I・II、 
物理学特別実験、先端物理学特論、宇宙物理学Ⅲ 

地球惑星科学科  
地球惑星科学の最前線、リモートセンシング、地質学実験、
地球惑星科学セミナーI、環境化学、太陽地球系科学、気象学 

工学部 電気電子情報工学科 電気電子工学 
数学 1 及び演習 A・B、確率論・数値解析及び演習、 
電磁波工学、卒業研究 A・B、[G30]自動車のための電子・情
報技術、電気電子情報工学実験第 2、線形回路論及び演習 

 

学外での非常勤講師等 
・愛知大学 
・金城学院大学 
・神戸大学 
・椙山女学園大学 
・大同大学 
・中京大学 
・東京大学大学院理学系研究科 
・東北大学大学院理学研究科 
・南山大学 
・三重大学 
・四日市大学 
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学術交流協定                                   計：27    
機 関 名 国（地域）名 締 結 日 

プキョン大学校環境・海洋大学 韓国  2006 年 10 月 2 日 

韓国海洋科学技術院、韓国海洋衛星センター 韓国  2014 年 4 月 17 日 

国立台湾大学理学院大気科学系 台湾  2009 年 10 月 30 日 

国立台湾大学気象気候災害研究センター 台湾  2014 年 9 月 3 日 

中国科学院高能物理研究所 中国 2001 年  2 月 20 日 

中国極地研究所 中国  2005 年 11 月 11 日 

バングラデシュ工科大学物理学部 バングラデシュ  2008 年 3 月 4 日 

モンゴル科学アカデミー・地理学地生態学研究所 モンゴル  2024 年 3 月 6 日 

アラスカ大学地球物理研究所 米国  1990 年 7 月 16 日 

米国海洋大気局宇宙空間環境研究所 米国  1992 年 12 月 15 日 

米国海洋大気局地球物理データセンター 米国  1993 年 1 月 5 日 

マサチューセッツ工科大学ヘイスタック研究所 米国  1994 年 10 月 24 日 

カリフォルニア大学サン・ディエゴ校 天体物理及び宇宙科学研究センター 米国  1997 年 12 月 22 日 

バージニア工科大学宇宙空間科学工学研究センター 米国  2013 年 1 月 23 日 

ブラジル国立宇宙科学研究所 ブラジル   1997 年 3 月 5 日 

ラパス・サンアンドレス大学理学部附属チャカルタヤ宇宙線研究所 ボリビア  1992 年 2 月 20 日 

エレバン物理研究所 アルメニア  1996 年 10 月 18 日 

スウェーデン宇宙物理研究所 スウェーデン  2005 年 9 月 1 日 
(1993 年 3 月 25 日から継続） 

UiT ノルウェー北極大学理学部 ノルウェー 
 2019 年 5 月 3 日 
（両機関の名称が変更になり再締
結／1993 年 10 月 8 日から継続） 

フィンランド気象研究所地球物理部門 フィンランド  1994 年 10 月 21 日 

ロシア科学アカデミー極東支部・宇宙物理学及び電波伝搬研究所 ロシア  2007 年 4 月 14 日 

ロシア科学アカデミーシベリア支部・太陽地球系物理学研究所 ロシア  2008 年 10 月 28 日 

ロシア科学アカデミーシベリア支部・宇宙物理学及び超高層大気物理学研究所 ロシア  2012 年 11 月 28 日 

ムルマンスク極地地球物理学研究所 ロシア  2017 年 3 月 13 日 

ニュージーランド国立水圏大気圏研究所 ニュージーランド  1989 年 7 月 26 日 

オークランド大学地球物理研究センター ニュージーランド  1992 年 12 月 7 日 

カンタベリー大学理学部 ニュージーランド  1998 年 7 月 30 日 

注）（ ）の締結日は、宇宙地球環境研究所を構成する旧組織における締結日になります。 

交流受入数合計 8 件／派遣数合計 6 件 
その他の協定                                

機 関 名 国（地域）名 締 結 日 

太陽地球系物理学科学委員会 国際学術組織 2019 年 7 月 30 日 
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海外連携研究機関および観測拠点*（2024 年 5 月時点）        *観測拠点は国内も含む 

名称 国（地域）名 研究機関 観測拠点 緯度 経度 

フッサフェル   アイスランド  ● 64.67 338.97 

南部パタゴニア大気観測所  アルゼンチン  ● －51.62 290.8 

レーザー応用技術研究センター  アルゼンチン  ● －33.5 301.9 

クルディスタン大学  イラン ●  35.2 46.6 

デカン大学 インド ●  18.55 73.9 

インド・ソニパットメタン観測サイト インド  ● 29 77 

インドネシア国立研究改新庁 インドネシア ●  －6.2 106.8 

コトタバン   インドネシア  ● －0.2 100.32 

SuperDARN 最高執行委員会 英国 ●  ― ― 

エジプト日本科学技術大学 エジプト ● ● 30.867 29.583 

オーストラリア地球科学研究所 Kakadu 観測所 オーストラリア ●  －12.69 132.49 

ダーウィン オーストラリア  ● －12.44 130.96 

アサバスカ大学 カナダ ●  54.7 246.7 

アサバスカ カナダ  ● 54.6 246.36 

レゾリュート カナダ  ● 74.73 265.07 

ユーリカ カナダ  ● 80 274.1 

カプスケーシング カナダ  ● 49.39 277.81 

欧州原子核研究機構 スイス ●  46.2 6 

EISCAT 科学協会   スウェーデン ●  67.8 20.4 

チェンマイ大学     タイ ●  18.79 98.92 

チェンマイ  タイ  ● 18.79 98.92 

チュンポン  タイ  ● 10.73 99.37 

アタカマ高地  チリ  ● －23 292.3 

ツークシュピッツエ ドイツ  ● 47.42 10.98 

ナイジェリア国立宇宙研究開発機構 ナイジェリア ●  8.99 7.38 

アブジャ ナイジェリア  ● 8.99 7.38 

昭和基地  南極  ● －69 39.59 

カトマンズ大学   ネパール ●  27.62 85.54 

国際総合山岳開発センター   ネパール ●  27.65 85.32 

ネパール科学技術アカデミー ネパール ●  27.66 85.32 

ヒマラヤ山脈ロールワリン地域（6 ヶ所） ネパール  ●×6 27.9 86.38 

スヴァールバル大学センター ノルウェー ●  78.2 15.63 

アルタ ノルウェー  ● 69.9 23.3 

トロムソ   ノルウェー  ● 69.59 19.227 

シーボトン ノルウェー  ● 69.35 20.36 

ニーオールスン ノルウェー  ● 78.9 11.9 

モンテンルパ フィリピン  ● 14.373 121.02 

オウル大学 フィンランド ●  65.1 25.5 

ニロラ フィンランド  ● 62.34 25.51 

ソダンキラ フィンランド  ● 67.4 26.6 

ケボ フィンランド  ● 69.76 27.01 

VLF 電波受信機、オウルヤルビ フィンランド  ● 64.51 27.23 
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名称 国（地域）名 研究機関 観測拠点 緯度 経度 

キルピスヤルビ フィンランド  ● 69.07 20.75 

ブルックヘブン国立研究所 米国 ●  40.9 287.1 

アリゾナ大学 米国 ●  32.2 249 

ガコナ 米国  ● 62.39 214.78 

アラスカ大学フェアバンクス校ポーカーフラット観測所 米国  ● 65.1 213 

メキシコ国立自治大学 MEXART 観測所 メキシコ  ● 19.32 261 

シェラネグラ山頂、国立天体物理・工学・電子工学研究所 メキシコ  ● 18.98 262.7 

ロシア科学アカデミーシベリア支部・寒冷圏生物問題研究所 ロシア ●  62.25 129.2 

レベデフ物理学研究所プシナ電波天文観測所 ロシア  ● 54.82 37.63 

イストーク ロシア  ● 70.03 88.01 

ジガンスク ロシア  ● 66.78 123.37 

マガダン ロシア  ● 60.05 150.73 

パラツンカ ロシア  ● 52.97   158.25 

石垣   日本  ● 24.4 124.1 

佐多  日本  ● 31.02 130.68 

信楽 日本  ● 34.8 136.1 

豊川   日本  ● 34.84 137.37 

木曽  日本  ● 35.8 137.63 

琉球大学千原キャンパス（宇宙地球環境研究所中城観測点） 日本  ● 26.3 127.8 

SuperDARN 北海道-陸別第一レーダー 日本  ● 43.5 143.6 

SuperDARN 北海道-陸別第二レーダー 日本  ● 43.5 143.6 

東京大学宇宙線研究所神岡宇宙素粒子研究施設 日本  ● 36.1 137.55 

国頭 日本  ● 26.76 128.21 

稲武地殻変動観測点 日本  ● 35.2 137.53 

東北大学大学院理学研究科 川渡観測所 日本  ● 38.75 140.76 

弘前大学白神自然観察園 日本  ● 40.52 140.22 

ISEE 附属母子里観測所 日本  ● 44.37 142.27 

ISEE 附属鹿児島観測所 日本  ● 31.48 130.72 

ISEE 附属富士観測所 日本  ● 35.43 138.64 

ISEE 附属陸別観測所 日本  ● 43.5 143.8 

合計      77 ヶ所（海外 60 ヶ所、国内 17 ヶ所） 23 ヶ国（海外） 19 59 － － 
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国際協力事業・国際共同研究                        計：82                         

国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

内部磁気圏のモデリング研究 三好 由純 米国 ロスアラモス国立研究所 1 

ERG プロジェクトに係る国際共同研究 三好 由純 台湾 中央研究院天文及天文物理研究所 1 

太陽地球系科学コミュニティのデータ標準化
に関する国際コンソーシアム 

三好 由純 
米国 
欧州（ESA 参加国） 

NASA（SPDF, SDAC, HPDE, SPASE, CCMC） 
ESA, フランス国立宇宙研究センター 

23 

科学ロケット LAMP による地磁気計測実験 三好  由純 米国 
NASA, アイオワ大学、ニューハンプシャー
大学、ダートマス大学 

1 

MUSER を中心とした太陽電波国際共同研究 増田 智 
中国 
韓国 

中国科学院国家天文台 
KASI  

2 

PhoENiX ミッション 増田 智 

米国 
 
 
 
英国 
スイス 
ハンガリー 
ドイツ 
オーストリア 

NASA, UCB, サウスウエスト・リサーチ・
インスティテュート、ミネソタ大学、コロラ
ド大学、プリンストン大学、ニュージャー
ジー工科大学 
ノーザンブリア大学、グラスゴー大学 
北西スイス応用科学大学 
エトヴェシュ・ロラーンド大学 
ポツダム天体物理研究所 
オーストリア科学アカデミー 

6 

CTA（チェレンコフ望遠鏡群）を用いた宇宙
線加速源、暗黒物質の研究 

田島 宏康 

ドイツ 
 
 
フランス 
 
イタリア 
スペイン 
 
スイス 
英国 
米国 
 
 
 
 
ポーランド、ブラ
ジ ル 、 ア ル ゼ ン
チ ン 、 アルメニ
ア、オーストリア、
ブルガリア、クロ
アチア、チェコ、
フィンランド、ギ
リシャ、インド、
アイルランド、スロ
ベニア、南アフリ
カ、スウェーデン 
ほか 

ドイツ電子シンクロトロン研究所、マッ
クス・プランク研究所、ハイデルベルグ
大学 
サクレー原子力研究所、フランス理工科学
校、パリ大学 
INFN, IFSI 
バルセロナ大学、マドリード・コンプルテ
ンセ大学 
チューリヒ大学 
ダラム大学、レスター大学、リード大学 
SLAC 国立加速器研究所、アルゴンヌ国立
研究所、ワシントン大学、アイオワ州立大
学、UCLA, UCSC, シカゴ大学、スミソニア
ン天文台  
（主要機関のみ記載） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

22 
以上 
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国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

硬 X 線撮像分光観測による太陽フレアの研究 田島 宏康 米国 UCB, MSFC/ NASA, 米国空軍研究所 1 

ガンマ線撮像分光偏光観測による太陽フレア
の研究 

田島 宏康 米国 
UCB, ローレンスバークレー国立研究所、
GSFC/ NASA 

1 

フェルミ衛星を用いた宇宙線加速源、暗黒物
質の研究 

田島 宏康 

米国 
 
 
 
フランス 
 
イタリア 
スウェーデン 
 

スタンフォード大学、SLAC 国立加速器研
究 所 、 GSFC/ NASA, 米 国海 軍研究所、
UCSC, ソノマ州立大学、ワシントン大学、パ
デュー大学、デンバー大学 
サクレー原子力研究所、CNRS, フランス理
工科学校 
INFN, イタリア宇宙機関、IFSI 
スウェーデン王立工科大学、ストックホル
ム大学 

4 

MAGIC 望遠鏡を用いた宇宙線加速源、暗黒物
質の研究 

田島 宏康 

スペイン 
 
ドイツ 
 
 
イタリア 
スイス 
ブルガリア 
クロアチア 

高エネルギー物理学研究所、バルセロナ大
学、マドリード・コンプルテンセ大学 
マックス・プランク物理学研究所、ドルトム
ント工科大学、ユリウス・マクシミリアン大
学ヴュルツブルク 
パドヴァ大学、シエナ大学、ウーディネ大学 
粒子物理学研究所 
核エネルギー研究所 
クロアチア MAGIC コンソーシアム 

6 

樹木年輪の 14C 単年測定による過去の宇宙線
イベントの探索 

三宅 芙沙 
米国 
スイス 

アリゾナ大学 
スイス連邦工科大学チューリッヒ校 

2 

LHC 加速器を用いた高エネルギー宇宙線相互
作用の研究 

毛受 弘彰 

イタリア 
フランス 
スイス 
米国 
ドイツ 

フィレンツェ大学、カタニア大学 
フランス理工科学校 
欧州合同原子核研究機関 
ローレンスバークレー国立研究所 
フンボルト大学 

5 

RHIC 加速器を用いた高エネルギー宇宙線相
互作用の研究 

毛受 弘彰 
イタリア 
米国 
韓国 

フィレンツェ大学、カタニア大学 
ブルックヘブン国立研究所 
高麗大学校 

3 

巨大水チェレンコフ検出器を用いた宇宙ニュー
トリノの研究 

毛受 弘彰 

米国 
 
 
 
 
カナダ 
 
英国 
 
 
スペイン 
韓国 
中国 
ポーランド 

ボストン大学、ブルックヘブン国立研究所、
UCI, デューク大学、ジョージ・メイソン大
学、ハワイ大学、インディアナ大学、ロス
アラモス国立研究所、メリーランド大学、
ニューヨーク州立大学、ワシントン大学 
ブリティッシュコロンビア大学、トロント
大学、トライアンフ研究所 
インペリアル・カレッジ・ロンドン、リバプー
ル大学、ロンドン大学クイーン・メアリー、
オックスフォード大学、シェフィールド大学 
マドリッド大学 
ソウル国立大学校、成均館大学校、全南大学校 
清華大学 
ワルシャワ大学 

7 
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国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

次世代大型水チェレンコフ検出器の開発研究 毛受 弘彰 

米国 
 
 
 
 
韓国 
中国 
英国 
 
 
 
イタリア 
 
フランス 
スイス 
スペイン 
ポーランド 
ブラジル 
カナダ、ロシア、 
ポルトガル ほか 

ボストン大学、ブルックヘブン国立研究所、
ロスアラモス国立研究所、UCI, デューク大
学、ジョージ・メイソン大学、ハワイ大学、
インディアナ大学、メリーランド大学、ニュー
ヨーク州立大学、ワシントン大学 
ソウル国立大学校、全南大学校、成均館大学校 
清華大学 
インペリアル・カレッジ・ロンドン、オック
スフォード大学、ロンドン大学クイーン・メ
アリー、ランカスター大学、シェフィールド
大学、ラザフォード・アップルトン研究所 
INFN バーリ、INFN ナポリ、INFN パドバ、
INFN ローマ 
サクレー研究所、フランス理工科学校 
チューリッヒ工科大学、ベルン大学 
マドリッド大学 
ワルシャワ大学 
サンパウロ大学 
 
 

13 
以上 

二相式液体キセノン TPC 検出器を用いた暗
黒物質・太陽ニュートリノの研究 

風間 慎吾 

ドイツ 
 

イタリア 
スイス 
米国 

 
スウェーデン 
イスラエル 
ポルトガル 
フランス、オラン
ダ、UAE ほか 

ドイツ電子シンクロトロン研究所、マック
ス・プランク研究所、フライブルグ大学 
INFN, ボローニャ大学 
チューリッヒ大学 
コロンビア大学、シカゴ大学、パデュー大学、
UCSD 
ストックホルム大学 
ワイズマン研究所 
コインブラ大学 

 
 

10 
以上 

惑星間空間シンチレーション・ネットワーク
による惑星間空間擾乱の研究 

岩井 一正 

英国 
ロシア 
インド 
メキシコ 
オーストラリア 

LoFAR グループ 
レベデフ物理学研究所 
タタ基礎科学研究所 
メキシコ国立自治大学 
MWA グループ 

5 

太陽圏トモグラフィー法を用いた太陽風 3 次
元構造とダイナミックスの研究 

岩井 一正 米国  CASS/ UCSD 1 

惑星間空間シンチレーション観測を利用した
太陽圏外圏域の研究 

岩井 一正 米国  IBEX 研究グループ、IMAP 1 

惑星間空間シンチレーションや BepiColombo
等を用いた CME 等の研究 

岩井 一正 

フランス 
英国 
オランダ 
米国  

CNRS, プラズマ物理学研究所 
ランカスター大学 
ESA/ESTEC 
UCB 

4 

惑星間空間シンチレーション観測を用いた宇
宙天気予報モデルの精度向上に向けた研究 岩井 一正 米国 ロッキードマーティン太陽天体物理学研究所 1 

惑星間空間シンチレーション観測を利用した
低速太陽風特異イベントの研究 藤木 謙一 インド  

物理学研究所、国立工科大学、国立大気科学
研究所 1 

2.5 次元 MHD シミュレーションによる低速太
陽風加速機構の研究 藤木  謙一 米国  

ハーバード・スミソニアン天体物理学セン
ター 

1 

彗星の尾の IPS 天体掩蔽現象の観測研究 藤木  謙一 インド 
国立工科大学、物理学研究所、プネ大学、国
立電波天体物理学センター   

1 
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国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

水星磁気圏探査衛星計画「MMO」におけるプ
ラズマ粒子分析器の研究・開発・運用 

平原 聖文 

フランス 
スウェーデン 
英国 
米国 
スイス 

CESR/ CNRS, CETP/ IPSL 
スウェーデン王立宇宙物理学研究所 
ラザフォード・アップルトン研究所 
ボストン大学 
ベルン大学 ほか 

5 

宇宙地球結合系の将来探査計画に向けた科
学課題と観測機器開発技術に関する研究 

平原 聖文 スウェーデン スウェーデン王立宇宙物理学研究所 1 

地球・水星磁気圏における宇宙プラズマダイ
ナミクスの比較研究 

平原 聖文 台湾 台湾国立中央大学 1 

SCOSTEP PRESTO プログラム 塩川 和夫 

米国、英国、フラン
ス、ドイツ、オースト
ラリア、カナダ、イタ
リア、インド、中国 
ほか 

SCOSTEP 36 

カナダ北極域におけるオーロラ・超高層大気
の高感度光学・電磁場観測 

塩川 和夫 
米国 
 
カナダ 

カリフォルニア大学、アウグスブルグ大学、
バージニア工科大学 
カルガリー大学、アサバスカ大学 

2 

中緯度熱圏大気波動の南北共役点観測 塩川 和夫 オーストラリア IPS 電波宇宙予報サービスセンター 1 

赤道域中間圏・熱圏・電離圏変動のアジア経度
と南米経度の比較研究 

塩川 和夫 ブラジル INPE 1 

ロシア極東域におけるオーロラ・超高層大気
の高感度光学・電磁場観測 

塩川 和夫 ロシア 
ロシア科学アカデミー極東支部宇宙物理学
及び電波伝搬研究所 

1 

東南アジア・西アフリカ赤道域における電離
圏総合観測 

塩川 和夫 ナイジェリア 
国立宇宙科学開発機関、ナイジェリア工科
大学、タイ・ソラリン大学 

1 

ロシア・シベリア域における内部磁気圏の波
動・粒子の観測 

塩川 和夫 ロシア 

ロシア科学アカデミーシベリア支部宇宙物
理学及び超高層大気物理学研究所、ロシア
科学アカデミーシベリア支部太陽地球系物理
研究所 

1 

東アフリカ低緯度・赤道域における電離圏総
合観測 

塩川 和夫 
エジプト 
エチオピア 

エジプト日本科学技術大学（E-JUST） 
バハルダール大学 

2 

ウクライナにおける中緯度電離圏総合観測 塩川  和夫 ウクライナ 電離圏研究所  1 

ドイツにおける中緯度電離圏総合観測 塩川  和夫 ドイツ ドイツ航空宇宙センター 1 

宇宙天気観測分野における共同研究 大塚 雄一 インドネシア  インドネシア国立研究革新庁 1 

タイにおける電離圏及び超高層大気の観測お
よび研究 

大塚 雄一 タイ 
チェンマイ大学、モンクット王工科大学ラ
カバン校 

1 

中国南部及び東南アジア域における電離圏擾
乱の発生特性とその日々変動に関する研究 

大塚 雄一 
中国 
インドネシア 
タイ 

中国科学院地質・地球物理研究所 
インドネシア国立研究革新庁 
モンクット王工科大学ラカバン校 

3 

複数観測装置と数値モデルを用いた中緯度プ
ラズマバブルの全球的研究 

大塚  雄一 南アフリカ 南アフリカ国立宇宙機関 1 

東アジアにおける電離圏擾乱の研究: 中・低
緯度における GNSS 測位への影響 

大塚  雄一 中国 中国科学院国家天文台 1 

EISCAT レーダーを主に用いた北極域超高層
大気の研究 

野澤 悟德 

ノルウェー 
英国、スウェーデン、
フィンランド、ドイ
ツ、中国 

UiT ノルウェー北極大学  
EISCAT 科学協会 
 
 

6 
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国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

短波レーダーによる極域・中緯度域電磁気圏
の研究 

西谷 望 

米国 
英国 
フランス 
南アフリカ 
オーストラリア 
カナダ 
イタリア 
ロシア 
 
中国 
 

JHUAPL, バージニア工科大学 
レスター大学 
LPC2E/ CNRS 
ナタル大学 
ラトローブ大学 
サスカチュワン大学 
IFSI 
ロシア科学アカデミーシベリア支部太陽
地球系物理研究所 
中国極地研究所、中国宇宙空間科学セン
ター 

9 

SDI-3D プロジェクト 大山 伸一郎 

米国 
 
フィンランド 
 
スウェーデン 
ノルウェー 

アラスカ大学フェアバンクス校地球物理学
研究所 
オウル大学、ソダンキラ地球物理観測所、
フィンランド気象研究所 
スウェーデン宇宙物理研究所 
UiT ノルウェー北極大学 

4 

高エネルギーオーロラ電子がもたらす地球超
高層大気・中層大気への影響の研究 

大山 伸一郎 

フィンランド 
ニュージーランド 
英国 
ノルウェー 
米国 

オウル大学、フィンランド気象研究所 
オタゴ大学 
英国南極調査局 
スヴァルバール大学 
アラスカ大学 

5 

南米 SAVER-Net 観測網を用いたエアロゾル・
大気微量気体の動態把握 

水野 亮 

アルゼンチン 
 
チリ 
ボリビア 

レーザー応用技術研究センター、アルゼン
チン気象局 
マゼラン大学、チリ気象局 
ラフロンテラ大学、サンアンドレス大学 

3 

北京の大気有機エアロゾルの光学特性 持田 陸宏 中国 天津大学 1 

中央ヨーロッパの大気エアロゾルのキャラク
タリゼーション 

持田 陸宏 チェコ 基礎化学プロセス研究所 1 

有機エアロゾルによる大気汚染の診断：有機
霞の時代を迎える中での大気質管理に向けて 

持田 陸宏 スイス スイス連邦工科大学ローザンヌ校 1 

オーストラリアにおける有機物とエアロゾル
の 負 荷 量 の キ ャ ラ ク タ リ ゼ ー シ ョ ン
（COALA） 

持田 陸宏 
大畑 祥 

オーストラリア 
ウーロンゴン大学、オーストラリア連邦科
学産業研究機構、オーストラリア原子力科
学技術機構、メルボルン大学 

1 

北欧北方林の大気有機エアロゾルのキャラク
タリゼーション 

持田 陸宏 
大畑 祥 

フィンランド ヘルシンキ大学 1 

北極域におけるブラックカーボンエアロゾル
の長期観測 

大畑 祥 

ノルウェー 
米国 
カナダ 
フィンランド 

ノルウェー極地研究所 
アメリカ海洋大気庁 
カナダ政府 
フィンランド気象研究所 

4 

Energetic Particle Chain－高エネルギー荷電粒
子降り込みが中層・下層大気に及ぼす影響－ 中島  拓 

フィンランド 
ノルウェー 
スウェーデン 

オウル大学、フィンランド気象研究所 
UiT ノルウェー北極大学  
EISCAT 科学協会 

3 

インド北部水田地帯におけるメタンの連続観測 松見 豊 インド デリー大学 1 

ハノイにおける PM2.5 観測 松見 豊 ベトナム ハノイ理工科大学 1 

ウランバートルにおける PM2.5 観測 松見 豊 モンゴル モンゴル国立大学 1 

台風に関する研究協力 
坪木 和久 
篠田 太郎 
髙橋 暢宏 

台湾 
米国 

国立台湾大学大気科学系 
コロラド州立大学 

2 
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国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

フェーズドアレイ気象レーダの校正・解析手
法の共同開発 

髙橋 暢宏 台湾 国立台湾大学 1 

フェーズドアレイ気象レーダデータの活用お
よび衛星降水マップの活用に関する共同研究 

髙橋 暢宏 台湾 国家災害防救科技中心 1 

EarthCARE ミッション 髙橋 暢宏 欧州 欧州宇宙研究機構 10 

PAWR 観測による三次元風場の推定技術と衛
星観測を用いた降水量推定手法の評価 

髙橋 暢宏 台湾 国家災害防救科技中心 1 

全球降水観測計画（GPM） 
髙橋 暢宏 
増永 浩彦 

米国 NASA 1 

衛星観測による降水システム追跡アルゴリズ
ム開発研究 

増永 浩彦 米国 NASA ジェット推進研究所 1 

衛星観測による雲鉛直流速推定手法開発と
検証 

増永 浩彦 米国 ニューヨーク市立大学 1 

水蒸気・雲・降水が織りなす大気変動の衛星
観測研究 

増永 浩彦 米国 UC Davis  1 

タイ沿岸海草藻場における炭素貯蔵に関する
研究 

三野  義尚 タイ ブラパ大学 1 

東シベリアにおける気候変化と炭素循環変化
の解明に向けた、水・エネルギー・植生の観測
的研究 

檜山 哲哉 ロシア 
ロシア科学アカデミーシベリア支部寒冷圏生物
問題研究所 

1 

北極域研究加速プロジェクト（ArCS II） 檜山 哲哉 米国 
アラスカ大学フェアバンクス校国際北極圏
研究センター 

1 

モンゴル中央部における凍土地下水の年代推定 檜山 哲哉 モンゴル モンゴル科学アカデミー地理学地生態学研究所 1 

ネパールヒマラヤの高標高域における降水シ
ステムの研究 

藤波 初木 ネパール カトマンズ大学、トリブバン大学 1 

アジア降水研究計画（AsiaPEX） 藤波 初木 

インド 
 
ネパール 
 
中国 
韓国 
バングラデシュ 

インド気象局、インド熱帯気象研究所、ラ
ジャスタン中央大学 
国際総合山岳開発センター、ネパール科学技
術アカデミー、カトマンズ大学 
中国科学院チベット高原研究所、清華大学 
釜山国立大学 
ほか 

5 

国際陸上科学掘削計画死海深層掘削プロジェ
クト 

北川 浩之 

イスラエル 
 
米国 
 
ドイツ 
 
スイス 

イスラエル地質調査所、エルサレム・ヘブラ
イ大学 
コロンビア大学、ミネソタ大学ツインシ
ティー校 
ドイツ地球科学研究センター、マックス・プ
ランク研究所 
ジュネーブ大学 

4 

ベトナム中部高原地域の気候変動復元 北川 浩之 ベトナム ベトナム科学技術アカデミー 1 

花崗岩中のアパタイトの年代学的・地球化学
的研究：テクトニックセッティングの新しい
識別法として 

南 雅代 イラン クルディスタン大学 1 

ポーランドの樹木年輪試料を用いた紀元前
660 年頃のマスター年代較正曲線の確立 

南 雅代 ポーランド シレジア工科大学 1 

隕鉄中の宇宙線生成核種 14C の測定 南 雅代 米国 UCB 1 
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国際協力事業・国際共同研究 代表者 相手国（地域） 相手側機関 
国 

（地域）

数 

加速器質量分析装置による高精度・高確度 14C
測定のための国際技術交流 

南 雅代 韓国 韓国地質資源研究院 1 

グアノ堆積物の地球化学的研究と 14C 年代測
定による古環境復元 

南 雅代 
イラン 
メキシコ 

クルディスタン大学 
メキシコ国立自治大学 

2 

日本列島及び朝鮮半島における基盤岩類の地
質年代学的研究 

加藤 丈典 韓国 韓国地質資源研究院 1 

EPMA による測定法及び高確度定量分析法の
開発研究 

加藤 丈典 韓国 釜山国立大学 1 

 

海外機関所属研究者によるセミナー・講演                   

講演日 発表者 所属機関 企画名/ 発表タイトル 参加 
人数 

2024.4.29 Hanli Liu High Altitude Observatory, USA 
21st SCOSTEP/PRESTO Online Seminar/It’s YES for NO, 
O/N2 and e: Perturbative and Transport Effects by Gravity 
Waves in the Mesosphere, Thermosphere and Ionosphere 

56 

2024.5.1 Yuto Bekki Max Planck Institute for Solar System 
Research, Germany 

ISEE Solar Seminar/ Baroclinically-unstable Modes as an 
Essential Component of the Sun’s Convection Zone Dynamics 17 

2024.6.10 Martha Arbayani Zaidan University of Helsinki, Finland 75th ISEE/CICR colloquium/ AI Technologies for Enhancing 
Sensor Networks: Accuracy, Reliability, and Autonomy 13 

2024.7.10 Alexander Pevtsov National Solar Observatory, USA ISEE Solar Seminar/ The Simplest Magnetograph, ngGONG, 
and other projects at the US National Solar Observatory 

19 

2024.7.11 Balan Nanan Shandong University, China 
76th ISEE/CICR colloquium/ Fresh Look at the Intensity 
and Impulsive Strength of Geomagnetic Storms Having 
Positive MPO 

36 

2024.7.30 Nat Gopalswamy GSFC NASA, USA 22nd SCOSTEP/PRESTO Online Seminar/ Space Weather 
Consequences of a Weak Heliospheric State 

77 

2024.9.23 Man Hua UCLA, USA 
23rd SCOSTEP/PRESTO Online Seminar/ Upper Limit of 
Earth’s Outer Radiation Belt Electron Fluxes: How Intense 
Can It Get and Why? 

17 

2024.10.9 Manuela Temmer Institute of Physics, University of 
Graz, Austria 

24th SCOSTEP/PRESTO Online Seminar/ Structure and 
Dynamics of the Heliosphere – a Better Understanding for 
Better Space Weather Forecasting 

85 

2024.10.17 
Puthenveettil Narayana 
Menon Vinayachandran 

Centre for Atmospheric and Oceanic 
Sciences, India 

77th ISEE/CICR colloquium/ Features of the Southern Bay 
of Bengal from Bay of Bengal Boundary Layer Experiment 
(BoBBLE) 

8 

2024.10.21 C. C. Tsai National Science and Technology 
Center for Disaster Reduction, Taiwan 

78th ISEE/CICR colloquium/ An Update of Radar-related 
Research Progress in NCDR 

22 

2024.10.22 Y.-C. Chen National Science and Technology 
Center for Disaster Reduction, Taiwan 

79th ISEE/CICR colloquium/ Applications of 
Meteorological Satellite Data in Disaster Prevention by 
NCDR 

19 

2024.10.23 H.-H. Lin National Science and Technology 
Center for Disaster Reduction, Taiwan 

80th ISEE/CICR colloquium/ Application of Big Data and 
Visualization Technique on Disaster Warning System 13 
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講演日 発表者 所属機関 企画名/ 発表タイトル 参加 
人数 

2024.11.8 Jie Zhang George Mason University, Virginia, 
USA 

25th SCOSTEP/PRESTO Online Seminar/ Solar Eruptions: 
Initiation, Propagation and Their Earth Impact 52 

2024.12.11 Muriel Stiefel FHNW, Switzerland ISEE Solar Seminar/ Using Solar Orbiter/STIX as a Proxy 
for the GOES Flare Class 

15 

2025.1.15 Donghui Son Kyung Hee University, Korea 
ISEE Solar Seminar/ A Comparative Analysis of High-
Resolution Shock Capturing Schemes for Two-Dimensional 
MHD Simulation of Flux Emergence in the Solar Atmosphere 

16 

2025.1.22 Samuel Krucker FHNW, Switzerland and UC Berkeley, 
USA 

81st ISEE/CICR colloquium/ Catching Solar Flares with 
ESA’s Solar Orbiter Mission 29 

2025.2.7 Nada Al-Haddad  University of New Hampshire, USA  ISEE Solar Seminar/ Magnetic Configuration of Coronal 
Mass Ejections: Topological Analysis  18 

2025.2.10 Noé Lugaz University of New Hampshire, USA 
ISEE Solar Seminar/ Simultaneous Multi-Point 
Measurements of CMEs: Physical Insights and Consequences 
for Future Heliophysics and Space Weather Missions 

16 

2025.2.10 Jan Lastovicka Institute of Atmospheric Physics, 
Czech Republic 

26th SCOSTEP/PRESTO Online Seminar/ Long-term 
Trends in Ionospheric and Thermospheric Climate 68 

2025.2.12 Yi-Xian Li Monash University, Australia 82nd ISEE/CICR colloquium/ Extreme Precipitation Follows 
Two Key Pathways in Tropical Convection Evolution 7 

2025.2.13 Neethal Thormas Sodankyla Geophysical Observatory, 
Finland 

ISEE Solar Seminar/ Studies of EISCAT-VHF Incoherent 
Scatter Spectral Measurements in the Mesosphere Lower-
Thermosphere Altitudes 

14 

2025.2.19 Matthias Förster FZ German Research Centre for 
Geosciences, Germany 

83rd ISEE/CICR colloquium/ The Geomagnetic Superstorm 
Event of 10–11 May 2024 11 

2025.2.25 Claudio Cesaroni Istituto Nazionale di Geofisica e 
Vulcanologia, Italy 

21st SCOSTEP Online Capacity Building Lecture/ Machine 
Learning-Based Techniques for Ionospheric Forecasting 71 

2025.3.6 
KD Leka※ 

Sung-Hong Park 
 

NorthWest Research Associates, USA 
Korea Astronomy and Space Science 
Institute, Korea 

The 6th ISEE Award Commemorative Lecture/ Grounding 
and Rebounding: Establishing some Hard Truths [about Solar 
Flare Forecasting] so that Progress can be (is being) Made! 

80 

2025.3.12 KD Leka※ NorthWest Research Associates, USA 
and ISEE, Nagoya University 

Solar Seminar/ Solar Flare Forecasting in the Solar Dynamics 
Observatory Era: Where Has “Big Data” Brought Us? 14 

合計 25 件 793 

※兼 ISEE 所属 
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＜略称＞ 

CASS: Center for Astrophysics and Space Sciences 

CCMC: Community Coordinated Modeling Center 

CESR: Centre d'Etude Spatiale des Rayonnements 

CETP: Centre d'étude des environnements terrestres et planétaires 

CNRS: Centre National de la Recherche Scientifique 

EISCAT: European Incoherent Scatter Scientific Association 

ESA: European Space Agency 

ESTEC: European Space Technology and Research Centre 

FHNW: University of Applied Sciences and Arts Northwestern, 

GSFC: Goddard Space Flight Center 

HPDE: Heliophysics Data Environment 

IBEX: Interstellar Boundary Explorer 

IFSI: Istituto di Fisica dello Spazio Interplanetario 

IMAP: Interstellar Mapping and Acceleration Probe 

INFN: Istituto Nazionale di Fisica Nucleare 

INPE: Instituto Nacional de Pesquisas Espaciais, Brazilian Institute of Space Research 

IPS: Ionospheric Prediction Services 

IPSL: Institut Pierre-Simon Laplace 

JHUAPL: Johns Hopkins University Applied Physics Laboratory 

KASI: Korea Astronomy and Space Science Institute 

LoFAR: Low Frequency Array 

LPC2E: Laboratoire de Physique et Chimie de l’Environnement et de l’Espace 

MAGIC: Major Atmospheric Gamma-ray Imaging Cherenkov Telescope 

MSFC: Marshall Space Flight Center 

MWA: Murchison Widefield Array 

NASA: National Aeronautics and Space Administration 

SCOSTEP: Scientific Committee on Solar Terrestrial Physics 

SDAC: Solar Data Analysis Center 

SLAC: Stanford Linear Accelerator Center 

SPASE: Space Physics Archive Search and Extract 

SPDF: Space Physics Data Facility 

UCB:  University of California, Berkeley 

UC Davis: University of California, Davis  

UCI: University of California, Irvine 

UCLA: University of California, Los Angeles 

UCSC: University of California, Santa Cruz 

UCSD: University of California, San Diego 

UiT: University of Tromsø 

  

  

  

  

  

  



 

11. 国際交流 

 
 

150 Institute for Space–Earth Environmental Research 

 

海外機関所属研究者の来訪 
（2024 年 4 月 1 日‐2025 年 3 月 31 日） 

 
【地域別】  

 
【事業別】 

 
 
 

 

 

 
 
【訪問目的別】 

 
 
 

 

 

 

 

 

  

地域 国（地域） 人数(延) 

アジア地域（7） 

インド 12 

39 

インドネシア 5 

韓国 5 

台湾 10 

中国 5 

ネパール 1 

マレーシア 1 

北米（2） 
カナダ 1 

22 
米国 21 

中南米（2） 
アルゼンチン 1 

3 
ブラジル 2 

欧州（10） 
（NIS 諸国を含む） 

イタリア 1 

37 

英国 7 

スイス 4 

スウェーデン 3 

チェコ 2 

ドイツ 3 

フィンランド 11 

フランス 3 

ポーランド 1 

ロシア 2 

オセアニア（1） ニュージーランド 1 1 

中東（2） 
イラン 1 

2 
イラク 1 

アフリカ（2） 
エチオピア 1 

2 
エジプト 1 

合計 26 106 

事業区分 人数(延) 

文部科学省事業 3 

日本学術振興会事業 9 

本学事業 74 

先方負担 7 

その他 13 

合計 106 

訪問目的 人数(延) 

学会・シンポジウム 24 

共同研究 71 

その他 11 

合計 106 
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海外派遣 
 教員の外国出張 （2024 年 4 月 1 日‐2025 年 3 月 31 日） 

  
 

 
地域 渡航先 人数(延) 

アジア（9） 

インド 1 

54 

インドネシア 5 

韓国 23 

カンボジア 2 

タイ 5 

台湾 4 

中国 7 

ベトナム 1 

マレーシア 6 

北米（2） 
カナダ 3 

31 
米国 28 

中南米（2） 
チリ 1 

2 
メキシコ 1 

欧州（18） 
(NIS 諸国を含む) 

イタリア 10 

83 

英国 1 

エストニア 1 

オーストリア 6 

スイス 7 

スウェーデン 4 

スロバキア 1 

スペイン 3 

チェコ 3 

ドイツ 12 

ノルウェー 14 

ハンガリー 1 

フィンランド 9 

フランス 3 

ベルギー 2 

ポーランド 3 

ポルトガル 2 

ルーマニア 1 

オセアニア（1） ニュージーランド 2 2 

中東（1） オマーン 1 1 

アフリカ（4） 

ザンビア 1 

5 
ジンバブエ 1 

ナミビア 1 

南アフリカ 2 

その他（1） 南極 1 1 

合計 38 179 
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一般向け講演会・施設の一般公開・出前授業・体験学習等 

 一般向け講演会・公開講座・セミナー（ISEE 主催・共催) 

開催期間 企画名称 (会場) 概要、講演タイトルなど 出演・登壇 
参加 

人数 

2024.6.8 
宇宙地球環境研究所特別講演会「太陽・地球
そして私たち」＊1 参照 

（名古屋大学研究所共同館 II 3 階ホール） 

「放射性炭素で解き明かす地球・人類の歴史」 
「大規模数値シミュレーションで解き明かす
太陽の姿」 

南 雅代 
堀田 英之 

 
約 50 

2024.8.3 

「天文学の最前線」第 31 回  公開セミナー
「 最 新 の 観 測 装 置 に よ る 新 し い 宇 宙 像 」 
（名古屋市科学館・サイエンスホール、オン
ライン） 

名古屋大学の天文学者らが最新の観測装置の紹
介とその成果について「チェレンコフ望遠鏡ア
レイで探る高エネルギーガンマ線の宇宙」など
6 件の講演、講師による座談会を行った。 

奥村 曉 174 

2024.8.26–
9.6 

2025.2.25–
3.10 

「民間における宇宙利用」2 週間基礎コース
（名古屋大学研究所共同館Ⅰ、一部オンライン） 
「民間における宇宙利用」2 週間上級コース
（名古屋大学研究所共同館Ⅰ、一部オンライン） 

超小型衛星をテーマにした短期集中型講習会
で、座学による講義と講義内容に基づく実践
的な実習。宇宙開発・人工衛星利用の現状か
らプロジェクトの進め方まで学修する。 

田島 宏康   
高橋 暢宏 
山岡 和貴 
石坂 丞二 

33 
 

61 

2024.12.7 

名古屋大学フューチャー・アース研究センター 
公開シンポジウム 2024「NO Ocean, No Life」 
（名古屋大学環境総合館・レクチャーホール、

オンライン） 

海に囲まれた日本における人材育成をアライアン
スとして見直す機会としての企画。第 1 部は
「気候変動の見える化というサイエンス」「人
工衛星からみた海の今」など 7 件の講演を、第
2 部ではパネルディスカッションを行った。 

檜山 哲哉 
相木 秀則 
石坂 丞二 

52 

合計 （企画数： 5） 約 370 

 体験型セミナー・科学イベント（ISEE 主催・共催） 

開催期間 企画名称 (会場) 概要、講演タイトルなど 出演・登壇 
参加 

人数 

2024.8.6–8.7 

名古屋大学地域貢献事業「日本最古の石に
ついて学ぼう」令和 6 年度夏休み体験学習 
＊2 参照 

（名古屋大学研究所共同館 II、日本最古の石
博物館（岐阜県加茂郡）、ストーンミュージ
アム博石館（岐阜県中津川市）ほか） 

小学生高学年を対象とした夏休み中の 2 日間
にわたる体験学習。「日本最古の石について
学ぼう」のテーマで、チャーターバスにて博
物館実習や野外観察を、また大学内での講義
や実験などを行った。 

南  雅代 
加藤 丈典 

ほか 
32 

2024.11.30 
驚き！おもしろ科学実験 2024 ＊3 参照 
（北海道足寄郡陸別町：りくべつ宇宙地球科
学館） 

科学に親しめるよう、陸別町に関わる研究機
関が工夫を凝らした実験ブースを出展し、子
どもから大人までが実験を楽しんだ。 

中島 拓 
石黒 海里 
菊池 大希 

約 90  

2025.3.24– 
 3.28 

理系大学生のための「太陽研究最前線体験ツ
アー」 
（訪問先：ISEE、京都大学大学院理学研究科附
属天文台、JAXA 宇宙科学研究所、国立天文台
三鷹キャンパス） 

太陽に関する研究や 最新の太陽研究に興味
のある学生を対象に、国内の主要な太陽研
究機関を 5 日間で訪問するツアー。ISEE は
初日に受け入れを実施した。 

堀田 英之 
藤木 謙一 

14 

合計 （企画数：3） 約 136 
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 授業・総合学習・教育関連協力（ISEE 主催・共催） 

開催期間 企画名称 (会場) 概要、講演タイトルなど 出演・登壇 
参加 

人数 

2024.7.17 
関西学院千里高等部 りかたび 2024 
（名古屋大学研究所共同館Ｉ） 

地球環境と二酸化炭素観測 
水野 亮 

長濵 智生 
6 

2024.7.23 
愛知県立岡崎高等学校 2 年 総合学習＊4 参照 
（名古屋大学研究所共同館Ｉ） 

・講義宇宙天気とオーロラ 
・GPM 衛星による降水観測 
・GPM 降水観測の VR 体験 
・Dagik Earth 学習 

西谷 望 
髙橋 暢宏 
吉村 僚一 
増永 浩彦 

12 

2024.8.5–8.6 

WWL コンソーシアム構築支援事業「高大接
続探究ゼミ」名古屋大学教育学部附属高等学
校、金城学院高等学校 
（名古屋大学研究所共同館Ｉ） 

コンピューターで調べる太陽と地球のつながり 三好 由純 4 

2024.11.6 
皇學館高等学校 2 年 探究活動＊4 参照 
（名古屋大学研究所共同館Ⅱ） 

・自然界の放射線と年代測定に関する講義 
・霧箱による放射線の観察 
・ガイガーカウンターを用いた岩石・鉱物
の放射能測定 
・ 電 子 プ ロ ー ブ マ イ ク ロ ア ナ ラ イ ザ ー
（EPMA）の見学 

南 雅代 
加藤 丈典 

34 

2024.11.29 
陸別町社会連携連絡協議会出前授業＊3 参照 
（陸別町立陸別小学校、陸別町立陸別中学校） 

陸別小学校 5・6 年生（地球温暖化につい
て）、陸別中学 1・2 年生（オーロラの発生
メカニズム）を対象に授業を実施。 

大畑 祥 
中島 拓 

23 
15 

2024.12.10 
愛知教育大学附属岡崎中学校＊4 参照 

（名古屋大学研究所共同館Ｉ） 
宇宙空間 

奥村 曉  
毛受 弘彰 
髙橋 光成 

1 

2025.1.28 
体験学習、室内実験の紹介ならびに年代測定
研究部の施設見学 
（名古屋大学研究所共同館 II ） 

原子力人材育成ネットワーク初等中等教育支
援分科会による施設見学 

 南 雅代 9 

合計 （企画数：7） 104 

 施設の公開等（ISEE 主催・共催） 

開催期間 企画名称 (会場) 概要、講演タイトルなど 出演・登壇 
参加 

人数 

2024.6.8 
第 5 回宇宙地球環境研究所一般公開＊１参照 
（名古屋大学研究所共同館 I・II） 

展示内容：「電波でとらえる宇宙の風」「海を
観る・極域を知る」「太陽と地球が織りなすス
トーリー」「宇宙線を見よう」「宇宙にさわっ
てみよう」「地球の空気と微粒子をとらえま
す」「「もの」の年代を測ってみよう」 

ISEE 教員 
学生 
職員 

230 
以上 

2024.6.9 
名大祭合同展示会 ＊１参照 
（名古屋大学豊田講堂シンポジオン） 

ポスター展示、冊子配布 
ISEE 教員 

学生 
約 30 

2024.8.3–8.4      
令和 5 年度木曽観測施設特別公開＊5 参照 
（長野県木曽郡木曽町三岳） 

東京大学木曽観測所と合同で実施する一般
向け特別公開。研究成果やアンテナの紹介
を行った。 

太陽圏研究
部スタッフ 

58 

2024.10.19 
名古屋大学ホームカミングデー 
（名古屋大学豊田講堂シンポジオン、オンラ
イン） 

研究所の紹介（会場でポスター展示、冊子
配布） 

ISEE 教員 
学生 

約 100  

合計 （企画数：4） 約 418 
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＊1：第 6 回宇宙地球環境研究所一般公開・特別講演会「太陽・地球そして私たち」および名大祭合同展示会 
   研究所で行われている研究内容を一般に広く知ってもらうため、毎年名大祭に合わせ実施している「一般

公開」「特別講演会」「名大祭合同展示会」を 6 月 8 日（土）に開催した。「一般公開」では、各研究部が研究
内容を分かりやすく紹介する展示を行い、230 名を超える来訪者で終日にぎわった。「特別講演会」（13:00–
15:15、研究所共同館Ⅱ 2F ホール）では、「放射性炭素で解き明かす地球・人類の歴史」（南雅代教授）と「大
規模数値シミュレーションで解き明かす太陽の姿」（堀田英之教授）と題した 2 つの講演を行った。各講演の
後には聴衆から質問も受け付け、丁寧に解説した。 
 また、名大祭合同展示会では 6 月 8 日（土）、9 日（日）の 2 日間にわたり、名古屋大学豊田講堂シンポジオン
において研究内容を紹介するポスター展示とビデオ上映を行い、教員や大学院生が内容について説明をした。
また、本研究所発行のパンフレットなどの配布や一般向け冊子類の情報提供などを行った。（主催：名古屋大学
（名大祭実行委員会主管）、宇宙地球環境研究所） 

＊2：名古屋大学地域貢献事業「日本最古の石について学ぼう」令和 6 年度夏休み体験学習 

 毎年テーマを変えて「見学・巡検（野外調査に出かけて自然にふれる）」、「科学実験（科学の楽しさにふれ
る）」、「講義（教員による解説、学習成果発表）」というユニークな体験学習を小学校高学年向けに実施してい
る。本年度は 8 月 6 日（火）と 7 日（水）、愛知県内の小学校高学年 32 名（小学 4 年生 18 名、5 年生 10 名、6
年生 4 名）が参加し、「日本最古の石について学ぼう」と題し、夏休み体験学習を行った。日本列島の形成過程
を理解し、自ら考える力を養う機会となることを目的に、2 日連続のプログラムを企画した。1 日目は大型バス
をチャーターして、野外観察に出かけた。岐阜県加茂郡七宗町の飛騨川河川でれき岩を観察し、そのあと「日
本最古の石博物館」（七宗町）と「ストーンミュージアム博石館」（岐阜県中津川市）を訪れ、解説を聞きなが
ら、貴重な岩石や鉱物を観察した。2 日目は名古屋大学で前日の観察をもとに室内実習と講義を行い、最後に 2
日間の学びをポスターにまとめ、発表会を行った。南雅代教授、加藤丈典准教授、ほか年代測定研究部メン
バーが担当した。（主催：宇宙地球環境研究所、協力：日本最古の石博物館、ストーンミュージアム博石館） 

＊3：陸別町社会連携連絡協議会連携講座「出前授業」および「驚き!おもしろ科学実験」 

 陸別町・名古屋大学・北海道大学・北見工業大学・国立環境研究所・国立極地研究所の 6 機関による陸別
町社会連携連絡協議会が、毎年、陸別町立陸別小学校と同中学校において出前授業を実施している。授業の
担当は協議会内で各機関が順番に行っており、本年度は 11 月 29 日（金）に実施し、大畑祥助教（本研究所）
が「気候や健康に影響するエアロゾル」をテーマに陸別小学校 5、6 年、谷口暁星特任助教（北見工業大学）
が「天文学とデータ科学」をテーマに陸別中学校 1 年生、中島拓助教（本研究所）が「地球大気環境の観測的
研究を支える“ものづくり技術”」をテーマに陸別中学校 2 年生の授業を担当した。（主催・共催：陸別町社会
連携連絡協議会、陸別町教育委員会、陸別町立陸別中学校、同陸別小学校） 
 また、翌日 11 月 30 日（土）、りくべつ宇宙地球科学館（銀河の森天文台）にて「驚き！おもしろ科学実験 
2024」を開催した。会場では様々な実験が楽しめるとあって、多くの親子連れが訪れた。本研究所は「電波
を見てみよう！～コヒーラ感知器の実験～」という実験ブースを出展した。（共催：りくべつ宇宙地球科学館、
宇宙地球環境研究所、足寄動物化石博物館） 

＊4：総合学習・体験学習の受け入れ 

 毎年数件程度、中学校・高等学校の総合学習・体験学習を受け入れている。本年度は総合学習として 5 校
（4 件）を受け入れた。それぞれの学習テーマに沿った教員が担当し、講義室での授業や研究室での実験を
行った。大学での学びを体験しながら、知識を深めてもらえるように工夫をしながら対応している。このほ
か、SSH、SGH、WWL をはじめ各種事業の学習協力も行っている。 
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*5：木曽観測施設特別公開 

 本研究所木曽観測施設（長野県木曽郡木曽町）にある太陽風観測システムを毎年夏に一般公開している。
隣接する東京大学木曽観測所と合同で開催し、普段近くで見ることのできない大型アンテナや望遠鏡、施設
内の装置を間近で見学できるほか、パネルを用いた研究紹介が行われることから、各地から天文ファンが大
勢訪れる。本年度は 8 月 3 日（土）の午後と 8 月 3 日（日）午前に実施し、太陽圏研究部の教員・学生らが案
内した。（主催：東京大学大学院理学系研究科附属天文学教育研究センター木曽観測所、宇宙地球環境研究所） 

 

 講演・講座の講師等（要請に応じて） 

開催期間 企画名称  

(会場) 概要、講演タイトルなど 出演・登壇 参加 

人数 

2024.6.5 
静岡エネルギー・環境懇談会「記念講演会」
（ホテルアソシア静岡） 

地球温暖化と激甚化する台風 坪木 和久 100 

2024.6.5 
災害の「なぜ」を知る！~発生メカニズムと
防災・減災の取組の現状~「公開講座」 
（守山生涯学習センター：名古屋市） 

台風災害が起こるのはなぜ！？ 坪木 和久 60 

2024.6.11 
台風研究の最前線 
（ホテルニューグランド：横浜市） 

台風研究の最前線：スーパー台風の航空機観
測と台風制御 

坪木 和久 160 

2024.7.25 
富士通ファミリ会 
（オンライン） 

宇宙天気とその社会影響について～文明進化型
災害に対応した社会システムの実現のために～ 

草野 完也 50 

2024.8.6 
減災連携研究センター連絡会セミナー 
（名古屋大学減災連携研究センター：名古屋市） 

台風の航空機観測 坪木 和久 20 

2024.8.24 
広島大学瀬戸内カーボンニュートラル国際共
同研究センター・市民セミナー 
（広島大学きてみんさいラボ：広島市） 

北極の温暖化とシベリアの環境変化の関わり 檜山 哲哉 30 

2024.9.3 
防災気象講演会－頻発する風水害に備える－ 
（新潟大学駅南キャンパスときめいと：新潟市） 

地球温暖化と台風の将来変化 坪木 和久 80 

2024.9.20 
名古屋大学協力会研究シリーズ提案セミナー
「宇宙天気予報とその事業化に向けて」 
（オンライン） 

宇宙天気とその社会影響について－「文明
進化型災害」に対応するために－ 

草野 完也 90 

2024.9.22 
プラネタリウム 100 周年記念 天文講演会
（岐阜市科学館：岐阜市） 

オーロラと宇宙の天気 三好 由純 200 

2024.10.26 
シンポジウム「奄美と台風」 
（市民交流センター：奄美市） 

スーパー台風の航空機観測 坪木 和久 100 

2024.10.26 
塩川和夫講演会「極夜に光るオーロラの科学」 

（旭区区民センターサンハートホール：横浜市） 
極夜に光るオーロラの科学-宇宙のプラズマ
を映す鏡- 

塩川 和夫 70 

2024.10.28 
第 1 回研究授業（教育学部） 
（岐阜大学：岐阜市） 

理科教育法Ⅱ 菊地 亮太 40 

2024.11.6 
第 2 回研究授業（教育学部） 
（岐阜大学：岐阜市） 

理科教育法Ⅱ 菊地 亮太 40 

2024.11.6 
あいちサイエンスフェスティバル 2024: サイ
エンストーク 
（名古屋大学：名古屋市） 

宇宙天気博士と話そう！ ～GPS を使って超高
層大気を診る～ 

大塚 雄一 27 
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開催期間 企画名称  

(会場) 概要、講演タイトルなど 出演・登壇 参加 

人数 

2024.11.6 
セミナー「災害大国日本の台風と豪雨」 
（名古屋大学：名古屋市） 

風水害で人命の失われない社会を求めて 坪木 和久 15 

2024.11.7 
「みなとセーフティ Lab.」～地球温暖化時代
の台風対策について考えるセミナー 
（オンライン） 

地球温暖化と台風の将来変化 坪木 和久 20 

2024.12.13 
福島国際研究機構セミナー 
（浪江町役場：双葉郡浪江町） 

台風防災の過去・今・未来 坪木 和久 20 

2024.12.20 
トヨタ自動車 BEV 特別企画「気候変動リスク
セミナー」 
（トヨタ自動車 技術本館：豊田市） 

北極域の温暖化とシベリアの環境変化 檜山 哲哉 50 

2025.12.21 
令和 6 年度宇宙工学講座閉校式「特別講演」 
（岐阜大学：岐阜市） 

オーロラの科学 塩川 和夫 70 

2025.1.19 
中日文化センター90 分セミナー 
（中日文化センター栄：名古屋市） 

スーパー台風の脅威に迫る 坪木 和久 11 

2025.1.20 
Lecture 
（ AKT Higher Secondary School, Kallakurichi 
District, Tamil Nadu：India） 

Does Space Have Weather? P. R. Shreedevi  200 

2025.1.21 
Lecture 
（ Government School Children, Kallakurichi 
District, Tamil Nadu： India） 

Does Space Have Weather? P. R. Shreedevi 550 

2025.1.22 
Lecture 
（ Government School Children, Kallakurichi 
District, Tamil Nadu：India） 

Does Space Have Weather? P. R. Shreedevi 400 

2025.1.22 
Lecture 
（ JS Global Academy School, Kallakurichi 
District,  Tamil Nadu： India） 

Does Space Have Weather? P. R. Shreedevi 150 

2025.1.28 
原子力人材育成ネットワーク初等中等教育支
援分科会施設見学 
（名古屋大学ISEE年代測定研究部：名古屋市） 

炭素 14 年代測定施設（加速器質量分析装置
や CO2 精製ライン）の紹介と、学生向け体
験学習・イベントの様子等について説明 

南 雅代 9 

2025.2.1 
第 13 回 金山遺跡・砂金研究フォーラム 
（甲斐黄金村・湯之奥金山博物館：南巨摩郡
見延町） 

砂白金は何歳か？–年代測定の挑戦– 仁木 創太 30 

2025.2.2 
朝日カルチャーセンター 
（朝日カルチャーセンター名古屋教室：名古屋
市およびオンライン） 

拡大期を迎えつつある太陽活動 宇宙天気災
害に備えるために 

草野 完也 10 

2025.2.4 
第 159 回げんさいカフェ 
（名古屋大学：名古屋市およびオンライン） 

災害大国日本の台風の現在と未来－台風で
人命の失われない社会を目指して 

坪木 和久 206 

2025.2.12 
地方気象台活性化にかかる講演会 

（名古屋地方気象台：名古屋市およびオンライン） 
気候に影響を及ぼす光吸収性エアロゾル等
の観測研究 

大畑 祥 20 

2025.3.13 
Images of the Cosmos: From giant solar flares to 
“100 Square Moons” 
（スペイン大使館：東京都港区） 

The mystery of giant solar flares: For protecting 
our lives from space storms 

草野 完也 40 

合計（企画数：30） 2868 
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 その他の広報活動 
１．一般向け冊子の制作・配布 

宇宙地球環境を題材にした科学解説「50 のなぜ」シリーズや、科学コミック「…ってなんだ!?」シリーズなど
の小冊子を制作し、最先端の研究を分かりやすく解説して広く社会に紹介することで研究成果を市民へ還元して
いる。これらの冊子は、内容の理解を助ける親しみやすいイラストを多く添え、中高生にも理解できるよう、読
みやすい内容に仕上げている。これらは本研究所ウェブページに常時掲載し、ダウンロードも可能であるほか、
名大祭研究所公開やホームカミングデー、日本地球惑星科学連合大会（JpGU）の展示ブース、中高生の総合学習
などで配布している。なお、科学コミック「…ってなんだ!?」シリーズは国際科学会議（ICSU）の太陽地球系物
理学科学委員会（SCOSTEP）を通して、英語を含む 16 言語での翻訳出版が進められており、世界的規模で宇宙地
球環境科学分野の教育に貢献している。 

２．Newsletter の発行 

本研究所の最新情報を伝えるために、ニュースレターを年 2 回発行している。最新の研究内容の紹介やイ
ベント等の開催報告、活動トピックスのほか、運営協議員による寄稿論説、外国人客員教員による本研究所と
の共同研究の紹介および日本滞在記などバラエティに富んだ内容になっている。本年度は Vol.18（2024 年 7 月）
と Vol.19（2025 年 1 月）を発行した。（https://www.isee.nagoya-u.ac.jp/publication.html） 

３．ウェブページの運用 
本研究所のウェブページ（https://www.isee.nagoya-u.ac.jp/）を公開し、一般市民に広く研究所の紹介を行って

いる。活動内容や研究の最新成果を伝えるほか、イベント開催のお知らせなどのニュースや研究所発行各種冊子
の紹介、大学院教育、共同利用・共同研究の案内などについての情報を公表している。また、中高生向けページ
を作成し、研究紹介ビデオや学生向けイベント情報、冊子情報、総合学習の案内などを掲載している。ここへ直
接アクセスできる QR コード付きのポストカードを作成し、日本地球惑星科学連合大会（JpGU）や名大祭研究所
一般公開（名大祭）などのイベント等で無料配布し、多くの若者の目に留まるよう工夫している。  

https://www.isee.nagoya-u.ac.jp/publication.html
https://www.isee.nagoya-u.ac.jp/
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報道等 
 新聞（デジタル含む）掲載                      計：42 以上 

年月日 新聞名 記事 

2024.4.4 中日新聞（朝刊） プランクトン観察や漂流物の動きを再現 蒲郡 海洋研究触れる催し 

2024.5.13 毎日新聞（web) 兵庫や愛知でもオーロラ観測「太陽フレア」影響で 20 年ぶり規模か 

2024.5.14 毎日新聞（東京：朝刊） 夜空、燃ゆ オーロラ 20 年ぶり規模 

2024.5.18 
中日新聞（web) 岡崎でも明治時代にオーロラ観測 名大が発表、磁気嵐は今回の 2 倍規模 

中日新聞（朝刊） 明治の岡崎 オーロラ見えた？ 磁気嵐、今月観測の 2 倍規模 名大が文献調査 

2024.5.25 日本経済新聞（夕刊） 
台風の目どうやってできるの？――強い遠心力が働いて空気を外へ押しやるよ（親子スクー
ル理科学） 

2024.6.29 毎日新聞（web） 北海道の夜空に赤いオーロラ「太陽フレア」の影響か 

2024.6.30 毎日新聞（東京：朝刊） また見えた！！ 北海道でオーロラ 「磁気嵐、小規模でも条件整えば」 

2024.7.11 読売新聞（東京：夕刊） みんなのカガク［おしえて！理科子先生］「太陽風」の正体は？ オーロラの色にも影響 

2024.8.12 毎日新聞（東京：朝刊） 台風 5 号、きょう東北上陸へ 青森・岩手・宮城 線状降水帯恐れ 6 号も発生 

2024.8.16 

朝日新聞（朝刊） 
東北、大雨や暴風・高波警戒 今月多発「モンスーントラフ」が影響か 東北上陸 太平洋
高気圧 東に退く傾向 

朝日新聞（夕刊） 台風 8 月に多発 久々の東北横断 モンスーントラフ影響か 

読売新聞（東京：朝刊） 低気圧の渦で「卵」次々 

2024.8.20 朝日新聞（宮城：朝刊） モンスーントラフが要因か 台風多発、まれな「東北横断」 

2024.8.27 
読売新聞（大阪：朝刊） 台風 奄美に最接近へ 東海 線状降水帯恐れ 

読売新聞（西部：朝刊） 台風 奄美最接近へ 九州新幹線 計画運休も 

2024.8.29 読売新聞（東京：朝刊） ［スキャナー］風乗れず 低速台風 大雨 長期化恐れ 高い海水温 勢力強く 

2024.8.30 中日新聞（朝刊） 九州の台風 東海に大雨 南から大量の水蒸気 

2024.8.31 日本経済新聞（朝刊） 近畿・東海、線状降水帯の恐れ―気象庁・米軍、異なる進路予想 データや計算手法に違い 

2024.9.11 

日本経済新聞（夕刊） 「太陽嵐」電波揺らぎ観測 通信障害引き起こす太陽活動 名大成功、宇宙天気予報の精度向上 

中日新聞（朝刊） 名大チーム 「太陽嵐」電波の揺らぎ観測 磁気嵐 より早く予測も 

高知新聞 PLUS DIGITAL
（web） 

太陽嵐の電波揺らぎ観測 5 月、オーロラ予測可能に 埼玉新聞（web） 

沖縄タイムスプラス（web） 

北海道新聞（web） 「太陽嵐」電波揺らぎ観測 オーロラ予測より早く可能に 名古屋大チーム 

中部経済新聞（web） 太陽嵐の電波揺らぎ観測 名大チーム 5 月、オーロラ予測可能に 

四国新聞（web 朝刊） オーロラ予測、より早く？ 名古屋大 太陽嵐の電波揺らぎ観測 

2024.9.18 読売新聞（夕刊） 「太陽嵐」観測成功 名古屋大 5 月のオーロラ原因 

2024.9.22 中日新聞（朝刊） 核心 線状降水帯 能登の河川直撃 地盤に緩み 予断許さず 

2024.9.27 毎日新聞（愛知） 
太陽嵐：太陽嵐 電波に揺らぎ 名大チーム、宇宙空間で観測 低緯度オーロラや磁気嵐 
今後予測も ／愛知 

2024.9.30 毎日小学生新聞 
疑問氷解｜お風呂の栓を抜いた時、水は、時計の針が進む方向へ回る「時計回り」に流れを
作ると聞きました。本当？ 洗面台ではわからない 風に働くコリオリの力 

2024.11.13 
読売新聞（大阪：夕刊） アラスカ森林 CO2 吸収量増 大阪公立大など 温暖化の影響調査 永久凍土地帯 

読 売 新 聞 オ ン ラ イ ン
（web） 

温暖化の永久凍土地帯、森林の CO2 吸収量が増加…アラスカ州で大阪公立大などのチーム確認 
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年月日 新聞名 記事 

2024.11.28 日刊工業新聞（朝刊） 月面被ばく線量評価 名大、超小型システム構築 

2024.11.29 中日新聞電子版（web） 名古屋大学の宇宙地球環境研究所を文科省が「国際共同利用・共同研究拠点」に認定、中部初 

2024.12.9 十勝毎日新聞 電子版(web) 陸別で研究する大学など、小中学生に気候や天文学授業 

2025.1.17 朝日新聞（夕刊） （取材考記）線状降水帯発生 豪雨予測、信頼できる精度に 

2025.1.18 信濃毎日新聞 雪原とオーロラ 上田の男性 美ヶ原高原で撮影 

2025.2.3 電波新聞デジタル（web） 宇宙天気予測技術を月探査に適用 富士通と東海国立大学機構、JAXA と共同研究 

2025.2.18 十勝毎日新聞 出前授業で「進路相談も」宇宙連携協議会 24 年度事業報告 

2025.2.23 日本経済新聞（朝刊） オーロラは南北で「鏡像」？ 南極とアイスランドで同時観測 

2025.2.24 十勝毎日新聞 天文台利用者が研究結果を報告 母子里ユーザーズミーティング 

 テレビ・書籍・ニュースサイトほか                  計：36 以上 
年月日 番組・WEB サイトなど 放送局など 内容 出演・担当 

2024.4.11 
BS スペシャル「デジタル・
アイ」  消える大森林 

NHK BS１ 
シベリアの森林火災が永久凍土荒廃（サーモカ
ルスト）を生じさせることを解説 

檜山 哲哉 

2024.5.10 5 時スタ テレビ愛知 雹被害の傾向や対策について解説 坪木 和久 

2024.5.13 日テレ NEWS INN 
中京テレビ 
日本テレビ 

「オーロラ」が各地で観測 愛知でも「オーロ
ラ」の可能性があるものが･･･!? 愛知・東栄町
「2025年ごろまでは発生しやすい 太陽の活動が
活発な 10年に 1度の周期に現在入っているから」 

塩川和夫 

2024.5.17 東海 NEWS WEB NHK 総合テレビ 

5 月 10 日から 12 日にかけて日本でも「オーロ
ラ」とみられる現象が確認されたことについて
名古屋大学は過去の文献を分析した結果、20 年
に１度ほど起きていることがわかったと発表 

早川 尚志 

2024.5.28 THE TIME TBS テレビ 線状降水帯について解説 坪木 和久 

2024.6.2 サンデーLIVE！  テレビ朝日 最新の線状降水帯予測について解説 坪木 和久 

2024.6.3 European Space Agency ESA WEB 記事 Swarm helps discover Steve's long-lost twin 
塩川 和夫  
新堀 淳樹  
野澤 悟德 

2024.7.16 TECH+（マイナビニュース） ニュースサイト 
東大など、太陽ニュートリノとキセノン原子核
の散乱の観測に成功 

伊藤 好孝 

2024.7.19 北陸スペシャル NHK 総合テレビ 豪雨についてコメント 坪木 和久 

2024.7.26 7 時のニュース NHK 総合テレビ 山形県と秋田県の記録的な大雨について解説 坪木 和久 

2024.8.16 7 時のニュース NHK 総合テレビ 台風 7 号について解説 坪木 和久 

2024.8.16 NEWS WEB NHK web サイト 
“遠隔豪雨”に警戒 台風弱まる要因なく影響長引
くか メカニズムに詳しい専門家は 

坪木 和久 

2024.8.25 明日をまもるナビ NHK 総合テレビ 

(131) 台風シーズン到来 温暖化でより脅威に! 
台風シーズン到来・地球温暖化で増加する「スー
パー台風」の脅威とは▽航空機で台風の目に突
入！研究チームが初めて見た世界▽どう予知し
どう備えるか？専門家が徹底解説 

坪木 和久 

2024.8.26 News イット！ フジテレビ 台風 21 号について 坪木 和久 
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年月日 番組・WEB サイトなど 放送局など 内容 出演・担当 

2024.8.26 ニュースウォッチ 9 NHK 総合テレビ 

台風 10 号についての解説 坪木 和久 
2024.8.28 News イット！ フジテレビ 

2024.8.28 夕方ニュース NHK 総合テレビ 

2024.8.29 チャンと！ CBC テレビ 

2024.8.29 NHK 防災 NHK web サイト 温暖化で台風が強大化!?「スーパー台風」の脅威 坪木 和久 

2024.8.30 スーパーJ チャンネル テレビ朝日 
台風 10 号についての解説 坪木 和久 

2024.9.2 NHK ジャーナル NHK ラジオ第一放送 

2024.9.24 クローズアップ現代 NHK 総合テレビ 大雨の特徴や、予測の課題や問題について 坪木 和久 

2024.9.24 ニュースウォッチ 9 NHK 総合テレビ 能登の大雨について 坪木 和久 

2024.10.2 TECH+（マイナビニュース） ニュースサイト 
2024 年 5 月に日本各地でオーロラを起こした太
陽嵐の電波観測に成功、名大と NICT 

岩井 一正 

2024.10.4 AstroArts Web サイト 
今年 5 月に日本で見られたオーロラを発生させ
た太陽嵐を電波観測 

岩井 一正 

2024.11.23 ZAKZAK BOOK Web サイト 
台風予測の番人、実測値で真の姿観測 小型機
で「眼」に貫入飛行 気象学者・坪木和久さん
『激甚気象はなぜ起こる』 

坪木 和久 

2024.11.24 サイエンス ZERO NHK E テレ 太陽が極大期に突入!最新研究が暴く最大の謎!? 堀田 英之 

2024.12.13 AstroArts Web サイト 
日本で撮影された青い低緯度オーロラの出現場
所を推定 

塩川 和夫 

2024.12.19 林修の今知りたいでしょ！ テレビ朝日 台風の研究について紹介 坪木 和久 

2024.12.24 週刊エコノミスト Online Web マガジン 
ロングインタビュー情熱人「台風の目に飛び込
む気象学者――坪木和久さん」 

坪木 和久 

2025.1.4 IT Leaders Web サイト 

月探査時の宇宙天気予測を AI で高度化する共同
研究─東海国立大学機構、富士通、JAXA 
“説明可能な AI”が月面の太陽高エネルギー粒子
事象を予測 

草野 完也 

2025.1.30 Spaceweather.com Web サイト A Warning From the Trees: Miyake Events（取材協力） 三宅 芙沙 

2025.2.3 TECH+（マイナビニュース） ニュースサイト 
宇宙天気予測技術開発の月探査への適用に向
け、富士通らが JAXA と共同研究 

草野 完也 

2025.2.5 
EGU Division Blogs：Solar-
Terrestrial Sciences  

EGU Blogs (web サイト) 
Impact of upper atmosphere and ionosphere 
associated with an extremely explosive eruption of the 
Tonga volcano 

新堀 淳樹 

2024.2.5 TECH+（マイナビニュース） ニュースサイト 
「宇宙を作る」シミュレーション天文学への招
待＿シミュレーションが解き明かす太陽の謎 - 
黒点とフレアのメカニズム 

堀田 英之 

2025.2.19 （再放送）サイエンス ZERO NHK E テレ 
世界初！“台風の目”に入った坪木和久さんが語
る“台風の犠牲者ゼロ”への観測最前線 

坪木 和久 

その他、図の引用、内容の確認・監修など 
 



施設の住所・連絡先 

地区  名称 所在地 電話・FAX 

東山地区 ① 研究所共同館Ⅰ・Ⅱ 〒464-8601 名古屋市千種区不老町 TEL: 052-747-6303 

FAX: 052-747-6313 

豊川地区 ② 豊川分室 〒442-8507 愛知県豊川市穂ノ原 3-13 TEL: 0533-89-5206  

FAX: 0533-86-3154 

北海道地区 ③ 母子里観測所 〒074-0741 北海道雨竜郡幌加内町字母子里北
西 3 

TEL: 0165-38-2345 

FAX: 0165-38-2345 

④ 陸別観測所 〒089-4301 北海道足寄郡陸別町宇遠別 TEL: 0156-27-8103 

〒089-4300 北海道足寄郡陸別町字ポントマム
58-2, 78-1, 78-5, 129-1, 129-4 

TEL: 0156-27-4011 

山梨地区 ⑤ 富士観測所 〒401-0338 山梨県南都留郡富士河口湖町 

富士ヶ嶺 1347-2 

TEL: 0555-89-2829 

鹿児島地区 ⑥ 鹿児島観測所 

 

（アンテナ） 

〒891-2112 鹿児島県垂水市本城字下本城
3860-1 

〒891-2115 鹿児島県垂水市大字浜平字山角 

TEL: 0994-32-0730 
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